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次期社長の溺愛が凄すぎます！
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夢から覚めたら現実













　四月も半ば、春らしく暖かくなってきた季節。

　普通、見た目も気分も晴れやかなはずなのに、今の私はそれどころじゃない。

「君の恋人は浮気している」

　無表情で衝撃的な発言をしたのは、目の前の見知らぬ男性だ。

　事の始まりは会社からの帰り道。最寄り駅に向かっていたら、黒塗りの高級車が私の行く手を遮るように停まった。

　その車の後部座席から出てきた初老の男性に、間抜けにもパチクリと瞬まばたきを返したと思う。

　その人はスーツの胸ポケットから何かを取り出し、『弁護士の吉よし田だと申します。斎さい藤とう麻ま衣い子こさんですね？』と私に確認してきた。差し出された名刺と、彼のスーツにある弁護士バッジを見て、パニックを起こしかける。

　二十二年間生きてきて、道端で弁護士に声をかけられるなんて経験は〝よくあること〟じゃ済まされない。

　混乱したままの状態で、近場にあった高級ホテルのラウンジに招かれると同時にスーツ姿の一団に囲まれて、何のかんのと言いくるめられ、連れてこられたのがこの部屋。

　天井にはシャンデリア。壁紙は柔らかく落ち着いた色合いのオフホワイト。金色の額縁に納められた油絵がシンプルに飾られている。

　その他にもアンティーク調の家具や、大理石で作られたであろう暖炉に、床はふかふか絨じゅう毯たん。たぶんこれ、ペルシャ絨毯なんじゃないのかな……。

　高級感が漂う場に、安っぽい春物コートの私がいるのはめちゃめちゃおかしい。

　でも奏かな斗とが来週、卒業祝いと就職祝いとを兼ねて、新しい春物のコートを買ってくれるって言っていた。

　付き合ってまだ半年。社会人の彼氏は大人だと思う。

　大学を卒業したら泊まりがけで旅行に行こうと約束していたのに、彼の仕事が忙しくて、バタバタしているうちに延期になった。

　来月のゴールデンウィークはふたりとも休めるから、今度こそゆっくり旅行しようねって約束して、それまでに社会人一年生として、しっかり業務を覚えなくちゃと頑張っていて……。

　いや、今はそれどころじゃない。その奏斗が浮気しているとか、赤の他人様に言われている真っ最中。

　そんな発言をかましてくれた男性は、どこをどう見ても無表情すぎる人だ。

　男らしくキリッとした眉をしていて、くっきりした二ふた重えの目は感情がないように見える。鼻は高くてまっすぐ。

　たぶん微ほほ笑えんだらイケメンだろうに、冷たい表情からは威圧しか感じない。

　彼はローテーブルを挟んだ向かいのソファに座り、その隣に弁護士の吉田さんが申し訳なさそうに腰かけていた。

　……といいますか、そもそも、あんた誰。

「どなた様ですか？」

「失礼。藤ふじ宮みやと申します」

　そうして思い出したように差し出された名刺を見て、彼と名刺を二度ほど見比べる。

　そこには【藤宮重工　企画本部　課長　藤宮圭けい一いち】と書かれてあった。

　えーっと。この人は、二十四歳の奏斗よりは年上……でも、まだ二十代に見える。

　課長とかって、結構おじさんがなるものだと思っていたのに、世の中はこんなに若くても課長になれるのかな。就活中に出会った人は、だいたいおじさんが多かった。

　しかも藤宮重工って、就活中に何回も名前を聞いたことがある、かなり大手企業じゃない？　私の会社も、藤宮重工と取引しているはずだ。

　黙り込んだ私と藤宮さんが静かに見つめ合い、しばらくして彼がスッと目を細めた。

「君は……」

「あ、斎藤と申します」

「なるほど。君は目が覚めるような美人だ」

　我ながら自慢のパッチリ二重の目。つり目すぎない程度のはずなのに、目力が怖いと言われることもしばしば。適当にただ伸ばしているだけでもさらっとしているストレートの髪はセミロングで、今日は無造作に下ろしている。

　確かに『口を開かなければ美人なのに』と言われたこともあるけれど……。

　言葉では褒めていても、突き放し、軽蔑するような声音だった。私は呆あっ気けに取られて口を開け、弁護士の吉田さんはギョッとしたようだ。

　吉田さんが何かを言おうとしたとき、藤宮さんは持っていた分厚い封筒をローテーブルに投げ出すようにして置く。

「中を見て確認してくれ。他人が誰と付き合おうが構わないし、教えてやる義理もないが、あの男を許すつもりはないので君に逃げ込まれても困る」

　何を言っちゃっているのか理解できない。

　でも、彼が真剣にこの封筒を開けろと言っているのはわかる。

　吉田さんを見ると、諦めるように藤宮さんを窺うかがって、それから私に頷うなずいた。

　分厚い封筒を持ち上げた途端、投げ出されて破けたのか、中身がバサバサとローテーブルに広がる。

「す、すみませ……！」

　慌ててかき集めたものは数十枚の写真。そこに見覚えのある人がいることに気がついて、一枚を取り上げた。

　見間違いじゃない。奏斗が写っている。

　夜の街中だと思う。スーツ姿の奏斗が、見知らぬ女性と仲よさそうに腕を組んでいた。背景はどこかの建物。お洒しゃ落れにライティングされているのに安っぽく感じる照明と、微かすかに確認できる【休憩】と【宿泊】の値段。

　違う一枚を取り上げると、そこにも奏斗と女性が写っていた。どこかのマンションの一室。薄いカーテンの奥でキスをしている半分裸のふたり。

　どの写真もシチュエーションは違っても、奏斗と、同じ女性がイチャイチャしているものばかり。

　これは間違いなく、浮気現場でしょう。

　力が抜けてパタリと手を下ろし、冷たい表情の藤宮さんから、どこか慰めるような顔の吉田さんに視線を移して、それから足元を見つめた。

　頭の中が真っ白。だけど、この写真は決定的すぎる。

　……もしかして私、男運がないのかなぁ。

　私のまわりの男どもといったら、父さんは日和ひより見みでガサツだし、父さんが経営する工場で働くおっさんたちはすぐにからかってくるし、弟は生意気で憎たらしくてだらしない。男に幻想は抱いちゃいけないんだ、と早々に悟った。

　母さんは『そんなことないわよー』なんて最初はフォローしていたのに、少しばかり勝ち気に育ってしまった私を見て、しまいには『そんなのじゃ彼氏できるの遅くなるわ』と諦め始めていた。

　奏斗って、初めての彼氏だったのに。

　考えているところに、低い声が割り込んできた。

「君には関係ない話だが。そこに写っている女性は私の婚約者だ」

　藤宮さんの言葉に虚うつろな顔を上げると、彼の蔑むような視線と目が合う。

　そんな目で見られる理由は私にはない、と思った瞬間、攻撃的な気分になった。

「自分の婚約者を調べるなんて、いい趣味してますね」

「浮気をするような相手を、妻にもらう気はない」

　ふーん。まぁ、婚約していても浮気をするような人と結婚したら、トラブルにしかならないよね。

　疲れたようにソファに身を預けて彼を眺めると、それが気に食わなかったのか、鋭く睨にらまれた。

「これから君の彼氏にも慰謝料を請求するつもりだ。彼氏といっても、私の婚約者と付き合っていたわけだが」

　藤宮さんは立ち上がり、最後に嫌悪感丸出しで私を見下ろしてくる。

「巻き込まれたくないのなら、早々に別れるんだな」

　そりゃあ、こんなことをされている以上、今後も奏斗と何もなかったように付き合っていけるはずもない。

　でも、そんな言い方ってないんじゃないかな。

「あなたに命令される覚えはありませんが」

　軽く睨み返すと、彼の目が一瞬驚いたように見開いて、次にはスッと細められる。

　しばらくの沈黙の後、藤宮さんはソファに座り直し、小さく咳せき払ばらいした。

「すまない。君にはもう少し、柔らかく伝えるつもりだったんだ」

　謝罪の言葉と同時に頭を下げられて、驚いた。

　若くても大きな会社の課長を務めている人なのに、この人は案外あっさり謝るんだ。世の中の偉い人って、なかなか謝らないものだというのは偏見なのかな？

　何とも言えない複雑な表情になった彼に、ますます居心地が悪くなってくる。

　うん。確かにたくさんの衝撃を受けたけど、この人も婚約者に浮気をされたんだからショックだったんだよね。

　冷静でいられるはずがない。現に私は全然冷静でなんていられなかった。

　ふっと視線を下ろすと、ローテーブルに広がったままの写真が見える。

　そんなものを見ていたくはないから、散らばった写真を片づけ始めたら、吉田さんが手伝ってくれた。

　その中に【工く藤どう真ま理り恵え】という名前入りの書類を見つけて凝視する。

「もしかして、婚約者さんも〝ま〟から始まる名前ですか？」

　吉田さんは私が見ていた書類に気がつくと、パッと取り上げ、藤宮さんは言葉に詰まったような顔をした。それで私の憶測は事実だと理解する。

「奏斗が一度だけ、私のことを〝まーちゃん〟って呼んだことがあったんです」

　普段は〝麻衣子〟だったのに、思わず呼んでしまった……そんな慌てた表情をしたから、照れくさかったんだろうって勝手に認識して……とても嬉うれしかった記憶がある。

　でも、別の理由だったんだと納得した。

「私とその女性のことを、間違えて呼んでしまったんでしょうねぇ」

　奏斗は優しい人だった。真ま面じ目めというよりは軽い人だなって考えないわけじゃなかったけど、明るくて楽しい人で……。

　まさか二股をかけられているなんて、気がつきもしなかった。

　その二文字を理解した途端、鼻の奥がツンと痛くなって、ポロポロと涙がこぼれ落ちてくる。

「あ……えっと、ごめんなさ……」

　無言でハンカチを差し出されて、藤宮さんを見上げた。

　同情するような視線と目が合うと、余計に涙は止まらなくて、どんどん流れて出ていってしまう。

「こういうとき、泣いていいんだと思う。でも、浮気男のクズに流す涙は一度でいい」

　なぜか真顔でそう言われ、キョトンとして彼を見た。

　真剣なその様子に瞬きする。

　涙は引っ込んでしまったけど、それもそうかも、と思ってしまった。

　奏斗は初めての彼で、好きな人だった。それでも最低な男には変わりない。

　そんな人を思って悲しむのは、一度で充分だ。

　それはもう、五年ほど前のお話。アラームの音で目が覚めて、憂鬱な朝を迎えた。




　＊　＊　＊




　一月半ばの月曜日。朝イチのミーティングを終えて総務部に戻るなり、手渡された通達を見ながら目を細める。

「おかえりなさい、斎藤主任。朝からミーティング、お疲れさまです。それで、何を難しい顔をされているんですか？」

　部下のひとりである三み島しまさんに声をかけられて、顔を上げる。

　ちょっとたれ目がちの、キュートという言葉がぴったりの可か愛わいい顔。今日はカッチリしすぎていない程度のゆるふわハーフアップの髪型。

　彼女は毎日、同じようで実は違うヘアアレンジをしてくるから尊敬に値する。私の場合、いつの間にか髪が胸元まで伸びていて、切らなくちゃなーと考えているのみ。

　実際は新しい髪型を決めるのも面倒で、邪魔くさくない限り、ただ下ろしているだけの私とは違う。彼女はちゃんと女子力を活用している。

「ん、ただいま。とうとう来たなって思ってね」

　私の勤める藤ふじエンジニアリングは、工場の設備建設に関わるトータルサービスを提供している会社だ。

　簡単に言うと、とある会社の何かの製造工場があるとして、その工場そのものを設計して作るのがうちの会社。

「ああ。藤宮重工の傘下に入るんですってねぇ……噂はずっとありましたが、さっき、部長がひと足先におっしゃってました」

　そもそも私が入社した当時から、藤宮重工とうちは取引先と顧客という関係性で、技術力を買われて、そのうち吸収合併されちゃうんじゃないかって噂があった。

　でも、藤宮重工にだってエンジニアリング事業部があるし、うちにしかない技術なんて、ほんのひと握りなのにね。

　まぁ、上層部ではいろいろとあったんだろう。とにかくこの春から、正式に藤宮重工の子会社になって、違和感のない藤エンジニアリングの名前はそのまま残るらしい。

　世の中の荒波は、本当に大変だ。

「それで、斎藤主任はどうしてそんなに厳しい顔をしてるんです？」

「……明後日あさってから、藤宮重工の本社に研修に行けって言われた」

「えーと。技術者ではなく、総務部の主任である斎藤主任が？」

「技術者と研究者も行くけど、私もだって」

　クエスチョンマークを浮かべている三島さんに、苦笑いを返してしまう。

　部長は汗をかきながら『藤宮重工のノウハウを覚えてくるように』なんて、何のノウハウを覚えてくればいいのか、もっともらしく意味不明なことを言っていた。

「主任がいないと困ります。部長の寒いギャグ、誰がストップかけるんですか！」

「待って。私の存在意義はそれなの？」

　思わず真顔になってしまったけれど「冗談ですよぅ！」なんて言っている三島さんの表情も半分マジだ。

　そりゃあ、部長のギャグは寒くてブリザードが吹き荒れるからねえ。

　あくびを噛かみ殺しつつ、通達を引き出しにしまっていたら、三島さんが首を傾かしげる。

「主任、眠そうですね」

「うん。夢見が最高に最悪だったの。今日は朝イチでミーティングだったし」

「最高に最悪？」

「ともかく、散った散った。もう就業時間中。残業したくないなら早く仕事して」

　彼女を手で追いはらうと、パソコンの画面を見ながら目をこすった。

　本気で今日の夢見は最低だった。もう五年も前の、付き合っていた彼氏の浮気を他人様から指摘された夜の夢。

　夢はもっと曖昧なものだと思っていたのに、まあまあリアルで、久しぶりに落ち込んだ目覚めだった。

　しっかし、あの当時は荒れたよね。

　弟が彼女とケンカして泣かせたと知った途端、『女の敵はお前か！』とか言って右ストレートで殴るくらいイライラしていた。

　そのケンカが、デートに五分遅れたっていう本気でしょーもない理由だったから、弟に土下座して謝ったり。

　あのときの彼女は弟の嫁ちゃんになっていて、可愛い甥おいっ子も生まれた。

　いまだに些さ細さいな夫婦ゲンカをすると、『義ね姉えさんの右ストレート頼むから！』って言っているらしい。

　……正直言って、そろそろ忘れてほしい黒歴史だ。

　それにしてもあれだなぁ。そんな夢を見た朝に、こんな通達があるなんて、何だか悪い予感しかしないんだよね。

　藤宮圭一さんとは、あれ以来会っていない。

　関連会社だったとはいえ、彼は藤宮重工の課長様だったし、私は単なる取引先の総務部の社員だから、会う機会なんてあるわけがない。会ったら会ったで、お互いに気まずい思い出しかないしね。




　実際、予感は的中した。まさかね～、なんて思っていた。そのまさかである。

　水曜日。ランドマークにもなりそうな、お洒落で近代的な高層建築の藤宮重工本社ビルに着くなり、総務課長を紹介された。

　四十代の半ばくらいだろうか。人懐っこそうな総務課長の原はらさんに微笑みながら挨拶して、彼に本社の中を案内してもらっていたときだった。

「斎藤麻衣子？」

　フルネームを呼ばれて振り向くと、仕立てのよさそうな三つ揃ぞろえのスーツ姿の男性が立っていた。

　あの当時も無表情で冷たい印象だった。でも、男らしくキリッとした眉。くっきりした二重の目。高くてまっすぐな鼻筋は忘れていない。

　眉目秀麗さは当時のまま変わらずに、その人は私を見下ろしていた。

　いい男って、年を取ってもイケメン。それどころか、より深みを増すというか。

　さて、どうしよう。斎藤なんてどこにでもあるポピュラーな名字だと思う。だけど藤宮さんは今、フルネームで私を呼んだよね。案内してくれている原さんが隣にいる状況で『人違いです～。おほほほほ』って、しらばっくれるのもどうかと思う。

　しかも、見た感じ、藤宮さんは確信を持って私の名前を呼んだ。

　どう答えようか考えている間に、原さんが先に口を開く。

「藤宮部長。斎藤さんをご存じなんですか？」

　部長？　当時もその若さで課長って驚いたものなのに、今では部長？

　出世がめちゃめちゃ早くない？　あれ、でも五年は経っているんだから、順当といえば順当なのかな？

「ああ。以前にお会いしたことがある。なぜ彼女がここに？」

　考えてみなくても、私たちがいるこのフロアは、部外者が立ち寄らないような重役室のエリアだと説明を受けたばかり。藤宮さんが不思議に思うのは当然だよね。

「お久しぶりです。私、今は藤エンジニアリングの総務主任をしております」

　そう言った瞬間、藤宮さんの眉がピクリと動いた気がした。

　彼は無言のまま、その視線を原さんに向ける。

「春になればこちらから人を送りますが、うちのやり方を先に覚えていただくように、藤エンジニアリングの総務の方に来ていただいています」

「原さんに慣れてもらうだけの話かな？」

　あはは、と笑って、原さんが頭をかきながら私を見た。

「人事のことなので、まだ、秘密にしておいてほしいのですが……三月になりましたら辞令が下ります」

　人差し指を唇に当て「秘密ですよ～」と言う原さんを、私はまじまじと見つめる。

「私が動くわけではありませんよね？」

「えーと……」

　辞令前のことだから、言いにくいんだろう。予想としては、きっと〝飛んでしまう〟のは恐らく、うちの総務部長かな。

　寒いギャグしか飛ばさない人という認識で、部下に仕事を丸投げすることもある、とことん頼り甲が斐いのない狸たぬき腹ばら。そろそろ定年間近なはずだし、月曜日のミーティングもひと足先に戻っていた。

　遠い目をしていたら、藤宮さんが近づいてきた。

「まさかこんなところで会うとは思っていなかったが、元気そうで何よりだ。今日は顔合わせだけか？」

「いえ。こちらで三日ほど仕事をさせていただくことになっています」

　とはいえ業務そのものをするわけじゃなく、藤宮重工の総務部と、藤エンジニアリングとの相違点について習う感じ。グループ会社は親会社のやり方に合わせていかなくちゃならないからね。

　ニコニコ営業スマイルで答えていたら、何を思ったのか、藤宮さんは私の頬に触れてきた。びっくりして目を丸くする私と、藤宮さんの冷静な視線が交わる。

「研修中ならば、定時で上がれるな。久しぶりに人と食事がしたくなった。誘ってもいいだろうか」

　何でだよ！という突っ込みを入れるより先に、原さんがポンッと手を打った。

「いいですね！　せっかくですから歓迎会をしましょう、歓迎会。和食がいいですか、洋食がいいですか？」

「……和食にしよう。場所は後でメールを送ってくれればいい」

　ほんの少し躊ちゅう躇ちょしたみたいに間を空けると、そう言って、藤宮さんは私の頬から手を離し、そのまま去っていった。

　彼の姿が見えなくなると、興味深そうに私を見ている原さんと目が合う。

「お、お若い部長さん、ですね？」

「今年の誕生日が来たら、三十二歳。独身。名前の通り、藤宮重工の直系血族です。ゆくゆくはこの会社の社長ですから」

「えーと……今年三十二歳とか、独身とか、次期社長とか、その情報、必要です？」

　なぜか爽やかに原さんは微笑んだ。

「私の妻の兄が彼の父親でして。つまりは甥っ子が女性に話しかけているなど、とても珍しいものを見てしまいましたから」

　もの珍しさで個人情報をペラペラ言うのは、問題だと思う。

　でも、珍しく思われるほど、彼は女性に話しかけないってことなのかな。

　それよりも今、さらっと聞き流したけど、気になることがひとつ。

「原さん、甥が相手なのに敬語なんですか？」

　首を傾げて原さんを見ると、なぜかワクワクしたような表情を返される。

「そりゃそうですよ。会社じゃ、あっちの方が役職が上ですし。あ、プライベートなら、僕の方が年上ですから叔お父じとして威張ってますよ、もちろん」

　もちろんとか言われてもなー。

「……すみません。ちょっと、甥に対する態度ではないといいますか、違和感が拭ぬぐえなさすぎて混乱します」

　難しい顔をしてみせると、困ったように頭をかかれた。

「いやぁ。結婚した当初は僕も困りましたが。まぁ、今回の人事で僕も部長になるから、役職は一応同列になるのかな」

　何というか、原さんは、いろいろと話しすぎじゃないかな。

「コンプライアンス、大丈夫ですか？」

　そっと囁ささやくと、原さんは自信満々に頷く。

「斎藤さん、結構ズバズバ言いますね。大丈夫です。仕事中はしっかりしています」

「あの、今まさに仕事中なのですが……しかも私は子会社の人間なんですが」

　あくまでも申し訳なさそうにして言うと、原さんは頭を抱えてしまった。

「そうか、そうですよね！」

　とにかく、春からはちょっぴり可愛らしいおじさんが上司になってくれるらしい。

　かなり心配になるのは、なぜだろう。




「ぐっと飲んでしまいましょう」

　ニコニコ微笑む原さんに、無表情の藤宮さん、それから戸惑いを隠せない私。

　高そうな料亭のお座敷に、たった三人。原さんいわく〝親睦会〟を開かれた。

　たった三日の研修のために歓迎会は悪いからって、私はお断りしたんだよ。

　でも『今後のこともあるし、僕らはチームになるんだから、親睦会ってことにしましょう』で押しきられてしまった。

　だとしたら、原さんはともかく、藤宮さんはいなくてもいいんじゃないかなって疑問は、たぶん言ってはいけないんでしょうね、この場合。

「こういう場所は、緊張してしまいます」

　苦笑しながらお膳を眺めていたら、目の前に座っていた藤宮さんが口を開いた。

「君が緊張するのか？」

　淡々と言いながら、おちょこのお酒をくいっと空ける。

　まぁ、あなたはつまりは社長令息なんでしょ。そりゃー、こういう場所にも慣れていて当たり前っていうか。

　考えていたら、藤宮さんのまっすぐな視線と目が合った。片手は軽く握って膝に置き、おちょこを片手に姿勢正しく座している。

　悠然としていて、どこか威圧的なのは以前と変わらないなぁ。

　っていうか……あなたは武士か。

　もう、堅苦しさマックス。まさに武士だよ、武士。

　思いついたイメージに心の中だけで笑っていたら、彼の眉が上がった。

「何か面白いことがあったか？」

　気づかれちゃったみたいだ。焦って両手を振る。

　内心は大笑いではあるけれど、相手は親会社の部長だし、さすがに馬鹿正直に言ったら角が立つ。

「いいえ。何もありません」

　そのままニッコリ微笑み返したら、微かに訝いぶかしい顔をされた。

「君に愛想笑いは似合わないな」

　ボソリと呟かれた言葉に、原さんが固まり、私の笑顔もひきつりかける。

　悪かったな。どうせこっちは総務だし、四六時中笑顔でいることなんてない。笑顔スキルは中の下くらいのレベルでしょうよ。

　そもそも私を目の前にして、気まずくないのか、あなたは。

「まあまあ。斎藤さんも、お酒の席ですし無礼講ということで。でも、部長も女性に対して失礼すぎですよ」

　原さんが藤宮さんを嗜たしなめているのを見ながら、私はスッと目を細める。

「無礼講は、決して無礼を推奨するわけではありません」

　ツンとして言うと、藤宮さんの唇がからかうような笑みの形に変化した。

「君は失礼ではないと？」

「藤宮部長ほどではないと思っております」

「俺は、それなりに礼儀作法は叩たたき込まれている」

　叩き込まれていたとしても、それを実践しなければ意味がない。

「ちなみに、私には名前があるんですが」

「では、麻衣子」

　誰が下の名前で呼べと言った！

　あんぐりと口を開けたまま絶句してしまった私と、涼しげに笑っている藤宮さんを見て、原さんが頭をポリポリとかいた。

「ああ、なるほど。珍しくプライベートだな、圭一」

　そう言うなり、原さんはあぐらに座り直す。

　場の雰囲気が一気に私的なものに変わり、藤宮さんは原さんを横目に見てから眉をひそめた。

「そもそも、俺が食事に誘ったのを、勝手に歓迎会にしたのは叔父さんだろう」

「あれで誘っていたつもりなら、お前、相当な口くち下べ手ただぞ？」

　呆あきれたような原さんの言葉に、藤宮さんは眉を寄せて腕を組む。

「ちゃんと、誘ってもいいか伺っていたと思うんだが……」

　私は難しい表情の藤宮さんを眺め、とりあえず開けていた口を閉じ、今日の出会いを反はん芻すうする。

　確かに伺われていたかもしれないね。とても淡々と『久しぶりに人と食事がしたくなった。誘ってもいいだろうか』って言われた記憶がある。

　あれが〝お誘い〟だったんなら、かなりの口下手の部類に入るんじゃなかろうかって私も思うよ。

　見た目はこんなにキリッとしたイケメンなのに、藤宮さんて残念なタイプの人なのかな。考えてみるまでもなく、彼の人となりなんて私は全然知らない。

　とりあえず、叔父と甥の語らいが始まったので、聞いているフリをしながら目の前のお膳に手をつける。

　先付けから前菜、刺身や椀わん物もの、焼き物……こぢんまりとしていながらも、きっちり和食。懐石料理かな。種類の違いなんてものはわからない。でも、美お味いしいものは美味しいうちに食べちゃえ。

　しばらく無言で食べていたら、まわりが静かになっていることに気がついた。

　持っていた箸を止めて、おそるおそる視線を上げると、無表情な藤宮さんと目が合ってしまう。

「うまそうに食うんだな」

「すみませ……」

　箸を置いて、口元を隠してモゴモゴ言うと、軽く片手を振られた。

「別に謝らなくてもいい。そんな風に豪快に食べる女性は初めてだ」

　私は普通に食べていたつもりだけれど、あなたが食事を同席する女性は、きっとめちゃめちゃおしとやかで、お行儀もいいんだろうね。

　でも、あなたがどこでどのような人と食事をしていようと知らない。私には関係のない話だ。

「そもそも、麻衣子はそんなにおとなしい性格をしていないだろう」

　しかも、名前呼びは彼の中では確定なんだろうか？

「私の何をご存じなんですか」

　胡う乱ろんな視線で見つめると、藤宮さんは人差し指を立てる。

「父親、母親、弟の四人家族。しかも父親は戦後から続く老舗しにせの部品メーカーの社長。工場はさほど大きくはないが、技術は他社が真ま似ねできない職人技の域だ。特許関連は大手を巻き込んで取っている。親父さんは商売がうまいな」

　……社長っていっても、町工場がちょっと大きくなりましたって程度の、下請けどころか孫請け的な会社だけども。

　唖あ然ぜんとしている私に気づかずに、藤宮さんはひとりで頷いていた。

「幼い頃から工場が遊び場で、まわりにいた年配の技術者に可愛がられていた。自転車で坂道を爆走して大破……したのにピンピンしていた逸話や、小学生のときに弟をいじめたガキ大将を逆に泣かせた話は笑ったな」

　えーと、その……何と返答していいものか。よくご存じですねー。

　淡々とした声がよく通る。彼は私たちが無言でいても気にしていないようだ。

「大学は私立大学ながら、ほぼ首席で卒業したんだろう？　他社も選べたはずだが、どうして藤エンジニアリングに？」

　次々に暴露される個人情報に、眩暈めまいがしてきそう。

　原さんも呆ぼう然ぜんと藤宮さんを眺め、それから我に返ったようにハッとすると、真剣な顔で私の方を振り向いた。

「斎藤さん、すまない。身内にストーカーがいるとは思わなかった。よければいい弁護士を紹介しよう」

「身内を庇かばわなくてどうするんですか。そこはちゃんと庇ってあげましょうよ」

　堂々と密談する私たちに、藤宮さんはムッとする。

「別に、俺が彼女をつけ回したわけじゃない」

　わかっている。ううん、わかった。

　たぶん五年前のあのときに、奏斗の交遊関係を調べるのと同時に、私のことも調べたんでしょ。じゃないとピンポイントであんな話をしてこないものね。

　バツが悪そうに微かに咳払いをしてから無表情に戻った彼を見つめ、目を細める。

　当時も、いいとこの坊ぼっちゃんかなぁと思っていた。

　結果、やっぱりいいとこの息子だったわけで、予想に違わないっていうか。

　そんなことを考えていたら、藤宮さんとバッチリ目が合った。

「あのときよりも綺き麗れいになった」

　褒められたんだろうけど、無表情で言われたら反応に困るわい！

「え……！　これはもしかして、僕はお邪魔虫をしていたのかなっ!?」

　衝撃を受けている原さんに、私も衝撃を受けた。

「ちょ……原さんがいてくれないと困りますから！　こんな意味不明な人とご飯なんて、気詰まりですから！　会話に困りますから！」

　失礼なのは承知で、ビシッと藤宮さんを指差して言うと、原さんは目を丸くする。

「だって、斎藤さん、明らかに口説かれているじゃないか。会話なんて何とでもなるでしょう？」

「これのどこが口説いているっていうんですか！　こんな無表情で唐突に言われても不気味すぎます」

　指を差しているのは気にならないのか、悠然とお酒を飲んでいる藤宮さんをふたりで見て、またお互いに顔を見合わせる。

「圭一に表情がないのは昔からだよ。それでも今日は久しぶりに動いている方」

　叔父にそこまで言われる〝無表情〟がデフォルトの藤宮さんって、どんだけ表情がないんですかっ！

「……仲がよさそうで何よりだな」

　低い声が割り込んできて、原さんと一緒に藤宮さんを見る。

　目を細めて私たちを眺めている藤宮さんの後ろに、暗雲が見えるような気がした。
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　藤宮さんは、過去のことは全く気にならないみたいだ。

　研修は総務部内でのことだから、廊下ですれ違って挨拶を交わす程度だけど、普通に声をかけられる。

　まぁ、それが社会人で、暗黙のルールってことだよね。

　だいたい、五年も前に終わったことで、私だってあんな夢さえ見なければ忘れていたはず。

　私と藤宮さんの間で直接何かがあったわけでもないし、無視をするとか子供じみた対応はどうかと思うんだよね。

　研修が終われば自社に帰って、そうなったら親会社の重役と会うこともないだろうし……と思ったら普通にできる。

「おはようございます。研修最終日ですね、斎藤さん！」

　考えながら資料をまとめていたら、できるキャリアウーマンそのもののキラキラオーラを発している鶴つる川かわさんが、そう言って席に座った。

　席も隣で、実務は彼女に教わっている。

「ここまでやり方が違うと、最初は報告の送信が遅くなるような気がします」

「大丈夫ですよ。斎藤さん、呑のみ込み速いし、まだ若いんだから」

　バンバンと背中を叩かれて、苦笑を返した。

「今日でひとつ年を取りました。そんなに若くは……」

「え？　私は三十三ですよ？　もしかしてケンカ売られてる？」

　睫まつ毛げパチパチでにこやかに言われて、ぶんぶんと首を左右に振る。

「で、いくつになったの？」

「えーと……二十七歳になりました」

「やっぱりケンカ売られてるんだ！　どうせ三十三で独身ですよ～」

　両手で顔を隠して泣き真似をする彼女に、首を傾げてみせた。

「鶴川さん、結婚したいんですか？」

　私は全然思わないなー。

　でも鶴川さんの意見は違うようで、彼女は泣き真似をやめて姿勢を正すと、とても素敵な笑顔を返してくれる。

「いずれはね。子供が欲しいですし」

「あー……子供は欲しいですね。でも、男の人はいらないかなぁ」

　だって男の人ってガサツだし、わがままだし、だらしないし。

　考えれば考えるだけ、眉間にしわが寄ってくる。

　うちの父さんや工場のおっさんたちは言うまでもなく、弟までも可愛くないし、初めて付き合った彼氏は〝あれ〟だった。もう、面倒くさいよね。

　しみじみと呟くと、めちゃめちゃびっくりした顔をされる。

「ひとりで子供を産んで育てるつもり？　女ひとりは大変ですよ？」

「甥っ子がいて、可愛がる子供はいますから。そもそも産む予定も相手もいません」

　顔の前でパタパタと手を振っていると、困ったような原さんの顔が見えた。

「君ら、仲がいいのは結構だが、朝っぱらから何て会話をしてるんだ」

「ごめんなさい、課長。朝礼前ですし、これくらいは許してくださいよ」

　鶴川さんがそう言って両手を合わせると、原さんは肩を竦すくめて苦笑している。

「あー……でも、斎藤さんは今日で研修最後かぁ。寂しくなるねぇ」

「あはは」

　私は慣れている古巣に早く戻りたい。

　鶴川さんがにこやかに応対している間に、パソコンを起ち上げ、腕捲まくりをする。

　今日で本社研修が終了。とにかく本社のやり方を覚えなくちゃ。

　気合いを入れるように、両頬を叩いた。




　研修が終わってお世話になった人たちと挨拶を交わし、三日間通った藤宮重工本社ビルを後にしようとして……。

「お疲れ」

　どうしたことか、藤宮さんに立ちはだかられた。

「お疲れさまです。お世話になりました」

　キョトンとする私と、無表情の藤宮さんが見つめ合っているのを、本社の社員たちが不思議そうに眺めてから社員出入口を通過していく。

「過去形はおかしい。あなたの会社はこれからうちのグループだろう。いや、そうではなくて……」

　律儀に訂正してから、藤宮さんは眉を寄せた。

「食事に誘いに来た」

「お誘いありがとうございます。ですが、今日は用事がありますので……」

「誰か付き合っている男でもいるのか？」

　は？　どうして付き合っている〝男〟？

　パチパチ瞬きしていると、藤宮さんの目が不機嫌そうに細められる。

「そうじゃないなら、用事は断ってくれないか。まだ君とまともに話せていない」

　用事っていっても、昼間に母さんからメールが来て【帰りに家に寄ってく？】って聞かれたから【何事もなければ寄るよ】と返しただけ。たぶん、誕生日祝いをしてくれるんだろうなって気がしている。

　でも毎年ケーキを用意してあるわけじゃない、工場のおっさん連中を巻き込んで酒盛りになるだけの誕生日。

　最終的にはお世話する側に回るから、積極的に行きたいってわけでもなく、お祝いしてくれるんだから行こうかなってスタンス。

「いいですよ。ちょっと待ってください」

　スマホで実家に連絡すると、母さんが出てくれた。

『はい。もしもし』

「あ。母さん？　麻衣子。今日は帰りに寄るって言ってたけど、行けなくなった」

　目の前の藤宮さんを見ながら言ったら、数秒して驚いたような声が返ってくる。

『あらぁ。そうなの？　工場の人たちが張り切って日本酒を揃え始めてたのに』

　……おっさんたちは、人の誕生日にかこつけて、単に飲み会がしたいだけでしょう。今日は金曜日だし、飲みつぶれる気満々だよね。

「明後日の日曜日に行くから」

　疲れたように返すと、母さんのクスクス笑いが聞こえてきた。

『わかったわ。伝えておくわね。どーせあの人たちは飲みたいだけだから』

　最後の方は呆れたような声音に、吹き出しそうになる。

　うんうん。母さんの苦笑している顔が目に浮かぶようだ。

『誰か、誕生日お祝いしてくれるの？』

「あー……」

　きっとそうじゃないと思うんだけど。たぶんこの機会を逃したら、藤宮さんとはもう会うこともないかもなぁ。

　何の話か知らないけれど、何かの話があるんだろう。

『いいわ。詮索しないでおいてあげる。でも、工場の人たちにからかわれるのは覚悟なさいね。あんたの誕生日を当日にお祝いしなかったことなんてないんだから』

　五年前の誕生日は土曜日だったから、奏斗とデートした。そしてその夜にはおっさんたちの酒盛りに付き合った記憶がある。

　……嫌だなぁ。しっかり思い出しちゃったじゃないか。

　溜ため息交じりに通話を終了させて藤宮さんを見上げると、なぜか嬉しそうで、晴れやかな笑みを見せてくる。

　イケメンの爆発的笑顔の威力に、思わず引きそうになってしまった。

　だいたい、こんな満面の笑みは初めてじゃない？　この間も爽やかな笑顔は見せていても、どこか冷めていたくせに。

「実家か？　実家だよな？」

「まぁ、そうですけれど、それが……」

　言いかけたら、藤宮さんが誰かに声をかけられた。

「圭一さん。どうしたんですか、社員出入口にいるなんて珍しい」

　近づいてきたのは、白しら髪が交じりで、お洒落な口くち髭ひげのダンディなおじさん。質のよさそうなグレーのスーツを身につけている。

　そのスーツの襟元についているのは、弁護士バッジだ。

　彼は藤宮さんを見て、それから私を見て、しばらくしてから目を真ん丸く見開いた。

「斎藤麻衣子さん？」

「あ……」

　どこかで見たことがあるなぁと思ったら、口髭でわからなかった。

「吉田さ――」

「今から帰るところだ。あなたは父に用なんだろう。それでは失礼する」

　藤宮さんが割って入ってきて、私の手をグイッと取ると、引っ張りながら歩き出したからびっくりした。

「え。ちょ……っ？　藤宮さん？」

　前を歩く藤宮さんと、遠ざかっていく吉田さんを交互に見ながら、唐突な行動に慌てて声をかける。

「いいから、ついてきてくれるか。あの人に見つかったら話もできなくなる」

　意味はわからないけど、彼がそう言うんだからそうなんだろう。

　社員出入口を出ると、目の前に黒い車が停まっていた。中から男の人が出てきて、後部座席のドアを開けてくれながらニコリと微笑む。

「秘書の末すえ松まつと申します。お見知りおきください」

「はぁ……よろしくお願いいたします」

　お見知りおきしなくてもいい気がする。そう思いながらも挨拶を交わしたら、背中をそっと押された。

「先に乗ってくれ。吉田さんに追いつかれたくない」

「吉田さんに追われるんですか!?」

　全然意味がわからないんですが!?

　ギョッとする私を、今度はグイグイと後部座席に押し込む藤宮さんに、秘書の末松さんが呆れたような視線を送っている。

「部長。それじゃあ、まんま誘拐です。誰も追ってきていないですから、安心なさってください」

「いいからお前も早く運転席に戻れ」

　押し込まれて振り返ると、末松さんに声をかけながら藤宮さんも乗り込んできて、慌てたようにドアを閉める。

　少し後で運転席に末松さんが乗ってきて、車が動き始めた。ラジオもついていない車内に沈黙が充満する。

　全く理解できない。これってもしかして……。

「私、拉致されてるんでしょうか？」

　その小さな呟きに、末松さんが吹き出した。

「そうですね。斎藤さんが思っている通りな気がします」

　末松さんが朗らかに答えると、藤宮さんが抗議の声を上げる。

「違う。連絡先もわからなくて、約束もしていない社内の人間と個人的に話をするためにはどうすればいいのか、と友人に相談したら、社員出入口にいろ、と助言された」

「待ってください。待ち伏せなんてしなくても、同じビルにいるんですから、総務部に直接来るとか、内線電話にかけるとか、他にも方法はいくつもあるでしょう！　下手すると犯罪になりますからね！」

　思わず口を挟むと、藤宮さんが顔を近づけて迫ってくる。

「仕事中だろう？　個人的なことを社内でどうこうしようとは思っていなかったんだ」

　生真面目に言うから、頭を抱えそうになる。

「それに、俺は麻衣子を誘って、麻衣子は『いいですよ』と了承した。これは拉致には当たらない」

「そうですけど！　確かにいいですよって言いましたけど！　そもそもの行動が根本からなってないっていうか？」

　私は合っているはずだ！

　でも、藤宮さんは鼻で笑う。

「では、連絡先を教えろ。次に誘うときにはしっかり連絡してやる」

　偉そうで、思わずイラッとしてしまった。

「ちょっと！　どこから目線なわけ!?　だいたい、次に誘うときには、って何かの間違いでしょ。私とあなたでどうして次があると思うの。私は子会社の人間ですよ！」

「会社は関係ない。プライベートと会社は別の話だろう？」

　心底不思議そうな声に、口を閉じる。

　そりゃそうだ。本社の部長様が、子会社の総務主任に何の用があるって話だ。だからって、プライベートで接点だってない……わけじゃなくても、ないのも同然じゃ？

　考えてみたら変な話だよね。

　本当なら知り合う機会すらなかったはずなのに、深く知り合ってしまったような気もする、友達でも何でもない不思議な関係。お互いのプライベートでがっつり絡んで、ちょっと複雑。

　しかも、私は相手のことを全然知らないのに、藤宮さんには子供の頃のヤンチャまで知られている。

「えーと……プライベートで、これから関係はないような気がしますが」

「気がするだけだ。ないなら関係を作ればいいだけだろう」

「よくわかりませんが、藤宮さんは、私とお友達になりたいとか、そういうことを望まれているわけなんですか？」

「どうしてそうなるんだ……？」

　愕がく然ぜんとした藤宮さんに、大笑いしている末松さん。

　わからないから聞いているんだ。それ以外なら何だって言いたいの。

　しばらく黙っていたら、また車内に沈黙が落ちる。藤宮さんが無言なので、何気なく窓の外を見ていたら、車はどんどん街中から離れていっているみたいだった。

　どこまで行くんだろうと考え始めた頃に、末松さんが声をかけてくる。

「ともかく、到着しましたよ。帰りはどうしますか？」

「ああ……迎えは不要だ。帰りは車を呼ぶ」

　溜め息交じりに呟いて、藤宮さんは車を降りると私に手を差し伸べてきた。

　不思議に思って首を傾げると、ふっと笑われる。

「手を……麻衣子」

「あ、ああ。はい」

　手をのせて、手伝ってもらいながら車を降りた。

　……こんな扱いをされるのは初めてだ。どぎまぎしながら意味もなくスカートを直すと、目の前の建物を見て目を丸くする。

　ミニチュア英国風の前庭に囲まれた白亜の洋館。大きな格子窓の奥には食事をしている人たちが見えるから、恐らくレストランだろう。

「レストラン……ですよね？」

「ああ。予約しておいた。なかなか美味しいシーフードが食べられる。シーフードは大丈夫か？」

　淡々と呟く藤宮さんの手に引かれ、庭を横切っていく。

「大丈夫ですけど、いきなりこんなところに連れてこられたら驚きます」

「何がだ？　食事に誘った記憶があるんだが」

　その通りでございます。

　ただね、一般市民が会社の帰りにご飯に誘われたら、どこぞの居酒屋か、ちょっとした飲食店に連れてこられるもんだと思うんだ。こんな立派なレストランではなくて。

　困り果てて藤宮さんの手を引くと、彼は振り返った。きっと眉尻が下がっているだろう私を見て、彼が不思議そうに首を傾げる。

「私、研修期間中なので、実用的すぎるスーツ姿なんですが」

「大丈夫だ。俺もスーツ姿だから」

　男の人はともかく、この感じ……女はお洒落してきた方が好ましい場所なんじゃ？

　それ以上は何も言えないまま歩き続けて、ステンドグラスのはめ込まれた木製のドアを開けると、黒服の男の人が近づいてきた。完璧な笑顔は〝いらっしゃいませ〟と歓迎を示してくれている。

「お待ちしておりました、藤宮様。コートをお預かりします」

　そう言われて、一瞬拒絶しそうになる。

　こんな店に来る女性は、普通にお洒落しているものだろう。普段はもう少し見られるような服装なのに、今日はこんな実用的一辺倒のスーツ姿でいるのは、ＴＰＯをわきまえていないみたいで恥ずかしいんですが！

　それでも騒いだら目立つから、渋々コートを預けて、案内されるままに窓際の席に着いた。

　席と席が離れていて、観葉植物が絶妙な具合に配置されている。

　人の視線に晒さらされないことにホッとしていたら、目の前に座った藤宮さんが小さく笑い始める。

「ここも緊張するか？」

「しますよ。自慢じゃないですが、こういうグレードの店には来たことありません」

「覚えておこう。ワインは飲めるか？」

　黒服の人からワインリストを手渡されて、藤宮さんは目を通し始め……でも、すぐにそれを閉じてしまうと、いつもの無表情で黒服の人を見上げた。

「任せてもいいかな。彼女の誕生日なんだ。生まれた年代のワインがあれば嬉しい」

　そして私の生まれた年を藤宮さんが告げると、黒服の人は頷き、嬉しそうな表情でこちらを振り向く。

「おめでとうございます。当店をお祝いの場所にお選びくださいまして、ありがとうございます。よろしければお任せください」

「……ありがとうございます。よろしくお願いします」

　実際に店を選んだのは藤宮さん。でも、家族以外の人からのお祝いの言葉は恥ずかしくても素直に嬉しい。

　小さくなって照れているうちに、ワインボトルが運ばれてきて封を開けられる。テイスティングが終わるとワインを注がれて、藤宮さんがグラスを掲げた。

「誕生日おめでとう。麻衣子」

「ありがとうございます」

　カチンとグラスを合わせて、ワインをひと口含んだ。

　フルーティーでえぐみは少ない。ほのかに甘いワインに目を輝かせる。

「美味しい！」

「それはよかった。俺はあまりワインに詳しくないから、ソムリエに頼んで正解だったかな」

　藤宮さんはふっと優しく目を細めた。私もその様子を眺めながら、不思議とリラックスできたような気がする。

「それにしても、よく誕生日まで覚えていましたね。きっと調査されたんでしょうけれど、あまり他人の誕生日なんて覚えないでしょう？」

　私なんて、家族と友達以外の誕生日なんて覚えていない。聞いても忘れてしまうものだと思う。

　だけど、藤宮さんは微かに視線を落として自嘲した。

「最初は、君の年齢を見て巻き込むべきかどうか迷ったからな。二十二歳の若いお嬢さんには酷な話だ。記憶するまで読み込んで……忘れられなかった」

　それから視線を上げ、私をまっすぐに見つめ返してくる。

「ずっと忘れたことはなかったな。あれから、どうしていたんだ？」

　ずっと？　ずっとって、あれからかなり経っているじゃない。

「もう五年も前の話ですよ？　だいたい、どうして今さら……」

「当時にフォローしたかったが、吉田さんに、君のところに行くのを止められていた。君に対する態度を叱られて」

　ああ。それで今日は吉田さんから逃げたのか。

　さっきの行動の謎が解けて、思わず吹き出してしまった。

「止められているのは、今もじゃないんですか？　こんなことして、後で叱られるんじゃありません？」

「そこは甘んじて受けよう。せっかく再会できたんだ、少なくとも、同じグループ会社という接点もできた。それに、今日を逃せばもっと接点がなくなる」

　それは、接点を持ちたがっているようにも聞こえる。

　よくわからない人だなぁと考えながら、またワインを飲んだ。

「奏斗に別れを告げて、携帯を解約して、ひとり暮らしを始めました」

「それだけ？」

「それだけですねー。そもそも彼とは共通の知り合いもいませんでしたから。大学在学中にインターンシップで彼の会社に行ったときに声をかけられて、何度か食事をして、それから付き合おうって言われた感じで」

　付き合いとはいっても、二股をかけられていたんだから、恋人同士の付き合いとは意味合いは違うのかもしれない。

　初めて行ったカフェで別れを切り出したときも、理由を聞かれて『他に付き合っている人がいるんでしょう』と言ったら無言で俯うつむくから、それ以上は何も話す気になれずに店を出た。

　当時のことを思い出すと、苦笑が漏もれてくる。

　それだけで別れることができるなんて、考えてみたら希薄な関係。私もいろいろバタバタしていて、彼は彼で忙しかったから、会うこともたまにしかなかったし。

　思えばそれでよかったのかも。あまりに深く付き合ってからなら、傷はもっと深刻だったろうから。

「そちらはどうだったんですか？」

　思わず聞いてしまってから慌てた。

　私の傷が深くなかったからといって、藤宮さんの傷が浅いとは限らないのに。

　それなのに、彼は考えるように遠くを見たかと思ったら、すぐに口を開いた。

「そうだな。婚約者とは見合いだったから、そんなに深くは考えなかった。ただ、結納まで済ませた相手がいるにもかかわらず、ああいうことをする人間は、個人的に許せないんだ」

「ゆ、結納……していたんですか」

「向こうの親が乗り気だったからね。ただし、事がバレてからを考えると……」

　藤宮さんは眉間にしわを寄せ、嫌悪感も露あらわにして溜め息をつく。

「麻衣子とは個別に会っていて正解だったかな。ひどいものだった」

「そ、そうなんですか……」

「吉田さんも呆れていたな。人の話を聞いていないのか、返答が理解不能な状態でな。さすがの俺も混乱しそうだった」

　もう一度、彼は溜め息をついて、それから大きく息を吸った。

「ともかく、麻衣子が元気そうでよかった。当時も思っていたが、君はとても美しい。あんな男に踏みにじられていい花じゃない」

　見つめられながら言われて、さすがの私もじわじわと頬が熱くなってくる。

　よく無表情でそんなセリフが吐けるな！

　気き障ざなの？　それとも羞恥心をどこかに置き忘れてきたの？　何か言い返そうか。でも、何て言い返せるというのか。

　まわりにこの手の気障男がいないから、ボキャブラリーのレパートリーがない。

　頭を抱えそうになっていたら、前菜が静かに届いた。

　ウェイターさんが料理を説明してくれているのは耳に入ってくるけど、素通りして頭に入らない。ほとんど聞き流し、ウェイターさんが離れていくと、藤宮さんは注意を引くように小さく咳払いをする。

「とにかく、当時の俺の態度はひどすぎた。麻衣子に八つ当たりもしていたと思う。すまなかった」

「大丈夫ですよ。謝罪はしてくださっていました。ロボットじゃないんですから、普段と違っていて当たり前です」

「ロボットか……たまに末松に言われる。とりあえず、先に食べてしまおうか。腹も空いただろう？」

　そうして始まった食事は、ひどく和やかで落ち着いたものだった。

　時折、冗談も交えながら、出てきた美味しいシーフード料理に舌鼓を打つ。

　料理とお酒が美味しければ、幸せでどんどん進む。

　それにしても、私は藤宮さんを武士と称したのに、末松さんは彼をロボットと呼んでいるらしい。

　想像してみるとちょっと面白い。

「仕事中は働くマシーンなんですか？」

「まぁな。冷静な判断を下さなければならないし、ときには冷徹になることも求められる。麻衣子も、人をまとめる立場ならわかるだろう？」

「そうですねー。うちはどちらかといったら人当たりのいいタイプが揃っているから、何というかアットホームです」

　ワインのせいか身体がポカポカしてくる。ふわふわ笑っていたら、ふっと藤宮さんの目元が優しくなった。

「少し酔ったか？」

「うーん。そうかもしれません。普段はあまり飲まないですから。実家に帰ると、工場のおじさんたちに捕まって酒盛りになりますが」

「ああ。本当に会社の人たちに可愛がられているんだな。子供の頃の話がどんどん出てきて困惑したよ」

「あ！　それは忘れてください。自転車で無茶して事故った話なんて、武勇伝にもなりませんから」

　たぶん私の幼い日々を藤宮さんに……というか、藤宮さんが雇った調査会社の人にリークしたのは、父さんの会社のおっさん連中だろう。

　いいけどね。もう済んだ話だし。

「藤宮さんの子供の頃はどうだったんですか？　ヤンチャ坊主でした？」

「どうだろうな。比較的おとなしい子だったんじゃないのか？　小さな頃から習い事はたくさんやらされていた。こう見えてヴァイオリンが弾ける」

　どこか得意そうにしている藤宮さんがおかしくて小さく吹き出すと、パタパタと顔の前で手を振った。

「こう見えてっていうか、まんま、お坊っちゃんの習い事じゃないですか。実は藤宮さんがギターとかベースが弾けるって言われたら驚きますが」

　エレキギターやベースを弾きながら、音楽に合わせてノリノリな藤宮さんを想像してみようとして……断念した。

　無理だ。私の想像力では全く補えない域で意外すぎる。

「それは試したことがないな。意外性を求めるならドラムだろうか」

　考え込むような表情をする藤宮さんに、今度は声を上げて笑ってしまった。

「楽器に意外性を求めるんですか？　ちなみに私は鍵盤ハーモニカとリコーダーくらいしか、楽器に触ったことがありません」

「ああ。それはそれで普通だ」

　話してみると、かなり面白い人だな。

　でもきっと、泥んこ遊びをしてドロドロになったり、人の家のブロック塀の上を歩いたりしたことはないんだろう。絵に描いたような優等生っぽいもんね。

　ニヤニヤしていたら、不思議そうな顔をされた。

　藤宮さん、無表情をよく見たら、わかりにくくてもそこそこ表情がある。




　そうしているうちに時間は過ぎていき、藤宮さんは食後のコーヒーを、私は紅茶をお願いしたところでケーキが運ばれてきた。

「え。いや、まさかのホール？」

　目を丸くして藤宮さんとケーキを交互に見る。

　真っ白なテーブルクロスの上にドーンとのせられたイチゴのホールケーキには、【ハッピーバースデー】と書かれたチョコレートプレート。そして数本の花火が燃えている。ふたりでは絶対に食べきれない大きさだ。

「食べきれないなら、残せばいい」

「何を言っているんですか。そんなのもったいないですよ」

「では他の方にも振る舞ってしまおう」

　店員さんが数人集まって、小さな声ながら歌われたハッピーバースデーに、他のお客さんの視線が突き刺さる。ちらほらと「おめでとうございます」と言う声も聞こえてきて、盛大に照れながらもお礼を返した。

　めちゃめちゃ恥ずかしい！　注目の的になっちゃったじゃないか！

　だけど、嬉しくないわけがない。

「ありがとうございます」

　小さく呟くようにして言うと、彼も嬉しそうに微笑んでくれる。

　そうしてウェイターに切り分けられたケーキは、私と藤宮さん、そしてその場にいた皆様に、小さいながらも運ばれていった。

　ワクワクしながら口に入れたケーキはとても柔らかく、ふんわりしっとりした中に、ホイップクリームの軽やかな甘さが絶妙！

「美味しい～！」

　軽く足をバタバタさせて幸せを満喫していたら、テーブルの上にラッピングされた箱が置かれた。

「バースデープレゼントだ」

　今度は全くの無表情の藤宮さんと、置かれた箱を交互に見る。

「え、え？　そんなものまで用意してくれたんですか？　いただけません」

「再会してから時間がなかった。そんなに大したものじゃない。受け取ってもらえると嬉しい」

　淡々としている彼から、微かな緊張が伝わってきてフォークを置いた。

　丁寧にラッピングされた包装紙を開けてみると、白いベルベットの化粧箱が出てくる。刻印されている金色のロゴを眺めて首を傾げた。

　見たことがないアルファベットの羅列は、何て読むのかもわからない。知っているブランド名じゃないから、そんなにお高いものじゃないよね？

　スライド式の箱を、そっと横にずらして開けると、シルバーの細いチェーンのペンダントが入っていた。

「綺麗！」

　取り出してみると、ペンダントヘッドがシャランと流れ落ちてきて左右に揺れる。小さいけれど、ティアドロップの形をした石がついていて可愛い。

「もらってもいいんですか？」

　ペンダントと藤宮さんを交互に見ると、彼は微笑みながら頷いてくれた。

「もらってくれないと困る。俺としては、それをつけた君の笑顔が見たい」

　相変わらず気障だなぁ。

　言葉には呆れてしまっても、アクセサリーを他人様からもらうなんて初めてで、とても嬉しい。

　ドキドキしながら化粧箱をテーブルに置き、チェーンの留め金を外して身につけた。

　ティアドロップのペンダントヘッドを指先で直してから、藤宮さんの方を向く。

「本当にありがとうございます」

　笑みを返す私に藤宮さんは無反応。じっとしたまま動かない。

「あの……？」

　声をかけると、彼はハッとしたように身じろぎした。それから、素敵な笑顔が返ってくる。

「うん……やはり思っていた通り、君は笑顔が美しい」

「あなたのボキャブラリーは、気障なことしかないの!?」

　真っ赤になった私には、それ以上返す言葉が見つからなかった。




　よく晴れた日曜日。普段着のジーンズに白シャツを合わせて、その上に薄手のコートを羽織る。

　金曜日はめちゃめちゃ楽しかったなぁ。

　思い出しながら、身につけたペンダントのティアドロップを指先ではじき、実家の戸をガラガラと開けた。

　木造平屋の昔ながらの日本家屋。まだ春には早いから、庭はこの時期は閑散としているのに、夏には鬱うっ蒼そうとした森みたいになる。そこに面して縁側があった。

　様子を窺うと、すでに数人集まっているらしい。玄関の靴を見ると五、六人ってところかな。耳に聞こえるのは、おっさんの調子外れの歌声だ。

　廊下からパタパタと音がして、スリッパ履きの母さんが出迎えてくれた。

「あら、遅かったわねぇ。もう始まっちゃってるわよ、あんたの誕生日会」

「まだ十一時だし。てか、主役抜きで誕生日会とか言われても何だかなぁ」

「まぁまぁ。年がら年中、お酒を飲む口実を探しているようなものだから。とにかく顔を出してらっしゃい」

「はいはーい」

　靴を脱いで揃えると、乱雑になった他人の靴も直して居間に向かう。

　居間の奥が仏間になっているけど、今やそこは宴会場と化していた。

「あー！　麻衣子ちゃんじゃねぇか！　久しぶりだなぁ」

「ベッピンさんになって～。いつ嫁に行くんだぁ？」

「うっせー！　まだ麻衣子ちゃんは嫁になんて行かねぇぞコラァ！」

　……あー。もう、すっかりでき上がってるね。

　うわぁ、という顔をしたら、隅っこの方で弟夫婦がおいでおいでしてくれている。

「和かず志したちも来てたんだ」

「親父に来いって言われてな。ねーちゃん誕生日おめでとう」

「ありがと。って言っても、主役抜きで始まってたみたいだよね。りゅうちゃん連れてきてないの？」

　まだ二歳のぷくぷくと可愛い甥っ子の姿が見えなくて、義妹の美み夜やちゃんを見る。

「寝ちゃったんで、あっちの部屋に避難させてます」

「それ正解だね。にしても、この騒ぎの中で寝るとか大物だな～」

「だといいんですけど。私たちも隙を見て台所に避難しましょう」

　逃げられない和志は『ひどい』という顔をしたけれど、これも男の付き合いだ。生いけ贄にえ頑張れ。




　というわけで、お酒を注ぎつつ、飲まされつつ、おっさんたちが肩を組んで歌い始めたところで美夜ちゃんと一緒に台所に避難した。

「もう、ああなったら仕方がないね～」

　呟きながら台所にある椅子に座ると、母さんが私に缶ビールを手渡してくれる。美夜ちゃんは、帰りは運転手役なので炭酸ジュースだ。

「麻衣子。父さんは？」

　鍋の様子を見ている母さんに聞かれて、こてんと首を傾げて考える。

「私が来たときにはすでにべろんべろんで、隅っこで潰れてた」

「あの人、強くないくせに飲むから」

　呆れた声音に、美夜ちゃんも肩を竦めながら苦笑している。私もニヤニヤしながら缶ビールのプルタブを上げると、プシュッといい音がした。

　料理を作りながらすでに飲んでいたらしい母さんが「かんぱーい」と言いつつ缶を上げるから、半笑いして缶と缶を合わせる。

「それで？　あんたは誕生日の当日はどうしてたの？」

「あー……うん。うちの会社、藤宮重工のグループ会社になったから、本社に研修に行ってたの」

　近くのテーブルにあった煮物を手で摘まもうとしたら、パシンと母さんに叩かれて箸を持たされる。

「あらあら、藤エンジニアさんが？　まぁ大変だものねぇ。それで？　その素敵なペンダントは誰にもらったの？」

　母さん目ざとい！

　びっくりした顔をすると、瞳をキラキラさせた美夜ちゃんが私の胸元を覗のぞき込む。

「わぁ～。可愛い！　これは絶対に男ですよね！」

「どれどれ、母さんにも見せて～」

　何でふたりして人の胸元を覗き込んでいるんだ！

「ちょ……ちょっと、外すから！」

　グイグイと頭を押し返すと、ワクワクと期待いっぱいの顔をされる。

　しょうがないから、ペンダントを外して母さんに手渡すと、彼女はシャラリと鎖を持ち上げた。

「まぁまぁ～。素敵ねぇ。どなたにいただいたの？」

「……本社の重役の方。お食事に誘われて、行ったらプレゼントしてくださったの」

「若い方なの？　独身？」

　母さんはペンダントヘッドを透かし見ながら、呟くようにして聞いてくる。

「独身みたいよ。年齢は……今年三十二歳になるらしい」

　母さんの顔がパアアッと晴れやかになって、ガシッと私の手を掴つかんだ。

「いい獲物だわ。絶対に手放すんじゃないのよ？」

　母さんは何を言っているんだ？

「何の話。私と部長はそんな関係じゃないし。ただ誕生日だからってくれただけで、大したものじゃないって言ってたよ？」

　真面目な表情をすると、ふふふっと不気味な笑いを返される。

「プラチナとダイヤモンドのペンダントを大したものじゃないって言うからには、かなりの大物ね」

「は……？」

　聞き慣れない単語にキョトンとしたら、母さんが苦笑しながら指先でペンダントをプラプラさせた。

「だから、チェーンはプラチナだし、ペンダントヘッドの石はダイヤモンド」

「え。そんな、ないない。ダイヤモンドに見立てたイミテーションでしょ？　ジルコニアとかあるじゃない」

「何を言ってるの。麻衣子は目が肥えてなかったのね～。昔、美術館にも通ったのに」

　だって、昔の知り合いとはいえ、再会してから三日だよ？

　どこの世界に、通りすがりみたいな女相手に、ダイヤのペンダントをポイッと贈る男がいるって。

「いい？　よく見なさい、ここに材料の刻印がされているから。ああ、それと美夜ちゃん、新聞紙を持ってきて」

　母さんが指差す場所を見てみると、うっすらとさりげなくアルファベットが見えた。

　懐かしい暗記問題だな、と思い出しながら元素記号を解読すると、それはまさしく白金を指し示す記号だ。

「お母さん。持ってきました！」

　元気よく美夜ちゃんが新聞紙を持ってきた。

　母さんはそれをテーブルの空きスペースにバッと広げると、ペンダントの石をその上にのせる。

「ほら、石を透かして新聞の文字が見える？　読めないでしょう？　本物は屈折率が高いから」

　確かに、言われてみても文字なんか読めない。影があるなー、くらい？

「イミテーションの石なら、結構ハッキリと文字が読めちゃうのよね。だからこれは本物のダイヤモンドよ」

　自信満々の母さんを見上げ、唖然とした。

「それを裸で渡されたとは思えないから、箱があったんじゃないの？　ブランドは？」

「……バッグにまだ入ってると思う」

　畳みかけるように言われて答えると、美夜ちゃんが仏間に取って返し、私のバッグを持ってきてくれた。

　バッグの中身は入れ替えていないから、白い化粧箱もそのままだ。

　見つけて手渡すと、母さんは眉を困らせ、美夜ちゃんは興奮したように私と化粧箱を見ている。

「麻衣子さん、これ、知る人ぞ知るオーダーメイドジュエリー専門店のロゴ！　一般販売されているものでも、何十万円ってお値段の専門店！」

「た、倒れていい？」

「ダメに決まってるでしょ。あんた、これをくれた人にちゃんとお礼を言った？」

　母さんの言葉にムッとする。

「ちゃんと言った！　言ったけど……」

　まさか本物だなんて思わないから、何も考えずに受け取っちゃったよ～。

　頭を抱えて俯く私に、母さんの言葉が響く。

「あんたが相手をどう思っているかわからなくても、相手の意図は明らかじゃない？　普通、何とも思っていない女にダイヤモンドをプレゼントしないわよ」

　その言葉と同時にペンダントを返してもらい、それを強く握りしめた。

　私は、どうすればいいんだろう。
















大人なので余計に困る













　誕生日から、一週間後の金曜日。

　総務部は新システムに阿あ鼻び叫きょう喚かんしながら取り組んで、やっと慣れてきた時期。

　部長が二月いっぱいで早期退職、本社から原さんが部長として就任することが、今後引き継ぎもあるからと、総務部の人間にだけひと足先に発表された。

「寒いギャグを飛ばす部長でしたが、悪い人ではありませんでした。惜しい方がいなくなります」

　そう呟きながら、席を外していて不在の部長席に手を合わせている三島さん。

「どうしても不謹慎な言葉に聞こえるのは、なぜなのかなぁ？」

「斎藤主任の気のせいにしておいてください」

　三島さんの言葉に、半笑いで書類作成をサクサクと進める。

　仕事はちゃんとこなしていても、実際、私の頭の中はといえば、受け取ってしまったペンダントがまさか本物のダイヤモンドだと知って困惑中だ。

　抗議のために連絡しようにも、自分が拒否して連絡先を知らないという凡ミス。

　私情で会社に連絡するのは気が引けたけど、本社に連絡したら、藤宮さんはニューヨークに出張中で不在と鶴川さんから言われた。

　ついでに帰国する日程を確認すればよかったのに、すっかり忘れていた。これは馬鹿としか言いようがない。

　ダイヤモンドなんてひとり暮らしのマンションに置いておくのは怖いし、『返すつもりだから』と事情を話して実家に預けようとしたら、母さんに鬼の形相で怒られた。

『一度もらったものを返すつもりでいるなんて、どれだけ失礼な子なの!?　何か別のものでお返ししなさい』

　……やっぱり返すのは失礼に当たるよね。

　とりあえず肌身離さず身につけることにしたけど、お返しって言われてもなー。どうしたらいいんだろ。

　そもそも、藤宮さんはおかしい人だと思う。黙った姿は武士で、業務中はマシーン。人のことを無表情で褒め殺しに遭わせるし、友人に言われるがまま、素直に待ち伏せしてくるような人。

　でも最近は、表情が全くないわけじゃないって気がついてきた。ちゃんと人並みに微笑んだりもしているし。

　だけど彼は笑顔だと素敵すぎる。そもそもイケメンは笑っちゃいかん。気障なセリフも封印してほしい。とてつもなく心臓に悪い危険人物。そんな人に、いったい何をお返ししろと……。

「斎藤主任？」

「はい？」

　おそるおそる三島さんに声をかけられて、顔を上げる。

「終業時間です。何をブツブツおっしゃっていたかは存じませんが、皆怖がって私に書類の最終確認を頼みに来たんですが」

「え？　ああ。ごめんごめん、考え事してた。書類ちょうだい。まだ三島さんには教えてないもんね。今度、最終確認やってもらうから」

「私にはまだ早いですよ。では、お先に失礼します」

　可愛らしく微笑みながら去っていく三島さんを、あんぐりと口を開けて見送った。

　……全然早くないよ。てか、総務部はなぜか寿退社が多いから、私の次に勤続が長い女子社員って三島さんでしょう？　さらりと業務拒否してんじゃないよ。

　呆れればいいのか、おかしがればいいのか、苦笑しながら書類をチェックしてファイリングすると、それを施錠できるキャビネットにしまってから、まだ残っている課長と部長に挨拶をする。

　ともかく、今日の頭の中心がなぜか藤宮さんだった。

　業務中に考えることじゃないよね。

　溜め息をついて部署を出たら、帰ったはずの三島さんが走って戻ってきた。

「何か忘れ物？　走らなくても、まだ課長も部長もいるから大丈夫……」

「違います！　主任が呼ばれてます！」

　渡されたのは名刺だった。

　そしてそこには【藤宮重工　経営戦略本部　部長　藤宮圭一】という文字。

「社員出入口で、うちの役員秘書に呼ばれて。そこにいた超イケメンから、主任を呼んできてほしいと、これを渡されました」

「え。藤宮部長が来てるの？」

　藤宮さんは確かにイケメンだよね。

　……そうじゃなくて、あの人は何しに来ているんだ？

　考え込むようにしていたら、三島さんが焦じれたように腕を引いてくる。

「役員秘書が応接室でお待ちいただくように言っても、私用だからって、社員出入口で主任を待っています！」

　それはそれは、さぞかし目立っていることだろう。

「あの人はまた待ち伏せてるの？　もうやだぁ、来客用の玄関から帰っていい？」

「そんなことしたら、来週から仕事に来られませんよ！」

「あ。それは困る。行く行く」

　盛大に溜め息をついて社員出入口に向かったら、受付の人に呼ばれたのか、いつもはうちの社長についていて高たか嶺ねの花扱いされている役員秘書が見えた。今日は困り顔で、突然現れた珍客を応接間へいざなおうとしている。さらに、そんな彼女をにこやかに押し留めている末松さん、そして無表情の藤宮さんと……ほんの少し離れた、話し声くらいは聞こえるだろう微妙なところに同僚たちが集まっていた。

　藤宮さんが私に気がついて、軽く片手を上げる。

「お疲れさま。元気そうだな」

「ええ、まあ。藤宮部長もお疲れさまです。そちらもお元気そうで。ニューヨークに出張中と伺っておりましたが、帰国なさったんですか」

「ああ。さっきな。本社に帰国連絡をしたら、麻衣子から連絡が来ていたと叔父に言われたから」

　藤宮さんの〝麻衣子〟呼びに、聞き耳を立てていたらしい観客からは、か細い悲鳴が上がった。

　待って待って、君たち、違うんだ。きっと君たちは勘違いをしている！

　慌てて訂正しようとしたけど、やめた。

　こちらを一切構わずに囁き合っているし、聞く耳を持っているとは思えない。どーせ今は何を言っても無駄でしょ。

　それより先に、この不思議な武士をどうにかしないと！

「話がございまして」

「ちょうどよかったかな。帰国したら君に会いに来ようと思っていた」

　ますますザワザワするまわりに、本気で眩暈がしそうだ。

　あなたは私を職場にいづらくさせるつもりなのか？

　うちの役員秘書や社員たちがいる目の前では、怒鳴り散らしたくてもそんなことはできないジレンマに、わなわなと手が震えてきた。それに気がついたらしい末松さんが間に割って入ってくる。

「部長。こんなところで立ち話もなんですから、場所を移しませんか？」

　あくまでにこやかな末松さんを一瞥して、藤宮さんも頷く。

「それもそうだな。話をするついでに送っていこう」

　スタスタと、まるで何事もなかったように社員出入口を出ていく藤宮さんについていき……そっと後ろを振り返ると、ホッとしたようなうちの役員秘書と社員たちが、興味津しん々しんな様子で私たちを見送ってくれていた。




　とりあえず、末松さんが運転する車に乗るなり、私は藤宮さんに噛みつく。その権利は充分にあるからね！

「あなたは何を考えてるんですか、何を！　どーしてあんなところで、わがまま言ってるんです！」

「何を怒っている？」

　不思議そうな声音の藤宮さんに、お前はどういう人間なんだと叫びたい。

「俺が麻衣子に会いたかったのは、土産みやげを渡したかっただけだ。業務外のことで、わざわざ社内に入るまでではないと判断しただけだが」

　お土産……？

「藤宮さんのプレゼントは恐ろしいので、ちょっと遠慮したいです」

　ストップというように両手を上げると、その手を掴まれた。

「今回はお菓子だ。君は甘いものが好きそうだから」

　あ。それなら欲しい。食べ物は正義だ。

　差し出された箱を受け取り、何のお菓子だろうかと考えてハッとする。

　違う。そうじゃない。

「藤宮さん」

「何だ？」

「この間くださったペンダント、本物だったんですね」

　車内は暗いからお互いに表情も見えない。それでも怒った顔をしていたら、彼から戸惑いが伝わってきた。

「ああ……まぁ、偽物とは言っていなかったと思うが」

「私に本物の宝石を贈ってどうするんですか！　困るじゃないですか！」

　そこまで言うと、藤宮さんが声を上げて笑い始めたからびっくりする。

「ちょ……っ、笑い事じゃないんですが！」

「いや、笑い事だろ。子供じゃないんだ、おもちゃのペンダントを二十七歳の女性には贈らない。しかも、本物だったから怒るという女性は珍しい」

「おもちゃとは言ってないですから！　今は精巧なものもあります！」

　藤宮さんはしばらく笑い続け、気が済んだのか大きく息を吸った。

「すまない。笑い事ではないんだったな」

「好き放題笑っといて、そのセリフは何ですか」

「笑ったことは謝ろう。ただ、贈ったものには謝らない。君に似合うと思ったんだ」

　誰かに一生懸命考えてもらったプレゼントは嬉しい。それでもダイヤモンドは困る。

「こんな高いものをもらっちゃったら、私は何をお返しすればいいのか、どうしたらいいのか悩むじゃないですか」

「悩まなくてもいい。お返しをもらおうと思ってプレゼントするわけじゃない。君が誕生日だったから、贈りたかっただけ……」

　語尾が微かに震えている。まだおかしいんだろうけど、こっちはかなり真剣だ。

「本当はペンダントを返しちゃおうと思っていたんですが、それじゃあまりに失礼すぎるらしくて、何かお返しがしたいです」

「うん。返されては悲しいな。返品は不可だが……そうだな」

　藤宮さんは座り直すと足を組んだ。

「来週末のパーティーに同席してくれないだろうか」

　来週末のパーティー？

　唐突な提案に、パチクリと瞬きを返すと、藤宮さんは考えるように付け加えてくる。

「来週末に、本社の創業祝賀会がある。毎年やっているんだが、今年は八十年だったかな。それの同席を頼みたい」

　八十年って、アニバーサリーですか。

　記念祝賀会なら、うちの会社の役員も出席するだろう。総務部は役員のスケジュールをすべて把握しているわけじゃないから、そんな予定があったのかは記憶にない。

　でも、それって私が普通に出席するようなものじゃないですよね？

「本社のパーティーに出るとしたら役員です。子会社の主任は無理に決まって……」

　言いかけたら、藤宮さんに片手を振られた。

「誰も会社の人間として出席してほしいわけじゃない。俺の〝パートナー〟として出席してほしいと言っているんだよ」

　パートナー？　パートナーって……。

「無理です。着ていく洋服もありませんし、そういう場にふさわしい、ちゃんとしたパートナーを見つけてください」

　藤宮さんのパートナーとして同席するなんて無理に決まっている。真面目な調子で言い返したら、小さな溜め息が聞こえてきた。

「返答を用意していたかのようだな」

　一生懸命に考えましたとも。母さんにあんなことを言われたら、いくらのんきな私だって考える。

　だって普通の男の人は〝何とも思っていない女〟にダイヤモンドなんて贈らないんでしょ。私もそう思う。

　この人の考えはちょっと理解不能だから、普通の人と少し違った思考をしているかもしれない。それでも面倒になりそうなら、大事になる前に対処した方がいい。

「では、お返しはないってことでいい」

　溜め息交じりに言われて、眉を下げた。

　お返しもできないなんて、それはそれでこちらの気が済まなくなる。

「他にないんでしょうか？　何か品物とか」

「品物ね。思いつく品物はないな。基本的に物欲はない」

　うん。あなたなら何でも買えそうだし。物欲も何も、欲しいものはだいたい与えられていそう。

「そうだ。麻衣子の手料理が食べてみたい。弁当ではなくて、できたての手料理が」

　考えてみて……首を横に振った。

　そんなもの、どうやって届ければいいんだ。まさかとは思うけど、目の前で作って食わせろとか言っているの？

「さっきから、からかってません？」

　呆れた声を上げると、誠実そうな声音が返ってきた。

「本気で言っているんだが。それがダメならやっぱり同席をお願いしたいな。洋服なら買えばいいだろ」

　車内が暗くて表情がわかりにくいのが本当にイライラする。どんな顔で言っているんだろう。それがものすごく気になるかも。

「本社の創業祝賀会なら、うちの役員がいますよね？　そんな席に主任の私がいたら、かなり奇妙だと思います」

「そこは気にするな」

　街灯を通り過ぎて、一瞬だけハッキリと藤宮さんの表情が見えた。

　余裕たっぷりにニヤニヤとしていて、こんな笑い方もするんだ……そう思うのと同時に、猛烈に腹が立ってくる。

「やっぱり藤宮さん、私のことをからかってるでしょ！」

「冗談は不得意だ。なぜかいつも、真顔で変なことを言うなと怒られる」

「そりゃそうでしょ！　でも今の笑い顔は、しっかりからかってる顔してました！」

　すると、藤宮さんが無言になった。

　どうしたんだろうと首を傾げると、彼も首を傾げて呟く。

「……笑っていたか？」

　とても不思議そうに言われてキョトンとした。藤宮さんに自覚はなかったらしい。

「藤宮さんって、不思議な人ですね」

「それほどでもない」

「そこそこの自覚、あるんだ」

　答えたくないのか、彼は無言になった。

　確かに〝不思議ちゃん〟扱いしているのに『そうだ。俺って不思議なやつなんだ』とか肯定されたらドン引きする。

「えーと、女よけとかそういうことですか？」

「何の話かわからない」

「藤宮部長、モテそうですもの。祝賀会といってもパーティーにはいろんな女性も集まるでしょうし、群がってこられるんじゃ？」

　私が逆の立場だったら、想像するだけでウザったくなりそう。

「そんなのはひとりでもどうにかなる。それよりも、連絡先を教えてくれないか？」

「わかりました。藤宮さんの連絡先も教えてください」

　今後、連絡を頻繁にやり取りすることもないだろうけれど、まだお礼も決まっていない状態だし、何より社員出入口で出待ちされるのは困る。それに、お礼が終わって、その後も何か迷惑するようなら着信拒否すればいい。

　お互いに連絡先を交換したところで、私のマンションに着いた。

　藤宮さんが先に降り、手を差し出して私が車から降りるのを手伝ってくれる。その手を離すと、彼は私の顔を覗き込んできた。

「明日は何をしているんだ？」

「特に何も予定はありませんが」

　とりあえず、顔を近づけるのはやめて。あなたイケメンすぎるんだから。

「あまり夜更かしするなよ？」

「子供じゃありませんから！」

　怒るようにして言うと、藤宮さんは車に乗り込みながら、わざとらしく思い出したような声を上げた。

「そうだ。明日十時にな。それじゃ、おやすみ」

「は……？」

　バタンと閉まるドア。それから示し合わせたように動き始める車。

　テールランプの明かりが見えなくなるまで見送ってから、呆然と呟いた。

「明日の十時に何が？」

　もちろん、誰も答えてくれない。




　翌朝九時三十分。休日はゆっくり起きるにしても、すでにおはようには微妙な時刻。

　溜まってしまった洗濯物を片づけていると、新たにアドレスに加わった藤宮さんから電話がかかってきた。

「おはようございます。まだ十時ではありませんが」

『おはよう。起きていたか？　昨日のは、十時頃に出かけたいという俺の希望だ』

　藤宮さんの予定を、昨日の私は伝えられたの？

『麻衣子と』

　言われた途端にギョッとして、スマホを持ち直した。

「約束してませんからね！　いきなり言われても困ります！」

『それは末松にも言われた。だから、単なる希望。それで、どうだろうか』

　どうだろうかって、何だろうか。

　大きく溜め息をつくと、髪をかき上げる。

「藤宮さんて、本気で誘い方がなってませんね。普通は、遊びに行かないか、とか、ご飯に行かないか、とか理由も言うものです」

『買い物に付き合ってほしい。その後で食事に行こう』

　驚くほど素直だ。素直すぎて逆に怖い。

「残念。今、洗濯してますから。一時間は動けません」

『女性は用意もあるだろう。昼食も兼ねて、十二時に迎えに行ってもいいか？』

　諦めろよ。そう突っ込みそうになってやめた。たぶんこの人は〝お断り〟なんてされたことがないだろう。単にスルースキルがめちゃめちゃ高いだけかもしれないし、人の話を聞いていないだけかもしれないのは、この際考えない方向で。

　別に買い物に付き合うくらいは問題ない。絶対に嫌と言うだけの理由もないんだよね。仕方がない、付き合ってあげようじゃないか。

「お昼ご飯、奢ってくれるんですか？」

『夕飯も奢るつもりだ』

　何だか必死すぎるんじゃないのかな？

　おかしくなって、クスクス笑ってしまう。

「わかりました。十一時でいいですよ。時間はかかりませんから」

　シャワーはすでに浴びたし、着替えてメイクをすればいいだけ。

『そんなにかからないか？』

「気合いを入れてお洒落してほしいんですか？」

『うん』

　その返答に、思わず床に突っ伏した。

　可愛すぎじゃないか？　〝うん〟って何だ。答え方が子供のおねだりみたいで、絶対に三十一歳男子の返事じゃない。

「わ、わかりました。少し気合いを入れてお洒落します」

『笑ってるだろう……』

　これが笑わずにいられるか！

　とりあえず息が苦しい。笑いすぎて呼吸困難になるなんて久しぶりだ。

「どこで待ち合わせしますか？」

『待ち合わせも捨てがたいが、今日はマンションまで迎えに行く』

「わかりました。そういうことで」

　そして、通話を切ると立ち上がる。

　お洒落してってお願いされたから、頑張ってみましょうか。




　ストレートが取り柄の髪の毛は、緩く巻いてハーフアップにした。顔立ちが母さんに似て派手で、しっかりメイクするとド派手になってしまう。なので、極力ナチュラルに見える方向に頑張った。

　真っ赤なワンピースは、身頃はぴったりしていて袖口が広がるタイプなので、中に黒の長袖Ｔシャツを着込む。

　スカートは膝丈だから、防寒対策に黒いタイツ。これにパンプスかブーツを合わせるか……と少しだけ考えて、ストラップがついた黒のパンプスにした。

　羽織ったピーコートもバッグも黒にしたから、色合い的には黒がメイン。コートを脱いだら赤がメインになる。

　その姿に、車の前で立って待っていてくれたらしい藤宮さんは、無表情で無言。

「どこかおかしいですか？」

「綺麗だなと思った」

　この人は……歯の浮くようなセリフをいつも真顔で言うよね。そのうち歯がウキウキとどっかに行っちゃうんじゃないの？

　対する藤宮さんは、白のシャツにチャコールグレーのセーター。その上に濃紺のテーラードジャケットを合わせて、黒のスキニーパンツ。男性のお洒落はわからないけど、似合っていると思う。

「乗ってくれ」

　助手席のドアを開けてくれるから乗り込むと、彼は運転席に回ってきた。

「今日は、末松さんはいないんですか？」

「夕飯には酒を飲みたいから、すでに代行は頼んである」

　聞いているのはそこじゃないんだ。たまに斜め上の答えが返ってくるから困る。

　車が動き始めると、藤宮さんは小さく笑った。

「こんな日に末松に邪魔はされたくないな。それに、彼には彼の休日がある。誘うのも悪いだろう」

　私の休日なら、誘っても悪くはないのか。

　思わず胡乱な目で彼を眺めていたら、肩を震わせて笑い始めた。

「少し早いが、先に昼にしよう。何か食べたいものはあるか？」

「昨日テレビを見ていて、エビチリが食べたいなって思っていたんです。作ろうかなとも思いましたが、せっかく家まで送ってもらったのに買い出しに行くのも面倒で、ビールも開けちゃったからソーセージにしました」

「ああ。昨日も夕飯に誘えばよかったかな。まだ社用があったから、慌ただしいことになったかもしれないが」

　笑いながら言われて肩を竦めた。

　しょっちゅう誘われても申し訳ない。だいたい、壁を築こうと思っているのに、こう……グイグイこられると混乱する。




　そして昼食は中華の名店に連れていかれ、ランチなのに万単位のお会計に立ちくらみしそうになった。

　フカヒレとか燕つばめの巣とか干しアワビとか、藤宮さんがどんどん勧めるから、高級食材だよねーとか思いつつも、せっかく勧められたし、とガンガン食べた私も悪い。ちょっと調子に乗りましたとも。

　支払いを済ませて車に戻ってくると、真面目な表情で藤宮さんを見た。

「半分払います」

「いらない。俺を甲斐性なしの男にしないでくれないか？」

　財布を出そうとした手を止められて、唇を尖とがらせる。

「男の甲斐性なんて、単なるプライドじゃないですか。そんなもので世の中生きていけませんよ」

「プライドのない男は腑ふ抜ぬけだ」

　まさしく真理である。

　そりゃプライドはないより、ある男の人の方がカッコいい。だけどこっちの身にもなってほしい。ポイッと高価なプレゼントをくれちゃうわ、奢ってくれるご飯は高いわ。この間のシーフードのレストランも絶対に高いよね？

「私みたいな女に貢いでどーするんですか」

　渋々、財布から手を離すと、藤宮さんは少しだけホッとしたようだ。

「貢いでいるつもりはないのだが……」

　お互いに顔を見合わせて、同時に眉を下げる。

「俺は好きなようにしているだけだから、麻衣子は気にしなくていい。君が美味しそうに何かを食べている姿を見ていると、俺は楽しいんだ」

「そ、そこは見て見ぬフリくらいしましょう？　めちゃめちゃ恥ずかしいですから」

　赤面して慌てると、藤宮さんは不思議そうに私を見つめ返してくる。

「案外、照れ屋なんだな」

「食事風景を楽しく眺められて喜ぶ女は、あまりいないんじゃないでしょうか……」

「覚えておこう。では、次は買い物だな」

「何が欲しいんですか？」

　物欲はないとか言っていた人の、手に入れたいものは何だろう。

「ついてくればわかるよ」




　そう言われて、次に向かったのは老舗のデパートだった。

「いらっしゃいませ。ようこそ藤宮様。お待ちしておりました」

　エレガントなスーツ姿の女性に案内されたのは、洋服売り場の裏側にある個室。たぶん広さはマンションのひと部屋くらいの面積はあると思う。

「こちらで少々お待ちくださいませ」

　そう言ってスーツ姿の女性がいなくなると、藤宮さんは肩の力を抜いた。示された方向に座り心地のよさそうなソファがあって、まるで洋風の居間のような雰囲気。

　その脇には、パイプハンガーにズラッと吊つるされた女性物の……。

「ドレスに見えるのは気のせいでしょうか？」

「ドレスよりはカジュアルなものを頼んでおいたんだが」

　ヒラヒラ、フリフリ、豪華な刺し繍しゅう入りまで、まぁいろいろ揃っちゃっている。

「もしかして……昨日の延長で、創業祝賀会に誘われています？」

「麻衣子は言い訳を言っていただけで、断らなかったから」

　女が言い訳をしたら、拒否だと思ってくれた方がいい。

　溜め息をつくと、ソファに座った。

「ひとりでも平気とか言って、どうして私を誘いたがるんですか」

「近づいてくる有象無象はどうとでもなるが、父親は無視できなくてな。帰国前に、旧財閥系の社長令嬢の話をされた」

　旧財閥系の……って、何だろ。社会科の教科書で見たことがあるかもしれない。

　でも、財閥は事実上、解体されているんだよね。

「藤宮重工も財閥系ですよね」

「いいや。うちは元華族だ。とはいえ一度は落ちぶれている。戦前の鉄鋼業で成り上がったのも同然で、昔は武器屋なんて呼ばれていたらしい。事業の方向転換をしたのは父の代から」

　まるで普通のことのように平へい坦たんに言っている藤宮さん。でも私には違いがいまいちわからない。てか、聞き慣れない単語がポコポコ出てきたー！

　元華族ってことは、昔々の武家の人とか公家の人とか、そういう身分制度の中で、上の方だった人のことだよね。今度は歴史の勉強か。

　何となく覚えている。覚えていても身近にそんな人はいないから、何て言えばいいのか不明すぎる。

「えーと。お、お見合い……ですか？」

「ハッキリとは言われていないが、顔合わせをするつもりでいるんじゃないかな。放っておくと確実に〝見合い〟になるだろう。もう見合いはこりごりだ」

　藤宮さんは無表情にそう言って、向かいのソファに座った。

　そうだね。あなたの以前のお見合い相手は、結納までしたくせに浮気したんだよね。

「……わかりました。行きましょう。これって人助けですかね？」

「そうなるな」

「それなら、気合い入れないとですね」

　お金持ちの会社の息子も楽じゃない。うちみたいな小さな町工場に毛が生えたぐらいの会社令嬢なんか、歴史も重みも足元にも及ばない。

「俺も三十を超えたから、親父も心配しているんだろうが。見合いで相手を決める時代でもないだろ」

「それ、モテ男の理論じゃないですか？　最近は婚活パーティーなんかもありますし。あれって盛大なお見合いですよね」

「へぇ。そんなのもあるのか。行ったことあるのか？」

　結婚には興味ない。そう言いかけたときに、スーツ姿の女性が戻ってきた。

「遅くなりまして申し訳ございません。外商員の染そめ谷たにと申します。本日はご来店ありがとうございます。藤宮様、お嬢様」

　パーフェクトスマイルの彼女は、デパートの外商員らしい。

　外商って、あれかな。家まで品物を持ってきて販売する人？

「今回は野の村むらではなく、女性の外商員を、というご希望でございましたので、私が担当させていただきます」

「野村さんには別の日にお願いしたい。今日は彼女に合うものを選びたいので」

　無表情だけど、ゆったりとくつろいだ様子の藤宮さんに、染谷さんはニコニコしている。

　私はといえば、目を真ん丸にして笑顔のままで、ただただ固まっていた。
















ここは戦闘区域













　二月初めの土曜日。藤宮重工の創業八十年に合わせての祝賀会。

　開場には少し早い十六時。待ち合わせに別のホテルのカフェを指定された。

「こんばんは、藤宮さん」

　どうせやるのであれば、とことん〝お金のかかりそうな悪女〟を追求して、プロの手による華やかメイクで微笑むと、コーヒーをゆっくり飲んでいたらしい藤宮さんが真顔で固まる。

　しとやかにはほど遠いけれど、今日の私の装いは藤宮さんの選んだものだらけ。

　買ってもらったカシミアのコートは、カフェに着いたときに脱いでいる。藍色のワンピースの上に同色のボレロを羽織り、正面から見ると膝丈のスカート部分は、後ろに向かって丈が長くなっていくデザイン。

　実際、この優雅なワンピースは、歩くたびにスカートがヒラヒラと足にまとわりついてきやがる。

　首元のチョーカーは、ワンポイントに小さな赤いバラ。そしてレースの手袋。ハンドバッグは有名ブランドのものだ。

　全部でいくらか、値段は考えない方向でいる。

　極めつけに髪の毛はノリノリの美容師にいじられまくり、ぐるぐるもりもり、赤バラがアクセントに刺さっていて……。

　頭の中もお花が咲きそうだよ。

「ご不満？」

　何も言わず眉を上げてから、藤宮さんはニヤリと口角を上げた。

「大変満足かな。満足すぎて箱にしまっておきたい」

「残念。箱入り娘じゃないですよー。こういったヒラヒラは慣れていませんし」

　へらっと笑うと、苦笑された。

「とてもよく似合っている。口調はいつもの麻衣子なのが不思議に思うくらいに」

「中身が変わるわけではありませんから。まぁ、そこそこおとなしいフリくらいはできますよ。てか、私がメイクをするとケバくなりがちなのに、さすがプロのメイクは違いますね」

　綺麗なものを身につけるとウキウキしてしまうのは、私だって女の端くれだからだ。

　持っていたコートをソファにかけ、藤宮さんの前に座った。

　今日の彼は、光沢のあるダークグレーのスーツ。白のドレスシャツにカフスボタン、黒のベストを中に着込んでいる。ジャケットの胸ポケットには、深い色合いの赤いハンカチ。同色のネクタイに銀色のネクタイピンが見えた。

　私の目がおかしいのか、彼がキラキラして見える。

　実際に藤宮さんがキラキラしているのかな？　イケメンが洒落込むと目の毒だ。

　近づいてきたウェイターさんに紅茶をオーダーし、何気なく藤宮さんの方を向いて、また目が合った。

「本当に綺麗だ」

「……お世辞を言っても、何もないですよ」

「いいよ。来てくれただけでも嬉しいから」

　微笑むと、もっと目の毒。無表情でいいのに。

　ううん。無表情でいたって、イケメンには変わりないよね。

　運ばれてきた紅茶に口をつけて、つくづくいい男だなって思う。眺めているのは楽しい。でも、浮き足立ってばかりではいられない。

「祝賀会は十七時からですよね。何か特別にすることはありますか？」

「俺の隣にいてくれるだけで充分」

「端的でありがたい言葉ですが、それじゃ何もわかりません。私は何かしらの祝賀会に出席するのも初めてなんですから、ちゃんと教えていただかないと粗相しますよ」

　ニヤニヤ笑いながら言うと、藤宮さんは途端に真面目な顔をした。

「麻衣子のことは俺が守る」

　何かの決めゼリフみたいに言われても……。

「ですから、精神論はどうでもいいので。藤宮さん、わかりやすくお願いします」

「……何もないはずだよ。会長の挨拶があるくらいで、他にレセプションもない。ああ、抽選会はあるかな。来賓向けだから俺はもらわないが」

「別にべたべたしなくてもいいわけですね」

　ホッとしていたら、ものすごい珍妙な顔をしている彼に気がついた。

「何も言わなかったら、べたべたしてくれるつもりだったのか？」

「お見合い相手の牽けん制せいでしょう？　乗ったからには悪女役、やりますよ～。鉄板じゃないですか、素敵な王子様の隣には綺麗な女性がいて、それが王子様の好きな女の子に意地悪する役。まぁ、綺麗な女性が私ってのはともかく」

　紅茶を飲みつつ、妄想を膨らませる。

「相手の女の子は、清せい楚そで白っぽい服を着ていたら完璧ですね」

「やめてくれないか？　それは俺が、その女性を好きだという前提があって成り立つ話だと思うんだ」

　心底嫌そうな顔に、思わず笑ってしまう。

　そんな軽いやり取りをしているうちに、末松さんが迎えに来て、私たちは祝賀会の会場に向かった。




　目に入るのは、白い壁に高い天井。ぶら下がっているのは、キラキラというか目がチカチカしそうなシャンデリア。

　丸テーブルには真っ白なクロスがかけられて、食べ物、飲み物、スイーツにフルーツなどが美しく皿やグラスに盛られていた。

　満員御礼ってわけじゃない。でも会場内は人が多くて疲れそう。

　床は深紅の絨毯が敷かれていて……まぁ、戦場にはふさわしいのかな。

　チラチラと藤宮さんを盗み見ているお嬢さんたちがいる中で、積極的に話しかけてくる女性たちもいた。

　可愛いなぁと隣で微笑みながら眺めていたら、どの女性も、無表情の藤宮さんに一分にも満たない短い時間で淘とう汰たされる。

「別に藤宮さん、冷たくしているわけでもないのに、見事に逃げ帰ってくれますね」

「返事はしているんだがな」

　見ていると、話しかけてくる女性は綺麗か可愛いかのどちらかで、絶対に、自分に自信ありますって子たちだろう。

　……つまり、いつも賞賛され慣れている人。そして藤宮さんといえば、無表情がデフォルトの人。

　彼女たちの〝女性として自信あるんです〟ってプライドが、無表情に淡々と返事をする彼にズタボロにされていく。

　話も続かないし、会話にもならないよね。

「私のときと同じように笑えばいいのに」

　ポツリと呟くと、困ったように苦笑しながら見下ろされる。

「楽しくもないのに笑えないだろ」

　間違いない。

　それでも、コミュニケーションを円滑にするためには笑顔は必須じゃないかな。

「楽しくなくても普通は笑います。あなたは絶対に営業向きじゃないですよね」

「……どうしても必要なときは、笑顔くらい振り撒まく」

　藤宮さんが拗すねたように言うから、今のは拗ねることなのかな、と首を傾げたところで声がかかる。

「やっぱりいたいた。藤宮部長！」

　藤宮さんが役職名で呼ばれて振り返ると、原さんが満面の笑みで近づいてきた。

「こんばんは。やっぱり……？」

　不思議そうにする彼に、原さんは私を眺めて目を輝かせる。

「きっと、斎藤さんを連れてくるだろうと思ったんですよね～」

「原さん、春から同じ役職なんですから、今回は僕が敬語を使うべきでしょう？」

「藤宮部長は本社の部長でしょう。というか、こんな公の場で圭一に敬語を使われるのは慣れてない」

　どれだけ無礼者だったんだ、と呆れて眺めていたら、原さんの後ろから、着物姿の女性がちょこんと顔を覗かせた。

　誰だろう。日本人形みたいで、とても綺麗で可愛らしい人だ。

「あなた、私に紹介してくださるのではないの？」

　くいくいと原さんの袖を引き、私と目が合うとニッコリ微笑んだ。

「ああ。すまない。家内の美み晴はるです。こちらは斎藤麻衣子さん。この春からは僕の部下になる……んだね。今後ともよろしく」

　原さんの奥さん？　つまりは藤宮さんの叔母さん？

　切り揃えられたおかっぱ頭を深く下げてから、彼女はゆっくりと顔を上げる。

「はじめまして。私のことは美晴と呼んでくださる？　私も麻衣子さんとお呼びしてもいいかしら」

　笑顔が眩まぶしい。お花がまわりに飛んでいそう！

「何、この可愛らしい生き物」

　誰にも聞こえないように囁いたはずなのに、隣から小さく吹き出したような音が聞こえてきた。

「叔母はこう見えて四十五歳だ」

　私の呟きを拾ったらしい藤宮さんが、わざわざ教えてくれちゃうから、めちゃくちゃ焦る。

「ダメですよ、藤宮さん。女性の年齢をバラしちゃ！　たとえめちゃめちゃ若く見えても！」

　実際は、それでも三十代の後半かなぁとか思っていたよ！

「事実だ。俺は現在三十一歳、君は二十七歳。叔父は四十八歳だし、父は五十六歳」

　次々に明かされる新情報に困惑して、藤宮さんを見上げた。

「誰も家族プロフィールを伺っていませんが」

「皆、平等に言っただけだ」

　そんな平等いらない。

　思わず目を細めると、美晴さんが目を輝かせながら両手で頬を押さえている。

「恥ずかしがり屋の圭一さんが、女性とお話しされているなんて素敵だわ」

　空耳かな。藤宮さんのことを、恥ずかしがり屋とか言った？

　この人を恥ずかしがり屋とか認定しちゃうと、世の中の一般男子は皆シャイになってしまうんじゃない？　どっちかといったら、藤宮さんは人の話を聞かない、マイウェイ独走の気障男でしょ。

　驚く私に、微妙な表情の原さん。もちろん藤宮さんは無表情……でもなく、ちょっとだけ困っている。

　そうか、美晴さんはまわりにお花が飛んでいるのではなく、頭の中がお花畑で、蝶ちょう々ちょうがヒラヒラしているのかな。

　そんな失礼なことを考えていたら、藤宮さんは意を決したように頷いた。

「叔母は、お嬢様育ちで少し非常識みたいで……」

「それを普通に聞こえるような音量で伝えてくるあなたも、相当非常識です」

　思わず突っ込んだら、司会の人らしきアナウンスが流れてきた。

　金ピカの屏びょう風ぶが立てられた壇上に、藤宮重工の会長が上がってきて、場内のざわめきが静まっていく。

　あの人が藤宮さんのおじい様か。

　見事なくらい真っ白な髪に、真っ白な口髭。紋つき袴はかまを身につけている人を見るのは友達の結婚式以来だ。

　まぁ、どちらにせよ本社の会長。滅多にお目にかかることもない雲の上の人だ。

　見た感じは可愛らしい好こう々こう爺やって感じ。あまり身長は高くないのかな。藤宮さんはかなりの高身長だけど……。

「どうぞ。この後で乾杯だから」

　そう言いながら、気泡が泡立つ、うっすら琥こ珀はく色いろをした飲み物が入っているグラスを藤宮さんが渡してくれる。

「ありがとうございます。ところで藤宮さんて、身長は何センチですか？」

「唐突だな。俺は百八十五……だったはず。麻衣子は？」

「百六十五だったと思います。去年の健康診断では」

　そんなことを小声で言っているうちに、会長がもう挨拶を締め括くくり出した。

「では、当社のますますの発展と、皆さんのご健勝を祈願いたしまして、乾杯！」

　会長がそう言ってグラスを掲げると、一斉に会場内から「乾杯！」の声が上がる。

　その唱和の大きさにびっくりしていたら、藤宮さんが小さく笑って私の耳元で囁いてきた。

「どこにでも一生懸命な人がいるものなんだよ。乾杯の声の大きさでアピールしても、誰にも伝わらないと思うが」

「珍しくブラックですね。でも、張り合うところじゃないのはわかります」

　クスクス笑い合っていたら、微笑ましいものを眺めているかのような原さん夫妻の視線に気がついた。

「可愛らしいわねぇ」

　美晴さんの発言に身体中が熱くなってくる。しかも、同じく言われているはずの藤宮さんは意地悪そうな顔をしていた。

「麻衣子、顔が赤い」

「お、お酒に酔ったかもしれません」

「それはおかしい。まだひと口も口をつけていないだろう？」

　正論はこの際横に置いておけ！

　噛みつきそうになったけど、まわりにあるたくさんの視線を感じてやめた。無駄に目立つこともないでしょう。

　曖昧な笑顔を浮かべながら、小さく肩を竦めてみせた。




　そうして始まった、藤宮重工・八十年記念祝賀会の元、繰り広げられるのは挨拶大会。まぁ、関係各社揃っているんだから、それも普通というか。

　なのに藤宮さんは無表情のまま私の隣にいて、のほほんとしているのが感じられる。

「藤宮さんは挨拶に行かなくてもいいんですか？」

　声をかけると、困ったように見下ろされた。

「俺の役職はまだ部長。他社の役員に、紹介もなしに挨拶に行ったら少し問題かな。社長について回れば挨拶するが、今日は父に近寄りたくない」

　だからって、私と一緒に壁際にいる必要もないんじゃないかな。

「呼ばれたら行かなくてはならないが、極力行きたくないな。恐らく……」

「旧財閥系の社長令嬢に紹介されるから？」

　ニヤニヤして顔を覗き込むと、ムッとした顔をされる。

「他人事だと思って楽しんでいるだろう」

「他人事ですもん。だから言ったじゃないですか、悪女役やりますか、って。つけ焼き刃でも何とかなると思うんですよね～」

　今日はプロのメイクで、いつもの何十倍も綺麗系のお姉さんになっているし。

　だけど、きっぱりと首を横に振られた。

「そんなことされたら、藤宮の息子さんに〝良縁を勧めなくては〟なんてことになる」

　……藤宮さんも、想像力豊かな人だよね。

　私の呆れた表情に気がついたんだろう。苦笑交じりに肩を竦められる。

「実際、以前なった。婚約破棄になった理由を公開したわけじゃないが、噂うわさを広める人の口に戸は立てられないからな。お見合いの押し売りが激しかった」

　ご愁傷様である。

　それにしても、ひとつの婚約が破談になったからって、じゃあ次のお見合いをどうぞって勧めてくる人も相当どうかしているよね。

「本当に、大企業の息子は大変ですねぇ」

　しみじみ言うと、ふっと息を吐きつつ藤宮さんは視線を逸そらして、会場の方を見た。

「麻衣子は何も言われないのか？　男より女性の方がうるさく言われそうだが」

「うちは弟っていう跡取りがいますし。孫もできて、父はぼんやり、母はマイペースですから。絶対に藤宮さんの方が背負って立つものが重そう」

　それに、異性と付き合う素振りも見せない長女に母さんが諦めモードだから。

「そうでもない。確かに俺はひとり息子だし、仕事ばかりしているうちに、それとなく将来を考えろと言われ始めたが。しかし、仕切り直しとばかりに見合いを持ち込む辺り、うちの親父は懲りていないだけだろうな」

　どこか達観するような言葉に、藤宮さんを見つめた。たまに温かみを感じる視線は、今は冷めたように会場を眺めている。

　支社も数に入れると、何千、何万人と社員がいる大企業の跡取り息子。常に無表情で感情の起伏はわかりづらいけれど、何も考えていないわけではないだろう。

「藤宮さん、結婚するつもりですか？」

　小さな呟きは、ちゃんと聞こえていたらしい。訝しげに見下ろされた。

「……将来的にはな。君はどうなんだ？」

「そうですね～。昔は二十五歳くらいになったら結婚をして、子供はふたりくらい、ゆくゆくは一戸建ての家を建てて、なんて考えてました」

　大学生時代にはまだ、そんな夢もあったかな。

　でも、いろんなことがあって男に幻滅しちゃって。いたらいたで面倒だなあって考えている自分がいて。

　腕組みしつつ、何気なく会場内を見回す。

　私は昔から工場のおっさんたちに可愛がられていた。成功したナンパを武勇伝のように自慢する自分たちを棚に上げつつ、貞操は守るものだとしつけられてきた。気がつけば二十七歳にもなって、キスもしたことがない処女ができ上がっていたわけで。

　あ、でも幼稚園のときに、仲のよかった男の子にほっぺにチューをしているから、あれはキスのカウントに入るのかな。

　それが入ったら、かろうじてキスは経験者だ。

「藤宮さん。キスって唇にしないといけないものでしょうか？」

　そう聞いても返事がないから、不思議に思って藤宮さんを見ると、無表情に固まっている彼がいた。面白いくらい、微動だにしない。

　しばらく黙って眺めていたら、藤宮さんはふいっと天井を見上げ、軽く咳払いをして、真剣な表情を作ってから再度私に向き直った。

「してほしいのか？」

「いいえ、そうじゃないです」

　顔の前で手を振ると、思いきり脱力される。

「男にそんなことをいきなり言うもんじゃない。興味があるのかと思われるぞ」

　ああ、それもそうかも。さすがに身内以外の人に振る話でもないか。

「すみません」

　眉尻を下げて顔を赤らめながら謝ると、藤宮さんの苦笑が見えた。

「構わないが、どうしたんだ、急に」

「私、幼稚園のときに男の子にほっぺにチューはあるけど、その他ってしたことないなあって……」

　そう言った瞬間、彼は口をポカンと開け、身体をのけ反らせて後ずさった。

「それ、地味に傷つくんですが」

　後ずさっていくとか、めちゃめちゃ失礼な態度だよ。

「何……いいや、ちょ……っと、待ってくれ」

　こんなに慌てる藤宮さんは初めて見た。どうしたんだろうとおとなしく待っていたら、肩に手を置かれる。

「過去に付き合った男は、いるよな？」

　私には奏斗しか恋人はいなかった。過去の男とは〝やつ〟のことだろうか。

　思わず目を細めて、何を聞いているのか考えてみても、わからない。

　わかるのは、藤宮さんは真剣に聞いてきているらしいってこと。

「いましたよ、ひとり。お互いにバタバタしていて、たまのデートはゲーセンかファミレス。卒業旅行はドタキャンされて友達と行きました。だから、次のゴールデンウィークには旅行しようって約束して。でも直前に別れました」

　そんなあれやこれや、藤宮さんは気にしないだろう。

　そう思っていたんだけど、彼はその意味を理解すると、とても悲しそうな表情をして、無言で指の甲を使って頬を撫なで上げてきたからびっくりした。

　そのまま指先でぷにぷにと頬を摘まんでくるから、されるがままに呆然とする。

　これって、慰められているのかな。全くもって意味がわからない。藤宮さんは、たまに突拍子もないことを始めるよね。

「じゃあ、俺とたくさんデートをしよう」

「どういった思考回路で、その結論に至ったんですか」

　軽く睨むと苦笑を返された。

「とにかく麻衣子、そんな話は軽々しく男にするものではない。下手するとつけ込まれるだけだ」

「え。そうなんです？」

「そうだ。お前は少し迂う闊かつだな。簡単に肌を触らせるのも考えものかも」

　ぷにぷにと人のほっぺたを摘まんでいる人の言うことじゃ……あ。そうか。

「いつまで人の頬をつねっているんですか。離してください」

　手をかけて止めようとしたら、その手を掴まれた。

「あ、あの……」

　なぜか藤宮さんは得意そうに私の手のひらを広げると、指と指を絡ませて握り直す。

「頼むからこのままで。父が来た」

　そう言われて、藤宮さんが見た方向に視線を向かわせると、つかつかとこちらを目指してまっすぐやってくる長身の男の人が見えた。

　ブルーグレーの三つ揃えのスーツをスマートに着こなして、白髪交じりの髪は少し長め。自然に任せているようでいて、お洒落にセットされている。

　日に焼けた素肌は健康そう。口髭のせいで印象はだいぶ違っても、よく見たら目元は藤宮さんそっくりだ。

「こんなところにいたのか、圭一」

　声は藤宮さんより高め。

「お元気そうで何よりです、社長」

　きっちりと礼儀正しく頭を下げる藤宮さんに倣って、私も社長に頭を下げる。

　顔を上げると、バッチリと目が合った。

「こちらのお嬢さんは？　紹介してくれないのかね」

　そう言った社長の視線は冷え冷えしていて、非難されているようにも感じる。

　これは歓迎されていないんだろうなぁ、と思っていたら、藤宮さんが握っていた手を引いて、私を半歩下がらせた。

「彼女は、斎藤さんです」

「斎藤さんか。お前の友人に、そんな名前の方はいたかな。覚えはないが、どちらの会社のお嬢さんだ？」

「うちの会社ですよ」

　無表情に淡々と答えた藤宮さん。

　でも、きっと社長が求めた答えじゃない。絶対に違うと思うなぁ。

　社長は『どちらの会社の令嬢なのだね、ふっふっふっ』的に聞いているんだろうに、藤宮さんは『うちの会社のグループ会社に勤めていますよ、テヘペロ』と、すっとぼけた答えを返している。

　現に、社長は気づいて少しイラッとした顔をしているもの。

「今日、松まつ代しろ商事のお嬢さんを紹介すると伝えていただろう。パートナーを連れてくるとはどういうことだ？」

「伺っています。他意はありませんよ。僕が彼女を連れてきたかっただけです」

　それから藤宮さんは会場内を見回して、何かを見つけたようだ。

「松代商事のお嬢さんは、あちらの方でしょう？　本気ですか」

　藤宮さんの手が会場に向けて差し伸べられ、社長がつられてそっちを振り返った。私もその手の先を見て、瞬きする。

　見えたのは、複数の男性に囲まれた、妖艶な黒いドレスの女性だった。彼女はワインをガブガブ飲み、差し出された皿から料理を指で摘まみ、隣の男性にしなだれかかるようにして腕を絡ませては、大きな声で笑っている。

　綺麗な顔立ちをしているから、メイクも似合っていると言えば似合っている。でも、公の祝賀会に出席している来賓としては、かなり浮いていた。

　クレオパトラ風のきっぱりと引かれた青いアイシャドーに、真っ赤なルージュ。耳にはジャラジャラと金色のイヤリング。首元には幾重にもかけられた宝石のネックレス。それに、腕にはなぜかドレスと同色のリボンを巻いていた。

　ひと昔前のキャバ嬢か、マリーアントワネットをリスペクトしているのか、盛りに盛った髪型は……私の悪女感など足元にも及ばない姿。

　どちらかといったら、彼女こそラスボスな気がする。固まってしまった社長を、哀れみのこもった目で見てしまいそう。

　あの人をうちの息子の嫁に、なんて考えているとすれば、親として、かなりどうかしている気さえする。

　ゆっくりと振り返った社長は、半笑いの私を見て、それから無表情の藤宮さんを見て、気を取り直すように咳払いした。

「私が見た写真では、もっと清楚な女性だったんだ。交遊関係も至ってまともで。どういうことか確認してから紹介する」

　言い訳するように言ってから、社長はスタスタと離れていった。

　その途端、握っていた手が少しだけ緩んだのを感じて彼を見上げる。

　藤宮さん、ホッとしたのかな。

　去っていった社長の後ろ姿を黙って見送った。

「お疲れさまです」

　声をかけると、視線が私に向けられ、そして晴れやかな笑顔が返ってくる。

「紹介相手、ご存じだったんですか？」

　そんな気がして首を傾げると、藤宮さんは頷く。

「昨日連絡があった」

　昨日、あのラスボス……ではなく、彼女から連絡があったの？

「社長の子供ってのは、世界が広いようで狭いからね。俺の友人経由で連絡してきた」

　何の連絡なんだろう。

　好奇心に任せて聞いてしまうのは簡単でも、それを聞くほど私と藤宮さんとは親密な関係でもないよね。

　どうしようか迷っていたら、あっさり藤宮さんは口を開いた。

「見合いに発展するようなら、ぶち壊しにすると言われた。特に俺に非があるわけではなく、他に好きな相手がいるから願い下げだと。当日は友人を連れて派手な格好で行くから、そのつもりでいてくれと言われた」

「へ、へぇ……なかなか、筋を通される女性なんですね」

　言いながら、周囲の視線を集めている彼女を眺める。

　それが彼女の狙いなら、とても成功していると思う。多くの人は眉をひそめて遠巻きにしているし、ぽっかりと空いた空間は悪目立ちしている。

　あたふたと彼女のまわりをうろついているのは、松代商事の社長さんだろうか。藤宮社長が肩を叩くと、飛び上がらんばかりに驚いている様子が哀れだ。

「最初は驚いたが、まぁ、俺も見合いは遠慮したいから、こちらからもお願いした」

「藤宮さんもお願いしたんですか？」

「ああ。意中の女性を口説いている最中だから、そうしてくれると助かる。思う存分ぶち壊してほしいと」

　ギュッと手を握られ、びっくりして藤宮さんを振り仰いだ私と、私を見下ろしていた彼の真剣な視線がぶつかった。

「……えーと」

　視線を無理やり引き剥がしてさまよわせると、どこを見ていいかわからなくなって床を見つめる。

「薄々は気がついているんだろ？」

　普通は頷かないでしょ。私としては、口説かれた記憶は全くない。でも、かなりの勢いで構い倒されているのは知っている。

　今回の〝お礼〟が終わったら、サクサクと壁を築いてしまおうとか、悠長なことを考えていた私が甘かったみたいだ。

　まさかこんな場所で、そんなことを言い始めるなんて夢にも思わないじゃない。ここはきっぱりお断りする方がいいよね。

　意を決して、藤宮さんを見上げる。

「私、男の人とお付き合いするつもりもないですし、ゆくゆくは結婚を考えているんでしたら、時間の無駄なんじゃないかなって思います」

「たぶん時間はかけた。少なくとも、俺は」

　真面目な顔をして言ってみたら、倍くらい真剣な表情で返された。

　ちょっと待て。あなたのどこが時間をかけたっていうんだい？

　あなたと私、再会してからは半月くらいでしょ。

　再会したその日に、一応お食事に誘われて。そして、翌々日にはプレゼントをいただいた。

　次には会社まで来てお土産を渡されて、その次には外商を使ってショッピング。今日のための武装として、この洋服も気前よくプレゼントされてしまったわけだけど。

　私の認識がおかしい？　展開が早いとは思っていないのかな!?

「考えたことはなかったのか」

「いえ……あの、楽しそうですし、からかっているのかなあって思っていました」

「麻衣子が、無表情で唐突に話されても不気味だと言うから、俺なりに愛想よくしていただけだったんだが」

　私がそんなこと言った？

　不思議そうにしているのに気がついたのか、藤宮さんは眉を上げる。

「叔父と、俺と、お前とで食事をしたときに」

　言われたメンツでの食事なんて一回しかない。歓迎会から親睦会に変わった本社研修の初日？

　そのときだとしても、勢いに任せて言ったことなのに、よく覚えているなぁ。

　感心というか、呆れてしまったら、ひょいっと藤宮さんは私の手を持ち上げ……。

「あの……っ!?」

　視線を合わせたまま、まるで見せつけるみたいに甲にキスをするから、途中から声がひっくり返った。

　手の甲から、身体中に熱が侵食していく。

　彼の視線は、最初はからかうように、それから徐々に真剣さを帯びて闇色に翳かげる。

　とても綺麗な目をしている。

　そう思った瞬間、何をやってんだ！と我に返った。

　バリッと藤宮さんから手を取り戻し、慌てて距離を置く私に、彼はニコリと微笑んでくれた……が、目がマジだ！

「これから、もっと本気でいくから」

　低い低い声で言われて、硬直した。

　私はちゃんと、男の人とお付き合いするつもりもないって言ったよね？

　時間の無駄とも忠告したよ！

　だ、誰か、誰か助けてー！
















まさに宣戦布告













　土曜日の記念祝賀会を終えて、藤宮さんとケンカをするみたいに言い合いながら、帰りはちゃんと彼の車で送ってもらったのは二十時頃。

　緊張しているつもりはなくても、気がつけば緊張していたらしい。疲れ果てて泥のように眠った翌朝、清すが々すがしいくらい気持ちよく目が覚める。

　カーテンから射し込む光が強い。何時だろうと時計を見てギョッとした。

「うわぁ、もう十時じゃん」

　日曜日だからって寝坊しすぎだ。勢いよくベッドから下りて、今日は何をしようか考えながら歯磨きしていたら、スマホの着信音が鳴った。

　一瞬だけ鳴って、すぐに消える音はメールの合図。

　誰だろうと思いつつ、確認もせずにメール画面を開いて、歯磨きしながら吹き出すところだった。

【映画を観に行こう。十一時三十分頃に迎えに行く】

　簡潔な文面の主は藤宮さんだ。

　とりあえず歯磨きは中断して口をゆすぐと、慌てて藤宮さんに連絡する。

　コール音だけのスマホを睨みつけ、二回、三回と、電話を切ってはかけて再びコール音を聞く動作を繰り返した。

　あの男、出ないつもりだな。

　ギリギリと歯ぎしりして通話を切ると、それとほとんど同時にメールが来た。

【断られそうだから、音声通話は出ない】

　わかっているじゃないか。

　目を細めてスマホを見つめ、今度は返信画面を呼び出して、お断りの文章を入れて送信する。

　すると、数秒で返ってくるメール。

【十一時にはマンションの下にいる。下りてこないなら部屋まで迎えに行く。部屋番号は七〇五だよな】

　何だか不毛だ……こうなったら面と向かって文句を言ってやろう。

　急いでシャワーを浴びて、必要最低限のメイクをする。

　御歳二十七。さすがに素っぴんで他人様の前には行きにくいお年頃だ。これは断じて藤宮さんのためではない。

　だけど、彼はかなり強引だし、下手な格好だとそのまま連れ出されそうだよね。

　考えた末に、着古したデニムパンツにブカブカのセーターを着ると、その上にストールを羽織ってスニーカーを履く。

　このいかにもご近所に行く姿では、連れ回せまい。

　クリーニング予定のスーツと財布を手に持つと、部屋のドアを勢いよく開けた。

「おっと……」

　低い声は聞き覚えがある。

　目の前には黒いスニーカー。視線を上げると、こなれた雰囲気のインディゴブルーのジーンズ。そしてグレーのＶネックのセーターに、白いＴシャツ。

「何だ、似たような格好だな」

　爽やかに微笑む藤宮さんがいて、慌ててドアを閉めようとしたら、ガツンと何かに引っかかって閉められなかった。

「足、足をよけてください！」

「よけたら閉めるだろ。お前なら平気で俺を閉め出しそうだ」

「わかっているじゃないですか。いい子だからこの足を引っ込めて！」

「いい子になるつもりはない。大いに悪い子になるつもりだ。それにしても日本のドアはどうして外開きなんだろうな。防犯としては内開きの方が閉めやすいだろうに」

　そんなもん知るか～！

　思わず噛みつきそうな顔をすると、彼は満足そうに唇を歪ゆがめている。

「しかも、男と女じゃ力の差は歴然だな」

　ぐっと力を入れられて、私はドアと一緒に転がり出ていた。

「うきゃ……」

　バランスが保てずに慌てると、ボフッと藤宮さんの胸に飛び込むようにしてキャッチされる。

　そのまま片手で抱き込まれて、あまりのことに瞬きを繰り返した。

「いい子だから、部屋の鍵を渡そうか？」

「え。あ、はい」

　なぜか素直に渡してしまってから、ハッとした。

「ちょ……っ、待って！」

　彼はドアを閉めると素早く鍵をかけて、そのままそれをジーンズのポケットに入れてしまう。

「藤宮さん！　鍵を返して！」

「うん。デートが終わったらな。ところで、なぜスーツを持っているんだ？」

「今日は貴重な休日なんです！　クリーニングに持っていくに決まっているでしょ！」

「そうか。どこに持っていけばいいんだ？」

　さも当然のようにスーツを取り上げられ、解放された。

　私の手元に残ったのは財布だけ。歩き出した藤宮さんの後ろ姿を睨みながら、頭の中が混乱しそう。

　あなた、強引っていうか、むちゃくちゃなんじゃなかろうか。

　大きく息を吐き出すと、藤宮さんの後ろをとぼとぼとついていく。

　鍵もスーツも拉致られた。これは仕方がないことだと割り切るべきか、それとも背後を襲って強奪すべきか。

　常識的には、仕方がないと割り切るべきなんだよね。でも、この無防備な後頭部を殴ったら、気分はとても爽快だろう。

　悪いことを考えていたら、ふいっと振り返られて視線を逸らす。

　藤宮さんが無言のまま、ジロジロと私の顔を見てきたから眉を寄せた。

「何ですか？　何かついています？」

「職場と違ってずいぶん幼く見えると思ってな。女って化けるよな」

「私は普段もそんなにメイクしませんよ。そもそも派手な顔の造りして――」

　いきなり親指で唇を撫でられ、言葉が途切れた。

「今日はルージュを引いていないのか」

　ぷにぷにといじられて、顔に熱が集まってくる。

「固まっていないで、俺の手を払いのけるなりした方がいいんじゃないか？」

　意地悪く笑いながら言われて、パシッと彼の手首を掴んだ。

「い、いきなりすぎて、動揺しただけです！　何なんですか、いったい」

「もう忘れたか？　もっと本気でいくって言ったじゃないか」

「本気出したら、人の顔を突然いじくり回すんですか！」

「本気出したら身体中いじくり回すだろ」

　やっぱりこの人、殴っていいかな。

　うちの工場のおっさん連中ならともかく、太陽が燦さん々さんとした昼に、イケメンが爽やかな顔して言うことじゃないでしょ。

　そりゃこの年齢になれば、猥わい談だんのひとつやふたつに目くじらは立てないかもしれないけど、一対一で異性に言われるのは……。そういえば私も、いきなりキスの話をしたかもしれないと思い出したのは置いておこう。

「否定しないのか？」

「他人様の性癖を否定するスキルはないです」

　ツンとそっぽを向いたら、小さな笑い声が聞こえた。

「スキルの問題かな？　とにかく、嫌だと感じたならすぐに逃げた方が身のためじゃないか？　お前は思っていた以上に無頓着でハラハラする」

　勝手にハラハラしないでいただきたい。

　ムッとしていたら、手首を掴んでいた手を離されて繋つなぎ直される。

「手を繋ぐ必要はありませんよね？」

「必要はないな。手は繋ぎたいときに繋ぐものだと俺は思うが」

　そう言うと、そのままエレベーターホールまで連れていかれた。

「藤宮さんって、かなり強引ですよねー」

「そういう麻衣子は、思っていた以上に流されやすいな」

「うーん。基本、何も考えていないだけなんですよね。いろいろ考えるのは力を使うから疲れますし」

「ぜひ疲れてほしいものだが」

　あなたという〝人間〟に疲れそうではあるね。

「ところで、藤宮さんはどの映画が観たいんですか。最近、話題作ありました？」

　こうなったら行くことは決定しているわけだし、それなら何を観たいのか俄が然ぜん興味が湧いた。

　うちの弟も一応〝社長の息子〟だけど、さすがに同じようにはならないよね。たとえ同じだったとしても、藤宮さんが和志みたいにコメディやホラー映画が好きって言ったら、好みは人それぞれだ……と、私は納得しないといけないわけだ。

「俺のうちにシアタールームがある」

「却下させていただいても？」

　誠実そうで穏やかな微笑みに、貼りつけた笑みを返す。

「予想の範はん疇ちゅうだ。麻衣子はハッキリ言わないとわからないって認識してきたよ」

　いやいや、あなたの言い方が悪いんでしょう。だいたい斜め上の答えが返ってきて戸惑うから。

　考えながら、いつの間にかやってきたエレベーターに乗り込み、私の手を繋いだまま、スーツを持った手でパネルを操作する彼を眺める。

「逃げませんから、手を離してスーツは返してください。本社の部長様に持っていただくのは申し訳ありません……」

「社内の役職で気にしているのなら、今はプライベートだよ。女性の荷物を持つのは男としては普通じゃないのか？」

「私は女王様じゃないので、常識だ、みたいなことを言われても困るだけです。あなたはどういう教育をされているんですか」

　女性だと認識してくれるのは嬉しくても、めちゃめちゃ普通にエスコートされると照れてしまう。

「大まかには祖父の影響だろう。うちのじい様は男尊女卑は古くさいと言うが、女性は守るべきものだと認識している。もちろんレディーファーストも決して忘れない。親父は少し違うがな」

　そしてエレベーターが一階に着くと、彼は先に降りて私を振り返った。

「普段は気をつけているが、プライベートでのエスコートは癖みたいなものだから、気にしなくていい。社内だと親父がうるさいからやっていないだけで」

　どこか諦めたように言うから、首を傾げる。

「社長がうるさいんですか？」

　祝賀会での不機嫌だった社長を思い浮かべながら、藤宮さんの手を強制的に離して空いていた脇をスルリと抜けると、ムッとしながらも二歩で追いつかれた。

「跡継ぎとして、隙を見せるなと言われているな。社長業を継いだときには、もう少し柔軟な発想をする人間だったらしいが、年齢のせいか今は少し頭が固い」

「自分の父親をそんな風に言うもんじゃありません。というか、普通にそんな話を私にしないでください。お節介の虫が騒ぎ始めちゃいますから」

　まさか、藤宮家の親子の不穏な空気を一掃しに行けるはずもなく。

　マンションを出たところで、また強引に手を繋がれる。

「麻衣子になら、お節介をされても俺はいいよ」

「そんなことを言われたら悪寒が走りますから、封印しておいてください」

「別に妙なことを言っているつもりはないんだがな。とりあえず、クリーニング店はどこだ」

「最寄りのスーパーの中にあります。その後はどうしますか？」

　藤宮さんを見上げると、不敵な笑みが返ってきて……。

　少し、嫌な予感がした。




「ですからぁ！　どうしてそう、ほいほいと人に物を買い与えるんですか！」

「俺が買い与えたいからだ。しかし〝与える〟は言葉が悪いな。プレゼントだと思え」

「……それ、一緒な気がします」

　言い合いに疲れて、ドサッとソファに座った。一部始終を笑顔で見守ってくださったのは、前回もお世話になった外商員の染谷さんだ。

　ふたりでクリーニング屋にスーツを出して、映画館に行くまでは普通だった。

　上映が終わって、小腹が空いたよねって近くのカフェでサンドイッチを食べながら、思いっきりヒューマンドラマだった映画の話で盛り上がって、思い出したように『買い物に付き合ってくれ』と言われたから、了承してついてきた。

　そして老舗デパートまで来たときには、ちょっぴりまずいんじゃないかなって気はしていた。

　当然のように、以前も利用したデパートの裏側にあるＶＩＰ専用ルームに連れてこられ、染谷さんの営業スマイルを見たときに、嫌な予感は確信に変わる。

　ズラズラとかけられたスーツ。これは男性用だから、藤宮さんのものだと納得した。それに加えてワンピースやバッグ、アクセサリーなどの小物類。藤宮さんがワンピースを着たら変態だから、これらは明らかに違うでしょ、って。

　沈黙が落ちると、染谷さんがそっと声をかけてくる。

「お茶をお持ちしますね」

『あんたたち、休戦しなさい』ってことらしい。そう言って彼女がその場を離れると、藤宮さんは不思議そうに首を傾げた。

「そんなに怒ることか？」

「藤宮さんは散財しすぎなんです！　前回もかなりのプレゼントをしてくださったじゃないですか」

「あれは必要経費じゃないか？」

　不服そうに言われて、あんぐりと口を開けてしまった。

　そうかもしれないけど、そうじゃないっ！

「じゃあ、ペンダントは？　あれは必要経費でしたか？」

　睨むと、彼は一瞬黙り込んだ。

「いいじゃないか。俺は俺で好きにプレゼントしているだけで、実害はない」

「私の心臓に悪いです！　プレゼントは心がこもっていれば、些細なものでもいいと思うんです。湯水のようにお金を使うのではなくて」

「これは先行投資だと思えばいい。予定的にはこの後、今の格好だと嫌がるのは麻衣子だと思う」

　予定的に、今の格好だと私が嫌がる？

「どういうことですか？」

「とにかく、いろいろ言いたいのはわかったが、今日は呑み込んでくれ。染谷さんには悪いが、今回はできるだけ低予算で収めるようにするから」

　申し訳なさそうに言うから、溜め息をついた。

　ここは藤宮さんの顔を立てて、私が引かなくちゃいけないらしい。

　だけど、この人はどういう人なんだろう。じゃんじゃん貢いでくれちゃって……普段の彼の態度からは何も読み解けない。

　だいたい、前に『口説いている』って宣言してきたけど、下心があるんなら、もう少しこう、あからさまに言い寄ってくるもんだよね？

　外に引っ張り出されているのは間違いない。でも、これは何とも判別しがたい。

　それに、私は明らかに『付き合うつもりはない』って公表したんだから、貢いで手間暇をかけるような人間でもなく……。

　からかっているにしても、プレゼントの内容は胃が痛くなるくらいに重い。

「男の人ってメンツを気にするから、かなり面倒くさいしなぁ……」

　ボソッと呟いたら聞こえていたみたいで、困ったように眉尻を下げられる。

　でも、軽いドアのノック音と同時に染谷さんが戻ってきたから、藤宮さんはいつものポーカーフェイスに戻った。

「お待たせいたしました」

　出された紅茶のいいにおいが漂う中、当たり障さわりがなさそうで、おとなしそうな黒のワンピースを選ぶ。

　ストールがあるからいらないと言い張っても、華麗なスルースキルを発動されて、前回同様にコートやパンプス、バッグまでのひと揃いを購入された。

「俺も頼んでいたスーツに着替えるから、麻衣子も着替えておいで」

「こちらのストッキングもどうぞ。とてもセクシーな気分になれますよ」

　ニコニコしている染谷さんと、手渡されたスワロフスキーつきのストッキングを眺める。ここで八つ当たりするわけにもいかないし、渋々受け取って試着室に入った。

　いくらかかるかはわからないけど、ボーナスが出たら、かかった代金はお返ししよう。それで足りなかったら貯金を切り崩すしかないかなぁ。

　考えながら着替え終えて試着室を出ると、すでにスーツ姿の藤宮さんが立っていた。

　ダークグレーに合わせたライトグレーのネクタイは、光沢があって銀色にも見える。

　身長が高いわりに筋肉はしっかりついた細マッチョで、バランスのよさそうな体格だからか、スーツがめちゃめちゃ似合う。

　目が合うと、瞳の奥に温かみが灯って柔らかく微笑まれた。

「綺麗だ。麻衣子は何でも似合うな」

「何でも、は言いすぎです。甘い系の女の子チックな服は、壊滅的に似合いません」

　可愛げのないことを言うと、藤宮さんは気にした様子もなくあっさり頷く。

「ああ、プレゼントの包装みたいな洋服か」

　一瞬だけ、色とりどりの可愛らしいリボンが使われたプレゼントの箱を思い浮かべて吹き出した。

　うんうん、全く似合わないね。

「斎藤様、よろしければこちらをご使用になられませんか？」

　染谷さんが、プラスチックのパレットのようなものを差し出してきたから見ると、ルージュのサンプルだった。

「ありがとうございます。服が黒だと、やっぱり顔色が悪く見えますよね～」

「ナチュラルメイクも可愛らしいですよ。こちらのコーラルピンクなどいかがで……」

　サンプルを持っている染谷さんが、私の顔を見てキョトンとした。

　女の人から〝可愛らしい〟なんて言われて、めちゃめちゃ恥ずかしい！

　ドカドカと体温が顔に集まっている。

「あの……どうかなさいましたか？」

　徐々に心配そうになってオロオロしていく彼女に、藤宮さんが吹き出した。

「大丈夫。麻衣子は照れているだけですよ。俺が可愛らしいと言っても、こんな反応はしないのにな」

「男性の〝可愛い〟は信用しませんから！　お世辞はすぐにわかるんです！」

「お世辞ではないんだが……」

　藤宮さんに呆れたように言われて、パタパタと手で顔を扇ぎながら落ち着きを取り戻す。

　それから染谷さんお勧めのサンプルでメイク直しをして、しばらくメイクについて楽しく話し込んでいたら、藤宮さんが難しい顔をしていることに気がついた。

「あ。ごめんなさい。話し込んじゃって」

「構わない。さすがにメイクの話は、俺はわからないから。……そろそろ時間かな。染谷さん、ありがとう」

「ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げると、染谷さんも楽しそうに微笑んでくれた。

「またのお越しをお待ちしております」

　個人としては、外商はなかなか敷居が高い。でも、染谷さんになら接客されたいな。

　着ていた服は綺麗に畳んで紙袋に入れてもらった。それを藤宮さんはふたり分持ってくれちゃうから、ひと悶もん着ちゃくあったけど、宥なだめられて個室を出る。

「それにしても、デパートの裏側にこんな部屋があるなんて知りませんでした」

　売り場を素通りしながら感心していたら、藤宮さんが訝しげに私を見下ろす。

「この間は何も言っていなかったじゃないか」

「……前は、ちょっと圧倒されちゃって。普段からこうやって、デパートで買い物しているんですか？」

　何となく興味半分に聞いてみると、藤宮さんは少し考えるように目を伏せた。

「いいや。ラウンジは使わない。ほとんど家に来てもらって、かな。麻衣子がうちに来てくれるなら、それでもいいが」

　まるで『どうだ？』というように、最後にはにこやかに覗き込まれる。

　いいはずがないだろう。何を寝ぼけたことを言っているんだ。

「ただ、今日のやり取りで少しだけわかったことがあるな」

　わかったこと？

　何だろうと思って首を傾げると、困ったような笑顔を返された。

「とりあえず、行こうか」

　明確な答えがないままに、手を繋がれて歩き始める。

　何だろう。私の何をこの人は〝わかった〟と言うつもり？

　濁された言葉に不安を覚えながらも、私は黙って彼についていった。




「あなたって人は、私の言葉をちゃんと聞いていますか？」

「何がだ？」

　涼しい顔で優雅に食事をする藤宮さんを見つめていたら、怒るのも馬鹿らしくなってきた。

　この人は、きっとやりたいようにやるんだろうなぁ。

　食事を楽しむ皆様を巻き込んでまで騒ぐわけにもいかないし、私は目の前のフランス料理を消化するしかない。

　驚くことに、今回は、サンセット・クルージングを用意されていた。

　ふと視線を移すと、窓の外は昼の明るい青と夕日の赤が混在している空。その中にシルエットのようなビル郡。もう少ししたら七色の橋が見えてくるらしい。

　船内はモダンな洗練された内装で、彼が着替えを強要してきた意味はわかった。

　うん。いかにもご近所に行きます的な格好では来たくない場所だよね。わかる。あの格好のままなら、私が恥ずかしがるって気にしてくれたんだろう。

　でも、そういう問題じゃないんだよ！　普通、恋人でも何でもない女をクルージングに連れてくる男がどこにいんのよ！

　そりゃー私には、デートの経験値はほぼない。でもね、こんなことは非常識だって理解できるくらいの年齢にはなっている。

　そもそも、じゃんじゃんお金を使われているみたいで居心地が悪い。何かお返しを考えても、私にはこんな非常識なプランを立てる経済力もない。

　やっぱり貯金を切り崩して、何か考えないといけないのかな。

　難しい表情のまま、ぐるぐるぐるぐる考えていたら、テーブルの上に置いていた手に温もりが重なってきた。

「麻衣子、怒られたいわけじゃないんだ」

「あまり無駄遣いしないでくださいって言ったばかりじゃないですか」

「今日は呑み込んでくれとお願いしただろう？　予約の取り消しも無駄遣いになる。次からは善処するから、今は楽しんでくれた方が嬉しいかな」

　困ったような笑顔を見ながら肩を竦めた。

　予約か……そうだよね、予約もなしにサンセット・クルージングに来られるとは思わない。

「それなら、最初からそうとおっしゃってください」

　唇を尖らせながら返事をすると、藤宮さんは何かを思い出すような表情をする。

「最初からそういうつもりで連絡していたんだが。まさかクリーニングに出すスーツ片手に現れるとは思わなかった」

　それは絶対的に私のせいだよね。

「そもそも、デートに誘うのがどうかしているんですよ。なぜ私なんですか」

「なぜって、好きでもない女性をデートに誘う男の方がどうかしている」

「それもそうですが……」

　パクンとオードブルを口にして、何気なく言われた言葉の意味に気がつくと、料理を丸飲みした。

　今、すごーくさらっと『好き』って言われたよね。

　ゆっくり藤宮さんを見ると、彼はグラスを片手に男性的な笑みを浮かべている。

「ハッキリと言ってきましたね」

「口説いているのは知っているんだから、今さらじゃないか？　俺はお前が好きだ」

「……再会して、まだ数週間な気がするんですが」

　数週間で人を好きになるものなのか？

「再会してからは、数週間……だな」

　藤宮さんの表情がなくなって、視線がふっと遠ざかっていく。

　何を考えているのかハッキリとはわからないけど、しばらくしてから彼の意識が、ゆるゆると私の方に戻ってきたのがわかる。

「麻衣子はひと目惚ぼれを信じる？」

「一番信用ならない言葉です。ひと目見て好きになりました、なんて、どこのおとぎ話ですか？」

「うん。秒殺された気分になったが、予想通りで逆に面白い」

　無表情に面白がられてもなぁ。どーしろっていうんだ、あなたは。

「俺も信じたことはない。だが、実際にそうだったんだろうと思う」

「だったんだろう？　めちゃめちゃ他人事ですね」

　顔をしかめると、ゆっくりと苦笑を返された。

「気がついたのが、すべてが終わってしまった後だった。しでかした後になって気がつくとは間抜けな話だが、あの日から麻衣子のことを忘れたことはなかったよ」

　それこそ、今の私の方が間抜けな顔をしているだろう。

　藤宮さんは、すごーく昔のことを懐かしむように話している気がするんですが。それはもしかして、私とあなたが本当に初めて出会った日のことを言っている？

　あなたが〝婚約者〟に浮気されて、私は〝彼氏〟の浮気を知らされた日の……。

　そんなことはあり得るんだろうか？

　思い起こしても、あのときのこの人、相当悪辣な態度だったような気がする。

　いや、〝ような気がする〟んじゃなくて、間違いなく〝俺様〟目線だった。それが少し改まったのは、私が文句を言ってからだよね。

「麻衣子を前にしたときは、自分のことしか考えていなかった。俺は……女性と関わるのが昔から得意ではないし」

「ああ。何となくわかります。女慣れしてる男の人って、もっと誘い方が上手ですし」

　納得して頷くと、唇を真一文字に引きしめられた。

　あ。ムッとしている？　言い訳に口を挟んじゃいけないのかな。

「では、麻衣子は誘い方がうまいのか？」

　どこか揶や揄ゆしてくるような言い方に、今度はこっちがムッとしてしまう。

「私はそもそも誰かを誘いません」

　そう言いながら、唇を尖らせる。

「誘ったとしても、当日の朝にいきなり誘うのってどうなんですか、ってなりますよ」

「断ればいいじゃないか」

　当然とばかりの態度に、わざとらしく眉を上げた。

「んんん？　どのお口が言ってますか？　私に断らせなかったのはどなた様ですか？」

　軽く睨むと、ふいっと視線が外される。

　そんなところは、ガキっぽいなあって笑っちゃうけどね。

「明日からしばらくシンガポールに行くんだ」

　ボソボソと言い訳するように言われて、瞬きをした。

「出張ですか？　先日はニューヨークでしたよね。大企業は出張もグローバル」

　何の気なしに相あい槌づちを打ちながら料理を食べる。

「だから、麻衣子を補充しようと思った」

「私は品物ではありませんっ！」

　思わず突っ込んでしまうと、藤宮さんは小さく吹き出した。

　楽しんでくれているのは何よりだけど、楽しまれている対象としては困惑するし、不満だらけだ。

「私なんかの何が面白くて構うんですか」

　私は決して可愛げのある女じゃない。自分でも女性らしくないと思う。

　藤宮さんみたいな男性なら、よりどりみどり、素敵な女性を選べるんじゃない？

「自分のことを〝私なんか〟と軽んじて言わない方がいい。お前に関わる人の感情をすべて否定することになる。もちろん、麻衣子に惚れている俺も」

　笑顔が消え、スッと鋭くなった視線と突き刺さる言葉にハッとした。

　確かに、自分のことを軽く見るということは、私に関わる人たちをも軽んじることになりかねない。……今のって、叱られたのかな。

「麻衣子は、俺の近くにいないタイプであることは確かだが……」

　そう言って藤宮さんは言葉を濁す。さっきから濁してばかりだ。

「言いたいことがあるなら、ハッキリと言ったらどうです。あなたはいつも言いたい放題じゃないですか」

「そうでもないんだが。とにかくそれは後で話すことにする。デザートを食べたら、デッキに出てみないか？」

　今は言いたくないんだろうか。

　それならばと食事を進めながら、シンガポールの観光名所について話を振る。

「マーライオンの写真を撮ってきてください」とお願いしたら「ベタだな」って真顔で言われて苛立った。

　どうせ私の貧相な想像力じゃ、他のプランは思いつきもしません。ベタですよ～！




　食事が終わって藤宮さんにエスコートされながらデッキに出ると、空はすっかり茜色に染まっていた。

　沈む夕日を背に、大きなクレーンがシルエットとして並んでいる。

「工場地帯なんてあったかな……」

「コンテナヤードだろう」

　藤宮さんの言葉に納得した。

　ここは空港にも近い海の上だもんね。たくさんの貨物を運んできて、保管して、さらに目的地に運ばれて……か。

　目の前の風景を眺めていたら、風が吹きつけてきて身を縮める。コートを着込んできたけれど、夕方の空気は少しだけひんやりとしていた。

「冷たい風が吹いていますね」

「寒いか？」

「まぁ、ちょっと。でももう少ししたらブリッジが見えてきますよね」

　遠くにはこの都市を象徴するタワーが見えてくる。その脇に、早くもデートスポットでお馴な染じみのブリッジが見えてきた。

　デッキの手すりに手をかけて、落ちないように気をつけながら身を乗り出す。

「実は初めてまともに見るんですよ。テレビで見るより綺麗ですね。デートで見に行くのもわかる気がす……」

　背後に温かい体温を感じて、口にしようとした言葉が消えていった。

「あ、あの？」

「このまま抱きしめようか？」

　真後ろに藤宮さんが立っていた。私を囲い込むように手すりに手をつき、からかうように耳元に囁きかけてくる。

「ダ、ダメに決まっています」

「まだ何も決まっていない」

　やめてやめてやめて～！　あなたは低くていい声をしているんだから、耳元で囁くなんて反則だ！

　そんな慌てる思考とは真逆に、身体が硬直してしまって動かない。

　これまで、こんなに近くに異性がいた経験なんてない。体温まで感じるって、今、どういう状況？　自分自身が発熱しているみたいで暑いんですが！

「少し、言い訳をしたい」

　トーンダウンした声音に黙って耳をすませると、藤宮さんは言葉を続ける。

「俺は、すべてが終わった瞬間、麻衣子に会いたいと思った」

　すべてというのは、いつ頃のことだろう？

　目の前の景色を見ながらぼんやりと考え始めると、静かな声が自嘲気味に聞こえてくる。

「いろいろ片がついて、違う方向へ歩き始めようとしたときに、真っ先に思い出したのはお前のことだった」

　これはまた、五年前の話だろうか。

「手抜かりがあったのは認めよう。元婚約者の素行や、相手である彼については綿密に調べたのに対し、麻衣子のことはさほど詳細に調べなかった」

「それにしては、よく私を見つけて呼び出しましたね？」

　間が空いて、数秒の沈黙が落ちる。

　船のエンジン音と、微かな潮騒。そして藤宮さんが口を開いた。

「写真と、よく使う駅は報告されていたからな。ただ、大学の卒業歴までは調べていたんだが……就職した会社の情報までは含まれていなかった。麻衣子に関しては、そこまでの情報は必要じゃなかったから」

　言葉を選んでいたみたい。それでもひどい言われようだ。

　まぁ、私は当時、間接的に関わりがあった第三者的な立場だったから、それはそれで納得してしまうというか。

「麻衣子に連絡しようと動きかけたら、気がついた吉田さんに説教されて、会うのを止められた。しばらくしてひとりで考える時間ができてから気がついたんだ」

　気がついたって、いったい何に？

　ゆっくりと振り向くと、結構な至近距離に、困ったような藤宮さんの顔が見える。そして目が合うと、整った眉がしょぼんと下がった。

「今は前を向いていてほしいかな」

　悲しそうに言われたから素直に景色に視線を戻すと、頭上から溜め息が聞こえる。

「情けない話、あのときの俺は自分の婚約者にも腹を立てていたが、麻衣子と付き合っていながら同時に別の女性と関係を持つような男にかなり腹を立てて、頭に血がのぼっていたんだ」

「藤宮さんが？　確かに冷静じゃなかったかもしれませんけど、そんなに頭に血がのぼっていたようにも見えませんでしたよ？」

「表面を取り繕うのは習性だろうな。あのときは隠すのに必死だったと告白しておく。だから、後になって気がついた」

　それは、何にですか？

「あの夜、麻衣子にひと目惚れしたんだ」

　声に出さなかった疑問符は、何も言わなくても伝わったらしい。

　返ってきた答えに静かに息を吐き出した。それは聞き流そうとしていた言葉。安心していいのか、困った方がいいのか、今の私にはわからない。

「過剰に相手の男に腹を立てたのも、お前が他の男を思って涙を流すのも、どちらも俺は許せなかった」

　私の戸惑いには気づいていないのか、藤宮さんは低い声でゆっくりと言い募る。

「ほとんど諦めていた。だが、再会したから。諦めるのはやめにした」

「や、あの。ですから……」

　諦めてもらわないと困る。だって、私は誰かを好きになろうなんて思わないもの。

　言葉に困って口を閉じると、少しだけ楽しそうな声が聞こえてくる。

「麻衣子はきっと、根は素直なはずだ」

　そんなことを言われても、どうだろう。跳ねっ返りってよくからかわれる。

「そのはずなのに、さっきの染谷さんとのやり取りで、麻衣子は〝男の言葉〟を信じないんだと気がついた。だから、俺は信じてもらうまで言葉を尽くすことにしたよ」

　どこかスッキリしたような声音に顔をしかめる。

「……は？」

　え。ちょっと……待とうか？

「少なくとも五年、ずっと好きだったんだ。今さら変わらないだろうと思う。だからお前が諦めろ」

　また振り向いた先に、今度はにこやかな晴れ晴れとした笑顔。

　それを見ながら、口をパクパクさせる。

　今のって、言い訳じゃないでしょ。絶対にこれって……宣戦布告でしょ!?
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　藤宮さんは、私を放っておいてはくれないらしい。

　シンガポールに行った藤宮さん。昨日は出張中にもかかわらず連絡してきて『声が聞きたかった』なんて甘いセリフを吐いてきて、私が無言でいると吹き出された。

　それから数日経った終業後。末松さんがひとりで会社前に立っていて、またもや受付の人に呼び出されたらしいうちの役員秘書にオロオロされていた。

　知らない人じゃないし、どうしたのかと思って末松さんに声をかけたら、めちゃめちゃいい笑顔で振り返られてビクついたのはここだけの話。

　そのまま彼に言いくるめられ、車に乗せられて、なぜか藤宮さんの帰国を飛行場まで行ってお出迎えした。

　藤宮さんはゲートを出てくるなり真顔で固まっていたから、たぶん彼自身の指示ではないんだろうと気がついたけれど、『ふたりとも、まだ付き合っていないんですか？』と言う末松さんを冷たく睨みつけた彼が怖かった。

　それから『よく知りもしない男の車に乗るんじゃない』というお小言も食らった。私が問題なのかと食ってかかったら、困ったようにお土産を渡されて、それと同時にご飯を奢ると誘われて喜んだ私が問題なのかもしれない。




　そんなこんながあった数日後、彼は今度はロスに出張中。

　なのに、会社に届けられたバラが一輪。透明なプラスチックケースに入れられた生花を見ながら、私は溜め息をついていた。

「真っ赤なバラを一輪。やりますね～。主任、一輪ですよ、一輪」

　三島さんがニヤニヤ近づいてきて、私が睨みつけていたバラを見る。

「本数に何か意味があるの？」

「そうですねー。赤いバラを一輪は、ひと目惚れとか、あなたしかいないって意味だったと思います」

「へぇ～」

　そういえば、ひと目惚れとか、そんな世よ迷まい言をほざいていたよね。

　考えながら、含み笑いしている三島さんを見てしまって後悔した。

　彼女の後ろには、同じようにしてニヤニヤ顔の部下たち。そして、戸惑い顔の課長と部長。

「な、何っ!?」

「いやぁ。それ、あれですよね。本社の部長さんからのプレゼントですよね～？」

「その言い方、どっかの中年親父みたい」

「大丈夫です。まだ寒いギャグは飛ばしてませんから。ところで、そのバラの送り主はあのイケメン部長さん、で、す、よ、ね？」

　ゆっくりとにじり寄ってきた三島さんにコクコクと頷くと、なぜか彼女はパラパラと手帳をめくり出す。

「藤宮圭一。経営戦略本部部長。藤宮グループ社長のひとり息子。誕生日を迎えたら三十二歳。仕事中は真面目、冷静、感情がない。最近は少し笑うようになって、部の人間にドン引きされているそうですが、その方に間違いありませんね」

「ちょっと待って、三島さん。何で本社の部長の情報をそんなに詳細に知っているの」

「本社総務の鶴川女史がリークしてくださいました」

　研修担当だった鶴川さんを思い出して頭を抱えた。

　何をやっているんだ、あの人は。

「よかったじゃないですか。近寄る男性を蹴散らしまくって死し屍し累るい々るいの主任に、果敢にも言い寄っている男があの藤宮さん。えーと、玉たまの輿こしですね？」

　死屍累々って……普通使う？

　そりゃあ過去に数人は〝お誘い〟をかけてくる男性がいたけど、お断りしていた。ただ、そんなに何人もいないし、そこまでハッキリと拒絶したわけじゃない。

「飲みに誘われるだけで鬼の形相になっていたはずの主任なのに～」

「だから待って。いろいろ聞き捨てならない。でも今は就業時間。そんなことより仕事して、仕事。三島さんも席に着きなさい」

　真面目な顔をして言うと、三島さんは肩を竦めて席に戻っていった。

　そう。とりあえず現在は就業時間。会社にバラを贈りつけてくる藤宮さんの神経が疑われるところだ。

　とはいえ、受け取ってしまったものはしょうがない。後でメールをして、盛大に文句を言って差し上げようじゃないか。

　ロスとの時差をこっそり検索して、確認すると肩を竦める。

　時差は約十七時間。ランチタイムにメールをすれば、向こうも仕事中じゃないから大丈夫でしょう。

　ふうっ……と息を吐いて、気合いを入れ直す。

　普段通りの業務を続けていたら、パソコンにメール受信のお知らせ。

　開いてみたら鶴川さんからで、また頭を抱えそうになった。

【バラを贈られたの？　藤宮部長が斎藤さんにご執心って噂は、本当のことなの？】

　その文面に、情報を鶴川さんにリークした人間がこの場にいることを確信して三島さんを睨む。

「三島さん、後で話がある。今日、飲みに行こうか？」

「え。主任、何だか怖いです。私の命の無事を保証してくださいます？」

「するする。さすがの私も犯罪者になりたくないもんね」

　わざとらしい恐怖を浮かべた三島さんの顔に毒気を抜かれながら、ヒラヒラと手を振って視線をパソコン画面に戻す。

　すると、脇に置かれたバラが嫌でも目に入った。

〝ひと目惚れ〟に〝あなたしかいない〟？

　言葉もびっくりするくらい気障だけど、贈り物まで気障なんて困る。

　さて、どんなメールをしてやろうか。

　そんなことを考えながら、指だけは平常運転でキーボードを叩いていた。




　昼休みに藤宮さんにありったけの文句と、【プレゼントありがとうございます】のひとことを添えてメールを送信し、帰りに三島さんを捕まえて、彼女が選んだお洒落居酒屋にやってきた。店内は渋めのレンガ造りで、光源を抑えたランプがいくつも点っている。

　小さな黒板に書かれた、お勧めメニューの値段はお財布に優しそう。店内を緩やかに流れるＢＧＭはジャズかな。そんな雰囲気は慣れない。

「三島さん、こんなお店も知ってるんだ」

「同期に連れてきてもらったんです。結構美味しかったんで覚えてたんですよ。主任、どうしたんですか。借りてきた猫みたいです」

　そりゃそうでしょうとも。飲み会といったら、工場のおっさんらのどんちゃん騒ぎしか知らないし、会社の飲み会にも滅多に誘われないから、今どきの女子はこんなお洒落な店に来ているんだと感心するというか。

「……あなたはいつも歯に衣着せないよね」

　呆れて三島さんを見たら、キラッキラな笑顔を返された。

「主任はいつも気にしないでいてくださるじゃありませんか。主任のその豪胆なところって、私にはかなりありがたいんですよ？」

　明るく、楽しく、可愛らしく言われて、毒気を抜かれる。

「そうなの？　というか、けなされているように感じるのは気のせい？」

「やだ、主任。いくら私でも、悪口なら陰で言いますよ！」

　三島さんは慌てたようにパタパタと顔の前で手を振っている。

　私、そんなことを平気で言う三島さんが怖いよ。

「実際、私はあまり考えないでものを言う癖がありますから、主任の存在は本当にありがたいんです」

　よくわからないけど、一応は褒めてくれているらしい。

「わかっている癖なら直せばいいじゃん」

　ビシッと問題点を指摘すれば、へにゃっと困った笑顔でメニュー表を差し出される。

「わかっていても、なかなか直らないのが癖ですって。主任以外には気を使ってるんですよ、これでも」

「……いや。私もあなたの上司だから、少しは気を使いなさいって」

　突っ込みを入れつつ、ふたりとも可愛らしいカクテルなんて頼まずに、ビールを注文した。

「私、夕飯にしちゃってもいいかな。帰ってご飯は作りたくないし」

「私もです。主任、お肉がいい。ひとり暮らしの哀れな平社員に肉を奢ってください」

　真剣に迫ってきた三島さんに、呆れた視線を返す。

「ちゃっかりしてんなー。てか、何を男子中学生みたいなことを言ってんの」

　軽いつまみどころか、がっつり食事的な料理を注文して、とりあえず届いたビールで乾杯する。

　お洒落な店はビールもグラスで出されるんだな、とか思っていたら……。

「で、主任は藤宮部長さんとお付き合いすることになったんですか？」

　突然言われたセリフに、思いきりむせた。

「いきなり何っ！　それとなく遠回しに聞くとか、そういう芸当はないわけ!?」

「できるわけがないじゃないですか。私は素直なんです」

「素直って言葉を辞書で引きたくなるなぁ。素直ねぇ、ある意味ではその通りか」

　たまに慌てちゃうくらいのブラックジョークを飛ばしても、悪気はあっても悪意はないっていうか、あっけらかんとしているのは知っている。

「お付き合いしていません。というか、三島さん、いつの間に鶴川さんとメールするくらい仲よくなってるの」

　一応、システム上で困ったことがあったときの本社の窓口は鶴川さんだから、メールをする機会があるのはわかるけど、だいたいの場合は私が連絡係になるのに。

「だって、主任の次に勤続年数が長い女性社員は私じゃないですか。なぜか男性社員は鶴川さんのキビキビ話す口調が苦手って人が多くて、主任がいないときは、自然と私が対応することになるんですよ」

　総務部の男性社員の中には、私の先輩や同期もいたりするのに。何をあいつらは後輩に押しつけていやがる。

「それは気づかなかった。まさか、いつも面倒事を押しつけられていないでしょうね」

「あ。それは大丈夫です。嫌なことならきっちりお断りしますから」

　満面の笑みを浮かべる三島さんに納得した。

　あなたなら大丈夫だろう。私もあっさり仕事を断られた記憶があるから。

「どっちにしても、変なことを本社の鶴川さんに伝えないようにしてよ。別に藤宮部長とは妙な関係じゃないんだから」

「えー？　いいじゃないですか。あんなイケメンなら、少しくらい軽いノリでお付き合いしても。主任ってお堅いなぁ」

「少しくらいって、つまみ食いじゃないんだから」

　そんなことを言いつつ、頼んでいた料理が届き、食べながらも話すのはやっぱり会社のことが中心になる。

　しばらく飲み続けてほろ酔い加減にもなれば、たった二、三歳の年齢差はあっという間になくなって、フレンドリーになった。

「主任ってば、モテるくせにお高いんですよ！　もういい年なんですから、少しは妥協しなくちゃいけません！」

　ひどいこと言われてんなーと思いながら、力強くビールグラスをテーブルに置く三島さんに、コテンと首を傾げる。

　もしかして飲ませすぎたかなぁ。会社の飲み会も、どうしても外せないものしか参加しないから、三島さんの限界がわからない。

「モテないし、お高くとまっているつもりもないよ。いったい何を妥協するの」

　首を傾げたまま問えば、三島さんの鋭い視線が返ってくる。

「お付き合いですよ、お付き合い。藤宮さん、いいじゃないですか。いわゆるお金持ちの坊っちゃんでしょ？　付き合って貢がせればいいじゃないですか」

　指を差されて、その指先を見つめた。

　言っていることはわかるんだけど、藤宮さんの貢ぎ方は心臓に悪そう……というか、桁が怖すぎて確実にハラハラする。

　でも、貢いでもらうために付き合うというのは、何かが違うと思うなぁ。

　そもそも欲しいものがあったら自分で稼いで買えばいいんだし、自分の稼ぎで手が届かないものは、結局は身の丈に合っていないってだけの話。

　ふっと笑うと、グラスを手に持った。

「慎ましく、それなりに生きていければいいよ」

「それじゃ老後が寂しいじゃないですか」

　地団駄を踏むように〝いやいや〟をしながら大きな声で言われて、目を丸くする。

「……えーと？　三島さんって、私よりも年下だよね？」

　唐突に老後って言われても。さすがに私でもそこまで考えたことなかったよ。

「何を言ってるんですか。主任も私もアラサーなんですよ！　私は絶対に結婚したいですもん。赤ちゃん産んで、子供が結婚して、孫が産まれて、大家族に囲まれながら大往生するのが夢なんです！」

「ごめん。夢がキラキラどころか、しめやかすぎてびっくりする」

『花嫁さんになるのが夢なの！』なら、可愛らしい夢だなぁとか思うけど、嫁になって、子供を産んで、孫が産まれて最期は大往生って。ふんわりと模索した未来像でも何でもなく……具体的すぎて逆に怖い。

「そっかー。そこまで考えないといけないのかな。今後はひとりで生きていくわけだし、さすがに弟夫婦や甥っ子に迷惑かけらんないなぁ」

　行儀悪く肘をつきながらビールを飲んでいたら、三島さんが眉間にしわを寄せた。

「どうしてひとりで生きていく前提なんですか。主任もさっさと嫁に行けばいいじゃないですか」

「夫婦って、信頼関係がないと成り立たなくない？」

　うちの父さんは弱いくせに酒飲みで、ちょっと子供っぽい。でも母さんの苦手なことは何も言わずにさりげなく手伝っているのを知っている。母さんもそれがわかっていて、任せられるところは父さんに任せているし。

　ケンカをするのはご愛敬で、お互いに大声で悪口を言い合いながら、最後はケンカの原因すらわからなくなって大爆笑するような夫婦。

　深刻なものにならないから、いつもどちらが先に謝るか、工場のおっさんたちが賭けにしているくらいだ。

　父さんが先に謝る方に賭けている人がだいたい連勝して。一喜一憂しているおっさんたちを母さんが締め上げるのも恒例。あれは信頼関係がないと無理だと思う。

「ああ、そうですね。主任って男性に対して警戒心がすごいから、隙がないですもん」

　言われて、今度は私の眉間にしわが寄る。

「別に、そんなことないと思うよ？」

　現に藤宮さんには〝隙だらけ〟みたいなことを言われているし。

「何を言ってるんですか。女性社員がご飯に誘うと考えてから断るのに、男性社員が誘うと一刀両断で〝行かない〟って言うくせに」

「だって、そもそも行く必要なくない？　それに私を誘う人っていないし」

「諦めちゃったんですよ。滅多に来ない会社での飲み会ですら、途中から烏ウー龍ロン茶ちゃを飲み始めて、二次会は絶対に来ない。酔わせてお持ち帰りを狙っていた人は、すっごいがっかりするんでわかりやすいですよ？」

　それは……知らない。でも、飲みの席で特に気をつけているのは確かだよね。

　同僚とはいえ、男の人は何を考えているかわからないから、家族以外の前では酔いつぶれないようにしている。

「最近は本気で誘わないんでしょうね。藤宮さんのスペックに敵うような社員なんて、うちにはいませんもん。哀れです」

　フラフラしながら合掌する三島さんを眺めながら、残ったビールを飲み干す。そうしてから、藤宮さんの言っていたことを思い出していた。

　私は〝男の言葉〟を信じない。きっとその通りだろう。だって……信じて傷つくくらいなら、最初から信用しない方がいいじゃない？

　そんなことを思いながら、眠そうにしている三島さんに笑った。




　目が据わり始めた三島さんをタクシーにぶち込んで、後は運転手さんにお願いする。

　私は私で電車に乗り、いつもよりも暗くなっていて違う道に見える帰路を不思議がりながら、やっと自分の家に辿たどり着いた。

　何でもないようなことを不思議に思うなんて、私も少し酔っぱらっているのかな。

　誰もいない家の電気をつけて、鍵をかけると、足で蹴るようにパンプスを脱ぐ。

　脱いだ瞬間の解放感が半端ない。パンプスって絶対に足に窮屈な構造してるよね。

　足の指を軽く揉もんでから、キッチンスペースを通り抜けて部屋に入った。

　クローゼットは小さいけれど備えつけで、床は木目調を意識しているクッションフロアのワンルーム。カラーボックスの上にテレビ。そしてベッド。ローテーブルにはティッシュボックスとリモコンがあるだけの簡素な部屋。

　かろうじて、カラーボックスの中に忘れられて干からびたマニキュアや、工場のおっさんたちからもらったクレーンゲームの景品と思わしきぬいぐるみがあって、ほんの微かに女らしさがあるくらい。

　朝から開けっぱなしのカーテンを閉めてから、部屋着に着替えて洗面所に向かう。

　玄関を開けてすぐ右手がキッチンで、左手には洗面所へ繋がるドアがある。洗面所に入ると正面に洗面台。右側に洗濯機と小さな収納棚。左側にふたつドアが並んでいる。手前のドアがトイレで、奥のガラス戸がお風呂場だ。

　洗濯機の隣にあるカゴに、脱いだブラウスとストッキングを投げ入れながら、シャワーは明日の朝でいいよね、と結論づける。

　メイクを落として鏡を見ると、少しだけ眠そうな自分がいて笑ってしまった。

　うん。私も飲みすぎたかもね。

　考えながら洗面所を出て、そのまま冷蔵庫へ向かい、水のペットボトルを取り出したところでスマホの着信音が鳴った。

　見ると藤宮さんからで、何だろうと思いつつ画面をタップする。

「はいはい。もしもし～？」

『お前、酔っているのか？』

　……我ながらご機嫌な感じで受け答えをしたのはわかっている。でも、いきなり不機嫌に言われるほどじゃないと思う。

「少しだけ、ですかね。部下と飲んでいました」

　食器棚代わりの棚からグラスを取り出して、ペットボトルの水を注ぐ。

『何度も電話したのに出ないから……』

「え？　あ。そうなんですか？　ごめんなさい、気づかなかった」

　そういえば、スマホはバッグにしまいっぱなしで確認もしなかったもんなぁ。

　私に連絡する人なんて、会社以外じゃ家族くらい。後は、たまに友達数名からってとこだから、帰宅してから確認することの方が多いんだよね。

「何か用だったんですか？」

　ペットボトルを冷蔵庫に入れてから、グラスを持って部屋に戻る。

『心配するだろう。最近は数回かけ直せば諦めて出てくれるのに。時差を考えると夜も遅い。何かあったのかと思った』

　そうねー。あなたは私が〝諦める〟まで連絡をくれ続けるよねー。

「私だって、たまには社交生活をしますから。総務なので接待はないですが、飲み会くらい参加しますし、藤宮さんにいちいち報告する必要もない……」

　言いかけて、彼は今ロスにいることを思い出す。

「あの、藤宮さん。帰国してます？　今、あなたのいるところは何時ですか？」

『まだ帰国していない。今は……午前中の十時前だな』

　腕時計でも見たのかな。

　間を置いて告げられた時間に、片手で顔を覆って俯いた。

　それって、仕事中っていうんじゃないのかな。

　そこまでして連絡してくれなくてもいいのに。感心するというか、戦慄するというか、微かに申し訳ないというか。

「ごめんなさい。私は無事です。ですからゆっくり仕事をなさってください」

　見えない相手にペコリと頭を下げると、すぐに冷静な声が返ってくる。

『そこは気にしなくていい』

　いやいや、社会人ならぜひ気にしていただきたいところでしょうよ。

「ともかく、何か用だったんですか？」

『ああ。メールありがとう。花の意味がわからないと書いてあったから、その理由を伝えに』

　その返答に、あんぐりと口を開けた。

　それだけのためって、マジですか。この人。

　普通、連絡がつかなければメールにするなり、他にも方法があるだろうに。効率を考えようよ、効率を。

『それで、赤いバラの花言葉は……』

「有名な花言葉くらいは知っています！」

『本数の意味もか？』

　それは教えてもらいましたとも！

　心の中で答えていたら、電話の向こうで笑い声が聞こえた。

『麻衣子は正直だな。次も楽しみにしていてくれ』

　朗らかに言われて、溜め息をつく。

　藤宮さんは楽しんでいるみたいだけど、次を用意されても大変なんですってば。

「ですから。メールにも書きましたが、会社に配達されても困ります。皆に何事かと思われましたし、ニヤニヤされて噂になるし」

『そのつもりで贈っているからな』

　どんなつもり……って、あれか、私を見世物にするつもりか。

　見えないことをいいことに、険しい顔をしながらベッドに座る。

「藤宮さん。妙なこと考えてません？」

『惚れた花に、悪い虫がつかないように考えるのは普通だ』

　何言ってんだ、こいつ。

　……とか一瞬考えて、意味が呑み込めてくると、じわじわと足元から熱が上がってきた。

　わ、私が花とか言われている？　女性を〝花〟に例えても、一般的な人は、あまり本人に言わないと思うんだ？

　でも、私の低い恋愛偏差値じゃ、判断できるような材料はほぼないっていうか、皆無に近い。

　まぁ、誰とも付き合うつもりはないんだから、これはこれでいいのかも？

『ところで麻衣子？』

　しばらく無言で考えていたのに、のんびりとした声がかかる。

　藤宮さんは私が無言でも気長に付き合ってくれたらしい。

「ご、ごめんなさい。何ですか？」

『明日、二十時十五分に帰国する』

「あ。そうですか。大変ですね。あれ？」

　日本とロスって、時差を考えたら、飛行機は真夜中に出発？

　それはないでしょ。

『本来なら、ロスから直接帰国する予定だったんだが、実は今はニューヨークにいる』

　ああ、そうなんだ。ニューヨークからなら、確か十二時間か十三時間くらいの差。

　だからっていっても、時間の感覚がめちゃくちゃになりそう。

「身体、大丈夫ですか？」

　こっそり水を飲みながら耳をすませると、今度は藤宮さんが黙り込んでしまった。

　一拍置いてから何かが割れたような音が聞こえて、遠くから誰か他の人の声と、藤宮さんがそれに答えるやり取りが聞こえてきた。いったい何があった？

「藤宮さん？」

『すまない。グラスを落とした』

「大丈夫ですか？　慌てて拾うと指を切りますから、やめておいた方がいいですよ」

『今、まさにそうしようとして末松に止められたよ』

　困ったような声音に笑ってしまった。

「あなた、案外そそっかしいんですね」

『今のは麻衣子が悪い。いきなり俺の心配なんてするから』

　人聞きの悪い不服を申し立てられて、顔をしかめる。

「待ってください。どうして私が悪いんですか。人の体調くらい私だって心配しますから。あなたの中での私はどれだけ鬼なんですか」

『可愛らしい小鬼くらいかな。頑固だし、少し素直じゃない。天あまの邪じゃ鬼くは鬼だろう？』

　否定もせずに楽しそうに言われて、一瞬絶句しそうになった。

「あなたはケンカを売りに電話してきたんですか!?」

『そんなわけないじゃないか。突拍子もないな』

　つい出てしまった大声に、冷静な答えが返ってくる。

　あなたの方がよっぽど突拍子もないよ！　今までだって、私よりも藤宮さんの方が唐突で意味不明だから！

　心の中で文句を言っていたら、藤宮さんの声が続いて聞こえてきた。

『この間、迎えに来てくれたのが嬉しくて。明日も迎えに来てほしいなと思ったんだ』

　ほら。妙なことを言い始めているし。

　確かに前回は末松さんに連れていかれて、空港まで迎えに行ったけど。

「あれは末松さんが私の会社まで来たからです。どうして私が迎えに行かなくちゃならないんですか」

『ダメか？　本当に嬉しかったんだが』

　すごーくがっかりしているような声に、瞬きをした。あの無表情が見えないせいか、声がいつもより表情豊かに聞こえる。

「そんなに嬉しかったんですか？　私に空港まで来てほしいんですか？」

『うん。来てほしいな』

　今度は明るく浮上してきた声音に、頭を抱えそうになった。

　三十一歳でこの反応は反則じゃない？　弟の和志だって、こんな可愛らしさは五歳くらいで卒業したと思う。

　いやいや、でもこの人は藤宮さん。実物を目にしたら、無表情の武士だよ？

　わざとかな。わざとなら……。

「あざとい」

『急に何の話だ』

　失敗した。心の声が駄々漏れだった。

「何でもないです、気にしないでください」

　また見えもしないのにパタパタと片手を振り、水をゴクゴク飲んでから息をつく。

「日本時間の二十時十五分に空港に到着ですか？」

『迎えに来てくれるのか？』

「お出迎えしても、結果として私の方が家まで送られそうですが。花のお礼はこれでいいですか？」

　どうせ、何かお返しといっても思いつかないし、好き放題の無理難題を吹っかけられても困る。

『それでいい。ありがとう……大丈夫なら、夕食も食べに行こう』

　そうして明日は迎えに行くことになり、夕食はそのときの気分で決めようという約束を取りつけてから通話を切った。

　夕食がどう転ぶかわからないけど、藤宮さんと一緒にご飯になる可能性は高いから少しはお洒落をしていこうかな。

　そう思いつつ、何気なく着信履歴を確認して固まった。

　一時間、下手すれば三十分置きになされている着信履歴が、すべて藤宮さん。

　鬼はあなただ。

　ちょっぴりだけ、そう考えた。
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　翌日出社すると、その場にいる皆に目を丸くされた。

「あれー。どうしたんですか、主任。今日は女性に見えます」

　一応、生まれたときから私は女性なんだ。

　胡乱な視線を三島さんに向けかけ、気を取り直してニッコリと微笑む。

「そうかそうか、三島さんは残業したいんだね。しょうがないなぁ。お仕事たくさん回してあげる。決算期で経理が大変って言っていたから、その手伝いと……」

　ウキウキして言いかけたら、彼女の片手が慌てたように上がった。

「パワハラ満載なことを言わないでください。珍しいじゃないですか、きっちりカッチリなスーツが多いはずの主任が」

　我が社の規定はオフィスカジュアル。たまにお洒落もするけれど、これでも主任だもの、だいたいはスーツを身につけている。じゃないと、オフィスカジュアルとか言いつつ、たまに新入社員がびっくりするような扮ふん装そうをしてくるから、締めるときに締められるような格好をしていないと。

　ムッとした私に構わずに、彼女はひとりで頷いている。

「サーモンピンクのフィッシュテールスカート、白いフリルつきブラウス、それにキャメルのジャケット。そんなフェミニンな服装は初めて見ます。どこの男を引っかけるつもりですか」

　どこの男も引っかけるつもりはない。

「おかしい？」

　自分の服装を見下ろしつつ首を傾げると、三島さんは容赦なく頷いた。

「髪型がストレートのままなのが惜しいです。帰りに編み込みしましょう」

「そこまで気合いを入れなくてもいいと思う。単に春らしくコーデしただけだから」

　ヒラヒラと片手を振って追いはらおうとしたら、ガシッとその手を掴まれた。

「ダメですよ、主任。やるならとことんやらないと。デートですよね？　そしてデートの相手は例の方ですよね？」

　例の方って、まぁ、例の方をお迎えに行くだけだよ。どうしようか。三島さんってば、なかなかおかしな方向にヒートアップしていない？

　掴まれた手と、キリリって感じに真面目な顔をしている彼女の顔を交互に見る。

「私、編み込みなんて器用なことできな――」

「何を水くさいこと言ってるんですか。私がちゃんと可愛らしく編み込みますから！　心配しないでください」

　思いきり〝デート〟と決めつけてきている。その思い込みが激しくて、別の意味で心配だ。まぁ、終業したら逃げればいいか。

「そろそろ朝礼始まるから。三島さん、手を離して？」

　そう言ったら、唇を尖らせながら離れてくれた。

　今は間違いなく決算期で、経理課が一番大変な中、総務だっていろいろやることが増える。

　気合いを入れて朝礼を終わらせてから指示を出していたら、いろんな人からチラチラチラチラ視線を向けられて、溜め息をついた。

　私が少しばかり女性らしい格好をしているからって、そこまで珍しいものでもないでしょう。やっぱり、こんな服装は選ぶべきじゃなかったかな。

　でも、もしかすると藤宮さんと夕飯を食べることになるかもしれないし、気をつけておかないと、『麻衣子が気にするから』と服を買われそうな気がする。さすがに、毎回のようにプレゼントされるのは問題だ。

　藤宮さんに直接文句を言っても、彼には普通に聞き流されるし、困っちゃうんだよね、こっちとしても。夕飯にならなきゃならないで、この服装は単なる気分ってことで。気分転換は必要だよね……って、私は誰に言い訳をしているんだ。

　そう思って苦笑した。

　とにかく、約束したんだから迎えに行く。その前に仕事だ。

　日常業務は単純なものだとしても、放っておくとどんどん増えていくから、しっかりとミスがないようにしないと！

「主任。顔が怖いんですが」

　小さくかけられた声に、冷たい視線を返す。

「三島さんはもう少し、年上を敬うことを覚えようかな？」

「え！　私はちゃんとわきまえてます！」

　三島さんがそのセリフを言うと、すっごく白々しい言葉に聞こえる。わざとらしいくらいにオーバーリアクションで悲しい顔をする彼女に、気がつけばまわりの子たちもクスクス笑っていた。




　アットホームはいいけど、これはこれで問題かな。

　昼休憩に入るなり、三島さんに腕を掴まれてグイグイ引っ張り出された。

　彼女いわくランチのお誘い。ランチに行きましょうとは言われていないのに、彼女の中ではそういうことらしい。

　水色の壁紙が目に優しいのか優しくないのか。店内のあちこちにアメコミ的なイラストのポスターが貼られていて賑にぎやか。何となくアメリカンダイナーっぽい雰囲気。かかっているＢＧＭもオールディーズのロックだ。

「ここの日替わりランチ、毎日違ってて美味しいんですよ！」

　ニッコニコの三島さんに、メニューを斜めに見ながら首を傾げる。

「毎日違うと、食べられないものが出てきたときに困る」

　ランチタイムは仕事中の唯一の憩いの時間。好きじゃないランチが出てきた日には、がっかりしてしまう。

　すると、三島さんはメニューを指差しながら苦笑した。

「定番メニューもありますって。主任って、冒険心はないんですか。毎日毎日同じだと飽きちゃうじゃありませんか」

　冒険心か。十代、二十代の頃はあったかもしれない。

　昔は新しいものや出来事にワクワクして、それを楽しんでいた。失敗しても次があるからって挑戦して、そのうち失敗しなくなると次の新しいことに挑戦して。

　いつからだろうなぁ。挑むようなことはやめちゃって、間違えないように、少しずつ少しずつ慎重に行動するようになったのは。

　選択を間違えないように、危ない橋は渡らないどころか、いつからか近づくこともやめてしまった。

「私は日本人だから。石橋を叩いて渡るという古きよき文化を大切に守ろうかと」

「そんなものは保護団体に任せてください」

　彼女が真剣な表情で言うものだから、思わず吹き出した。

「わかった。任せることにするね」

　昨日の飲み会は、思っていた以上に私と三島さんの距離を近づけたらしい。

　そんなことを考えていたら、ウェイターがお水とおしぼりを持ってきてくれた。私は昔ながらのオムライス、三島さんは日替わりランチを頼んでひと息つく。

「で？　今日も私が奢ればいい？」

　ニヤニヤと三島さんを見ると、彼女は〝失敗した〟とでもいうように顔をしかめた。

「ランチじゃなくて、ステーキセットにすればよかったです」

「ちゃっかりすぎるでしょ。肉がそんなに好きなの？」

　呆れたように言うと、彼女は重々しく頷く。

「普段は質素です。実家ならそこそこ食べますよ。でも、近所のスーパーのお肉って、ちょうどいい量で売ってないんですよね～」

「いきなりプライベートな話だね。てか、三島さんも自炊するんだ？　私も自炊派。コンビニで買って食べるときもあるけど、味つけが濃く感じちゃうことが多くって」

　なぜかおばちゃんくさいことを言いながら、水を飲んだ。

「その手料理を、藤宮部長に振る舞いました？」

　唐突に言われて、水を吹き出しそうになる。

「な、何なの。あなたは私が何か飲んでいるときに話しかける癖もあるわけ？」

「そんな癖はありませんよ。だって主任、今日はお洒落してるから、デートかなって思ったんです。付き合ってないとか言いつつ、デートはするんじゃないですか」

　じっと見つめられて、ぶんぶんと首を左右に振った。

「デートなんてしないよ！　単にお迎えに行くだけだから」

　言った瞬間に、ニヤリと笑う三島さん。思わず身を引くと、彼女は晴れやかに笑い出す。

「本当、主任ってそういうところ、馬鹿正直で可愛いですよね。話をはぐらかしてるのかと思えば普通に答えるし。今日は主任がお迎えに行くんですね？」

「……お出迎えが嬉しいんだって。それに、バラの花をくれたお礼はそれでいいって言うから」

　渋々白状すると、三島さんに驚いた顔をされた。

「昨日の今日でそんな話に!?　飲んでたときには何も言ってなかったじゃないですか。いつ藤宮部長と話をしたんですか」

　えーと。昨日のその後の話です。

　何となく言いにくくてもじもじしていたら、三島さんがぐっと身を乗り出す。

「藤宮部長って、どういう人なんですか？」

「どういう人……って、鶴川さんに聞いていたんじゃないの？」

　キョトンとすると、彼女は軽く指を左右に振った。

「パッケージは聞いてますよ。キラキラしまくりの経歴と生い立ちですよね」

　まぁ、藤宮重工の後継者で、出会った当初からしてガンガン出世街道を歩んでいたエリートコースまっしぐらな人だ。

「興味あり？　それなら今日、お迎え行くのについてくる？」

　ついてきてくれるなら嬉しいかも。

　ワクワクと期待しながら聞くと、とても嫌そうな顔をされる。

「行きません。でも興味はありますよ。孤高の花とか、絶対零度の女とか、般はん若にゃ斎藤とか、オヤジ女とか言われてる主任を、ここまでふにゃふにゃにしてるんです。どんな手管を使ったのか知りたいじゃないですか」

　それはどういった評価なの。別に孤高を貫いているつもりはないし、絶対零度とか、そんな冷たい女になったつもりもない。てか、般若斎藤ってどういう意味。

　でも、オヤジ女と呼ばれてしまうのは反論できない。ガサツな上に口は悪くて、態度は大きいもんね。

　しばらく考えてから難しい顔をした。

「冷静に考えてみたら、それはほとんど悪口じゃない？　だいたい、ふにゃふにゃって何。そんなクラゲみたいなものになったつもりはないよ」

「どうしてクラゲになるんですか、いいとこスライムですよ」

　持ち上げたらドロドローンと流れて落ちていく、アメーバ状のものを想像する。

「もっとわからないから。三島さんの中で私の認識はいったいどうなっているの」

「カッコいい先輩です」

　きっぱり言われて、困惑した。

　普通に褒められた。これは間違いなく褒められたんだろう。正直、嬉しい。でも、その前の言動からこれって、どう反応していいものか迷う。

「あ、ありがとう……？」

　戸惑いながらも返事をすると、三島さんは楽しそうな表情で頷いた。

「絶対零度の女、般若斎藤、オヤジ女は、どちらかといえば負け犬の遠とお吠ぼえですから気にしなくても大丈夫ですよ」

　そう言って、三島さんは意地悪そうな笑顔を浮かべる。

「単に、主任に一刀両断に断られた男どもが好き勝手にのたまってるだけです。総務部内の人からは、ヤンチャな妹分から姉御とさまざまですが、概ね尊敬されてます。何しろ先輩社員を差し置いて主任になってますから、少しはやっかみもありでしょう」

　主任になったのは二十五歳のとき。当時は先輩たちを差し置いて主任になったから、ドキドキハラハラした。今じゃそんな初うい々ういしい時期もあったなーって思い出だよね。

　それにしても三島さんは、本気で歯に衣着せないで話を振ってくる。可愛い顔して度胸があるっていうか、逆に尊敬に値するかもしれない。

「でも、そこまで言われてるはずの主任を、いきなり現れた本社の部長が翻弄してるんですよ。どんな馬の骨ともわからないのに、気になるじゃないですか」

　翻弄……。確かに翻弄されているかもしれないな。

　何しろ藤宮さんは唐突に行動に移してくるから、『ん？』って思っている間に、気がつけばいろんなことになっている。

　それよりも……気になることがひとつある。

「それはそれとして、記憶が正しければ、三島さんは藤宮さん推しじゃなかった？　今朝は一番にからかってきてくれたし、私は昨日の夜に、付き合って貢がせればいいとか言われていた気がするんだ？」

「マジモードとは違うんですよ。からかうと主任は楽しいですが、こんなお洒落してるってことは、主任も真剣なのかなって考え直したんです」

　私が真剣？　ううん。それは違うはず。

「この格好は、お迎えの後で夕飯を食べに行くかもしれないからだよ。藤宮さんとご飯を食べに行くと高級感の漂う店に連れていかれるし、そんなところに普段と変わらないスーツだと私が恥ずかしいじゃない」

　大人としてのＴＰＯは大切だと思う。それに、身だしなみも大事だ。

「気にしているのがバレると、彼は有無を言わせずに服から小物までプレゼントしてくれちゃうから、予防……予防なの！」

　必死に言い募ってみたところ、三島さんは呆れた顔をして無言になった。

　あれ？　私は変なことを言った？

「お待たせいたしました～」

　考えていたら、間延びした軽い声が聞こえ、頼んでいたオムライスがテーブルにコトリとのせられる。三島さんの前にも、今日の日替わりランチらしいロコモコ風料理が並べられていた。

「ごゆっくりどうぞ～」

　店員さんののんびりした声の後、営業スマイルが見えなくなると、ガシッとスプーンを持つ。

「とにかく、お昼にしよう。昼休憩は一時間しかないんだから」

　宣言するようにしてオムライスにスプーンを入れると、彼女のクスクス笑いが聞こえてきた。

「しっかり貢がれてますね～」

　気を取り直したようにランチを食べ始める三島さんを睨む。その発言には、意義ありだ。

「好きで貢がれているわけじゃないから。文句を言ったら〝覚えておく〟とか言われるだけで、絶対に直すつもりないよ、あの人」

　それは確信している。覚えているだけで、次回はしないようにするとは言わないんだから。

「いいじゃないですか、貢がせておけば。藤宮部長が勝手に貢いでるだけで、実害なさそうです」

　藤宮さん本人も『実害はない』って言っていたけど、実害はあるんじゃないかな。主に藤宮さんのお財布事情に。

「些細なものなら私も〝ありがとう〟って言えるかもしれないのに！　藤宮さんって何を考えているかわからない」

　もしかしたら、藤宮さんの経済力の中では些細なことなのかもしれない。それでも、その可能性に甘えてはいけない気がする。

「案外、主任のこと、しっかりわかってるんだと思いますよ。どちらかというと主任って律儀なところがありますから、プレゼントされたらお返ししなくちゃ！とか、なりますもんね？」

　ニヤニヤされて手を止めると、真剣な表情で彼女を見た。

「それならあざといよね。どう思う？」

「通常のやり取りじゃないですか？」

　あっさり言われて、がっかりしながらオムライスを口にした。

「そうなの？　それが普通なのかな」

「そーですね。相手をどうしても手に入れたいなら、あざといくらいの手練手管は使いますよ。女性だって一緒です。相手に綺麗だね、可愛いねって思われたいから化粧も服装も気を使います」

「そうだったかなー……」

　私が奏斗と付き合っていた当時も、奏斗に『可愛いね』って思われたいからなんて理由はなくて、ただ着たいものを着ていた気がする。

　今は身だしなみの一部としてメイクもするし、年齢的にもしないとヤバいからする。それなりにお洒落を楽しんではいても、誰かに〝個人的にどう思われるか〟は重要じゃなくて、社会人としてその場に合うようにしようという意味合いが強い。

「服装の基本はそれが着たいから。でも相手がいたら、少しは相手にも合わせるものでしょう。相手の好みなら、裸エプロンも喜んでするかもしれません」

「え！　三島さんはそんなことするの!?」

　それはかなりの勢いで引く！

　ギョッとしたら、冷たい視線を返された。

「私は断固拒否しますよ。それでも自分の好みだけを強要してくる関係なら、その人とは縁がないんです。努力はしますが、押しつけられるのはうまくいかないです」

　心底ホッとした。

　まあ、厳しいようでも、歩み寄りは大切だよね。

「私、きちんとお断りしているんだけどなぁ」

　スプーンを口に当てながらしょんぼりすると、クスクスと笑われた。

「粘り強い方なら、粘り強くお断りしないと通じないときもありますよ」

　こともなげに言われて、顔をしかめる。

　五年前、藤宮さんは私にひと目惚れをしたらしい。ほとんど諦めていたところに再会してしまって火がついたそうだ。

　もしかして、私も五年くらい断り続ければ、藤宮さんも諦めがつくんだろうか。




　時刻は仕事もとうに終わった夜二十時過ぎ。約束通りに空港まで迎えに来た。

　到着ゲートから出てきた人たちは足早にすれ違っていく。早く目的地に向かいたいんだろうなと結論づけて、その流れに逆行している。私と同じ方向に向かう人は時間的に多くないのかもしれない。

　考えてみれば、『来てほしいな』ってお願いされたって、迎えに来る必要はないんだよね。

　バラのお礼は、何も藤宮さんの希望のままにしないといけない理由もない。

　そんなことを思いながら歩き続け、次第に難しい表情になっていく。

　だいたい私は彼に対していろいろとお断りしまくっている。そんなことをしているくせに、こんな行動は何か違うんじゃないかなって感じてきた。

　だって藤宮さん、将来は誰かと結婚するつもりなんでしょう？　三十歳を過ぎて、私に構っている暇もないんじゃないのかな。

　男性と女性じゃ、一般的な結婚適齢期は違うかもしれない。でも、二十代の頃よりも焦らないといけないのが三十代じゃないの？　男性にもタイムリミット的なものがあると思う。

　うだうだ考えていても始まらないし、どうしようもない。今日は帰ってしまおうか。

　一瞬立ち止まりかけて、首を左右に振ると、また歩き始める。

　約束したことは破りたくない。そもそも約束は守るものだ。

　かといって三島さんいわく〝デートっぽい服装〟でお出迎えなんかしちゃったら、もっとダメっていうか。

　違うんだ！　この服装は藤宮さんに対してのプレゼント予防であって、気分ウキウキでデートを楽しみにしている乙女心のなせる技ではないんだ！　私は私の……主に心の平安を保つために着ただけだから！

　頭をかきむしろうとして手を止めた。

　せっかく三島さんが結ってくれたのに乱すのは申し訳ない。いいよって言ったのに、編み込んでくるりんぱにしてくれたし、こんな凝った髪型を直す器用さは私にはない。

　とにかく落ち着こうか。

　深呼吸をして立ち止まると、気がつけば到着ロビーの外れまで来ていた。

　きっと藤宮さんは帰国しているから、お迎えをして、さっさと帰ろう。『おかえりなさい』って言って、それで義理は果たされるはず。飛行機を降りて、荷物を取って、出てくるまで時間はまだあるだろう。

　そう思って、来た道を戻ろうと振り返ったら、何とも複雑そうな表情の藤宮さんと末松さんが数歩離れたところに立っていた。

「何をしているんだ、麻衣子？」

　藤宮さんは訝しいような、不思議そうな複雑な表情のまま、私に近づいてくる。

　何って、一応はあなたを迎えに来ています。

「えーと……」

「何度声をかけても無視して、素通りして行ってしまうから驚いた」

　そりゃあ驚くね！　迎えに来ているはずの人が、声をかけているのに目の前を素通りしていくとか、めちゃめちゃシュールだったよね！　そんなところを見られていたとか、かなりの勢いで恥ずかしいんですが！

「ちょ……ちょっと、考え事をしていたんです」

　藤宮さんは目の前まで来て立ち止まると、小さく笑った。

「そのようだな。赤い顔が可愛い」

　言いながら、手の甲を使って私の頬を撫で上げる。

「迎えに来てもらうのは、やっぱり嬉しいな」

　迎えに来られたのは私のような気がしないでもない。

「は、早いですね。荷物を取りに行ったりとかはしなかったんですか？」

　荷物を預けていたなら、それを待って出てくるから、ロビーに来るのはもう少し遅くなると思っていた。

　見てみると、藤宮さんはレザータイプのアタッシュケースを持っているだけだし、末松さんも似たようなものだ。

「日常品などの荷物は向こうから送った。最低限のものはこの中に入るから。それに、荷物を持ち帰らなくては気が済まない性質ではないからな」

　微笑む藤宮さんを、瞬きして見上げる。

　荷物は絶対に持ち帰らないと気が済まないっていうか、持ち帰るものだと認識していたよ。考えてみれば、送ることももちろんできるよね。

　無言でいたら、藤宮さんは楽しそうに私を見下ろしていた。

「今日は、ずいぶん可愛らしい格好だ」

「あ、ありがとうございます。夕飯がどっちになるかわからなかったんで……」

　そこまで言ってから、まだ挨拶らしい挨拶もしていないことに気がついた。

「おかえりなさい、藤宮さん。ロスからニューヨークなんて大変でしたね。って、ひゃああ!?」

　急に腕を引っ張られて、飛び込むような形でボスッと彼の胸に顔をうずめた。そのまま抱きしめられて、あわあわと両手を動かして身体を離そうと試みる。

「あ、あの！　末松さんが見ていますから！　人前で何をやっているんですか！」

「末松は気にしないよ」

　絶対に気にするでしょう？

　そう思って、身をよじりながら末松さんの方を見ると、とても呆れたような視線とぶつかった。

「気にしないどころか、呆れていますから！　離してくださいって！」

「……嫌だ」

「実力行使に出ますよ！　殴ってもいいんですか!?」

　それも嫌だったのか、渋々ながらも離れてくれた。

「何なんですか、急にこんなこと……」

「急でもない。何と言えばいいのか、抱きしめたくなった」

　そんな理由で抱きしめられたら、こっちはすっごい困惑する。

「突拍子もないことを言う人だとは思っていましたが、行動まで突拍子もないと、どう対応していいのか迷います」

「こう見えて、かなり考えてから行動しているんだが。晩飯はどうする？」

　あ。ご飯になりそうかな？

「もう夜も遅いですし、軽く食べられるものにしましょうか。帰国されて時差ボケもあるでしょう？」

「それほどひどくはない。ニューヨークからなら十三時間程度だから」

　半日違えば、昼と夜がおかしいことになるんじゃないかな。それとも藤宮さんは慣れているんだろうか。

　ぼんやりしていたら、バッグの中から聞き慣れた着信音が鳴った。

「わっ。あの、ごめんなさい。藤宮さんとすれ違ったらまずいと思って大音量に……」

　鳴り続けるスマホを手に取って画面を見ると、藤宮さんが眉をひそめて口を開く。

「和志……？」

「弟です。って、何で勝手に人のスマホを覗き見ているんですか」

　咎めるような声に、藤宮さんが戸惑ったような様子を見せる。

「さすがに、目の前に見えるように出されたら見るだろう。出なくてもいいのか？」

「あ。じゃあ、失礼します」

　母さんじゃなくて、和志からの連絡は珍しい。何だろうと思って画面をタップした途端……。

『姉ちゃん、出るのおせぇよ！』

　いきなり怒鳴りつけられてムッとした。

「仕方ないでしょ！　出られないときだってあるんだから」

『この際どうでもいいから、早く病院に来いよ！』

「早く病院にって、何！　え。いや……病院？」

　本当にいきなりすぎて、話についていけない。

　いったい何がどうして病院？

「和志、病院って何。誰がどうしたの。ちゃんとわかるように説明しなさい」

『俺もまだ着いてないから、詳しいことはわかんないよ。おやっさんが、親父が工場で倒れたって言うから』

　よほど慌てているのか、わかるようでわからないことを言う。

　連絡が来て、和志は急いで病院に向かっている途中。この子の言う〝おやっさん〟は工場のおっさんたちの誰かだろう。で、父さんが倒れたってことだね。

　深呼吸をしてから、スマホを握りしめた。

「父さんが……って、母さんに連絡はした？」

『したよ！』

「なら、美夜ちゃんとりゅうちゃんは？」

『美夜は俺の隣で運転してる。りゅうは美夜の実家に預けた。だから、まだ病院に着いてない。どうしよう、姉ちゃん。親父がいなくなったら俺はまだ半人前で……』

　泣き言を言い始めた和志にイラッとした。

「あんたねぇ！　まだ状況もわかってないのに、グダグタ言ってんじゃないの！　半人前までいけてれば上等よ。とにかく、今はハッタリでも何でもかまして、あんたがしっかりしないでどうすんの！　男でしょ！」

　悲鳴のように泣き言を続ける和志から、どこの病院に搬送されたか聞き出すと、通話を切った。そして、目の前の藤宮さんを見上げる。

「わかった。今、末松が車を取りに行っている」

「はい？」

　真顔のままでスマホを握りしめ、少しだけ間の抜けた声を上げる私に、藤宮さんは真剣な顔をして頷く。

　何をわかって、車を取りに行っていらっしゃる？

　というか、末松さん、どこー？

「それで、どこの病院だ」

　あ。これはまさかの送ってくださる感じなのか。

「送ってくださるつもりなら結構です。帰国したばかりでご飯も食べていないのに、いけません」

「うん。しっかりしている様子だが、見た目ほど落ち着いていないだろう」

　まるで〝安心しろ〟というように、ポンポンと軽い感じで頭を叩かれて、藤宮さんを見つめる。

「あのときも大丈夫と言いながら、麻衣子はホテルを出るまで五回も壁にぶつかりそうになったんだ。危なくてしょうがないから、吉田さんは麻衣子を家まで送っていったはずだよ」

　真剣な眼差しのまま、優しく言われてキョトンとした。

　覚えていない。吉田さんが出てきているから、きっとそれは五年前のことだろう。だけどそんなことは記憶から抜け落ちてしまっている。

　呆然としていたら、藤宮さんが私の手からスマホを取り上げ、いきなり歩き出したからギョッとした。

「ふ、藤宮さん!?」

「取り返したかったらついておいで。麻衣子は強情で、たまに困る」

「いいえ、困るのは私の方ですから！」

　慌てて彼を追いながら、私は大きな声で騒いでいた。




　病院の駐車場に到着するなり、藤宮さんに手を繋がれて走り出す。

　本当なら面会時間も終了の時間。時間外出入口から入り、警備員さんに言われるまま受付で名前を書いて、来館証をもらう。

　それから急いで自動ドアを抜けようとして、寸前で藤宮さんの腕に阻まれた。

「麻衣子、よく見て歩け。ここは自動じゃない」

　その言葉とともに、彼はガラスのドアを押してくれる。

「あ、ありがとうございます」

「慌てるのは理解するが。深呼吸しようか」

　そう言われながら、また手を繋がれてエレベーターまでエスコートされる。

　和志から聞いていた病室がある階のボタンを押し、ドアが閉まって……それから、繋がれた手にハッとした。

「な、何で藤宮さんがいるのっ!?」

　驚きすぎて、敬語も何もかもぶっ飛んだ私を、藤宮さんはまじまじと見つめ返してくる。

「……うん。麻衣子は時間が経てば経つほどパニックになるんだな。覚えておく」

　それは忘れてほしい。

　いやいや、そうじゃなく。送ってくれるのはありがたいけど堂々とついてくるって。

「藤宮さん、これ以上は本当に悪いので、帰ってください」

「俺の心の平和のためにもついていくだけだ。今の麻衣子は壁に突撃していきそうで」

　……ガラスのドアに突撃しかけただけに、何も言えない。

　だって、状況がわからないからいろいろ考えてしまう。父さんに何かあったら、どうしようかって思う。

　和志は〝半人前〟なんて言っていても、工場のおっさんたちからすると〝まだまだひよっこ〟だろうし。

　事務的なことは母さんがいるから問題ないとはいえ、実際は父さんが工場を回しているのは間違いない。

　考えたくない。でもいざとなった場合は、万一のことも考えないといけない。

　跡継ぎじゃないからって、工場のことは和志に任せ、私は家業とは関連のない会社勤め。だけどその和志が慌てていたから、ここは〝長女である姉〟として頑張らないとって思うけど、何をすればいいのかわからない。

　それに、父さんがいなくなっちゃうとか、あり得ない！

　頭の中で『どうしたらいいんだろう』という言葉がぐるぐる回るだけで、答えなんて見つからなくて。

　エレベーターのドアが開いて、藤宮さんに手を引かれるままに降りる。そのまま動けずにいたら、彼が私の手の甲を親指で撫でてきた。

「手が冷たいな」

　小さく呟かれて、繋がれた手を無言で見下ろす。

　藤宮さんの手は温かい。心地よい温もりが優しくて、意味もなく泣きそうになってしまう。

「今は黙って俺に支えられていろ。まずは先に安否確認だろ？　確認してから、状況を見て盛大に取り乱せ。危なかったら俺がどうにかしてやる」

　何だか妙に上から目線なことを言われている。

　そう思ってチラッと藤宮さんを見上げると、まっすぐな視線と目が合った。

　いつも通りの真面目な表情。変わらない彼に、どこか安心している私がいて驚いた。

「わかりました。慌てて騒いだら、助けてください」

「了解だ。全身全霊で助けてやる」

　そんなことを、キリッとしたままで言われるから笑ってしまう。笑うと少しだけ余裕ができて、歩き出せるようになった。

　静かな病院内をゆっくり進むと、廊下をうろつくおっさんたちが見える。

「麻衣子ちゃん。来たか」

　ひとりが私に気がついて、そして複雑そうな顔になって黙り込む。

　やっぱり、父さんの容態は悪いんだろうか。

「遅くなりました。父さんの容態は……？」

　近づいておそるおそる声をかけると、病室から母さんが顔を出した。

「あら～。あんたまで来たの？　シゲさん、あんたったら大げさに伝えたんでしょ。まぁ、廊下じゃなんだから、入りなさいよ」

　そんなことをあっけらかんと言うから、瞬きを返してしまった。

　少し混乱しながらもそのまま病室に入ると、微妙な笑顔の美夜ちゃんと、怒ったような和志の姿が見える。

　それから拗ねたように唇を尖らせて、いかつい顔をしょぼくれさせている父さんがベッドに横たわっていた。

　これはどういうこと？

「朝、コンビニおにぎりで済ませるって言うから、血圧の薬を持たせたのよね。それを飲み忘れたらしくてねぇ。工場で酒盛りのついでに、夕方の薬と一緒に飲んだらしいの」

　笑いながら話す母さんにポカンとして、それからバツが悪そうな父さんをじっと見つめる。

「お酒を飲んでいるのに、薬を増やして飲んだでしょう？　血圧が一気に下がっちゃったらしくって、貧血っぽくなってこの有り様よ～。馬鹿よね～」

　カラカラと笑う母さんに、布団に潜り込んでいく父さん。

　つまり、薬の過剰摂取。とりあえず命に別状なし。

「ば……っ！　むぐ、むが！」

『馬鹿じゃないの！』と叫ぼうとしたところで、背後から口を塞がれた。

　顔だけ振り向かせて見上げると、藤宮さんが私を羽交い締めにしながら、口を押さえている。

「まぁ、麻衣子。ここは病院だから大声はやめような？」

　苦笑する彼に、言いたいことがあるんだ、とめいっぱい目で訴えた。

「うん。お前はとても好戦的だし、たくさん言いたいこともあるだろうが、とにかく叫ぶのはなしだ」

　オッケー。大きな声は出さないよ。それならいいでしょう？

　小首を傾げてみせると、藤宮さんはふっと笑って手を離してくれた。

　そして父さんを振り向いて息を吸い込んだとき、先に和志が口を開く。

「姉ちゃん、その人は誰。どうして当然のように姉ちゃんを抱きしめてんの？」

　口から手を離してはくれたけど、藤宮さんに羽交い締めにされたままの私。

　そっと室内を見回すと、ワクワクした様子の美夜ちゃんと、ちょっぴり剣呑な顔をしている和志。

　チラッと横目に見えるのは母さんのニコニコ笑顔。父さんは布団を引きかぶりながら、そっと様子を窺っている。

　えーと。これは、私の弁解の方が先なのだろうか。何て説明すればいいんだろう。

　誰か教えてほしい。切実に。
















流れる時間は止められない













　一応、『いい機会だから』と医師に勧められるまま、血圧以外の病気も調べるために数日検査入院となったうちの父さん。

　最初はひとり部屋だったのに、ベッド代がもったいないって母さんが言い始めて、すぐに空いた五階の四人部屋へ移った。

　エレベーターを降りてナースステーションの前を通り過ぎ、廊下の突き当たりの部屋を入って右手側、奥の窓際のベッドに今はいるはず。

　どうせ父さんのことだから、横になってテレビでも観ているんだろうな。

　そんなことを思いつつ、休日前のゴタゴタした仕事を終わらせて、お見舞いにやってきた。

　手前にいる同室の患者さんたちに挨拶しながら部屋に入ると、カーテンの向こう側、窓辺になぜか豪華なフルーツ入りのカゴが見える。

「あれー。誰かお見舞いに来て……」

　そう言いながら近づいて、カーテンの陰にいる人を見つけて固まる。

「おお。よく来たな、麻衣子」

　数日前に倒れた人とは思えない元気な声を上げるのは、父さん。

「お疲れさま。遅かったな。俺の方が早かったみたいだ」

　そう言って、微かに笑っているのは藤宮さんだ。

　当然のように言っていることが、普通におかしいよ。

　赤の他人様であるあなたが、いて当たり前みたいに、うちの父親の病室に単独でいるのって、どう考えても妙だから。

　そもそも藤宮さんは変だから、ここは気にしちゃいけないのかな。

　目を細めて彼を見ながら、小さく溜め息をついた。

「藤宮さん……あなたは何してるんですか」

「お見舞いだが」

　そりゃそうだよね！　病院の病室に遊びに来たって言うのなら、もちろん叩き出すところだ。

「そうではなくてですね。どうして私の父親の見舞いに、あなたが来るんですか」

　私が知らないうちに、藤宮重工と、うちの工場で取引でもあるのかな。それならそれで納得するだけ。

　考えながら、畳まれたパイプ椅子を出していたら、藤宮さんは小首を傾げながら爽やかに微笑んだ。

「麻衣子の父君のお見舞いだ。するのは当然だろう」

「ですから、どーしてそう、誤解を招くような言い方をあなたはするんですか！」

　声を荒らげると、父さんと藤宮さんに同時に〝しーっ〟というように人差し指を唇に当てて、嗜められる。

「ここは四人部屋だ。見舞い客は声を少し抑えろ。他の人に迷惑だろう。それに痴話ゲンカは犬も食わないぞ。やりたいなら病院の外でやれ」

　父さんに、いかつい顔をしながら説教された。

　あああ、だから違うんだって。この間から今日まで、藤宮さんは会社の本社の人で、一応上役に当たるんだって言っても聞いてくれない。

　さすがに昔のネタ……私と奏斗と、藤宮さんと元婚約者さんのいざこざを言うつもりもないし、詳しいことは省いて説明するしかなかったから仕方がない。

　余計に〝照れて詳しいことは言いたくないんだよねー〟的な雰囲気になってしまい、母さんには『ペンダントをくれた彼氏ね』とからかわれ、和志には無言で顔をしかめられ、美夜ちゃんには『義姉さん、頑張って』とよくわからない声援もいただいた。

　あの日いた工場のおっさんたちにも、好奇心いっぱいの顔をされる始末。あの人たちもきっと誤解している。

　もう面倒くさいからそのままにして、『別れたんだよねー。あははは』とか、後でごまかせばいいかな。

「藤宮さん、特に重病でもないので、仰々しくお見舞いなんていいですよ。そもそも念のための検査入院ですし。それでなくてもあなたは出張とか仕事とか、下っ端の私と違って忙しいんですから」

「下っ端といっても、麻衣子も総務部の主任だろう？　それに、話をしていると楽しいし、勉強にもなる。お前のお父さんは根っからの技術者……ではなく、職人だな」

　そう言われてチラッと横目で父さんを見ると、満更でもない表情をしている。父さんは昔から社長とか技術者と言われるよりも、職人と言われるのを好むから。

　いつの間にうちの親父のツボを心得ているんだ、あなたは……。

　でも本当に話は合うみたいで、藤宮さんと父さんは笑いながら専門的な機械技術の話を続けていた。正直、私は何となくしか理解できないし、和志はそんな話は実地で覚えるからってあまり聞いてくれないだろう。工場のおっさんたちも似たようなものだし。

　ただ誰かと技術的な話し合いをするってことは、父さんにとっては嬉しいのかもしれないなぁ。




　しばらくして、面会終了時間になってからふたりで病室を後にした。ナースステーションを通り過ぎるときに、ペコリと頭を下げる。

　終了間際のギリギリの時間だからか、誰もいないエレベーターに乗った。

「ありがとうございます。うちの父は楽しそうでしたが、あんな技術的な話なんて疲れたでしょう？」

「いいや？　新しい重工業の技術の話なら、藤宮の人間としてもためになるよ」

　本当に勉強になったんだ。父さんも捨てたものじゃないのかも。

　誇らしげにしたら、藤宮さんは優しく微笑んだ。

「麻衣子。今日は電車か？」

「そりゃそうですよ。免許はあっても、車は持っていません。藤宮さんは車ですか？」

「駐車場に停めてある。ところで明日は土曜日だな」

「そうですね……」

　何かを言いたそうな表情の藤宮さんに気がついて、彼を見上げる。

「何かありましたか？　私がいない間に、父がおかしなことでも言いました？」

「おかしなことか。麻衣子が小さな頃のエピソードを聞いたかな。おかしかったと言えばおかしかったが、ちょっと怖かった」

　どうせ失敗談でも話したんだろう。でも、そんなことは聞いていない。

　というか父さんは、何を藤宮さんにチクったんだ。無事に退院したら、絶対に締め上げてやるから。

　そんな剣呑なことを考えていると、眉間にしわを寄せた私の顔を見ながら、藤宮さんはふっと笑う。

「今日は少しくらい、夜更かししてもいいだろう？　ドライブに行かないか？」

　唐突なお誘いに、眉を上げた。

「ドライブが好きなんですか？」

「高速をただ流しているだけでも好きだな。夜だと昼間とは違う景色が見える」

　違う景色か。最近、違う景色ばかりを見ている気がする。藤宮さんに付き合うと、私ひとりでは行かないようなところに連れ出されるから。

「いいですよ。でも、コンビニでおにぎり買ってもいいですか？」

　会社から直で来たから、何も食べていないんだよね。

　エレベーターを一階で降りて、自動ドアを抜け、勝手に駐車場の方へ向かい始めると、藤宮さんが首を傾げた。

「腹が空いたなら、何か食いに行くか？　今日は末松がいないから酒は飲めないが、どこかで……」

「藤宮さんもお腹空いてますか？　んー。でも、今からだと居酒屋とか、そんなところしか空いていないんじゃないですかね」

　というよりも、コンビニのおにぎりでいい。少し疲労の溜まった身体には、下手にレストランとかで緊張するのは遠慮したい。

「コンビニの梅おにぎりが食べたいです。藤宮さんもそうしましょう。あ、もしかしてコンビニおにぎりとか食べたことないですか？」

　御曹司ならそれもあり得そう。

　そう思ったけど、めちゃくちゃ呆れた顔をされた。

「あのな。俺だって学生時代があるんだ、今どきコンビニも利用しない人間がいるか？」

「だって藤宮さん、いつもグレードの高いところばっかり行くし、学生時代もセレブリティな生活をしていたような気がしたんで」

「確かに馬鹿みたいな金の使い方をしていた人間もいるが、そんな金銭感覚で、そのまま社会人になったら危ないだろう。ただ……ファストフードは食べたことがないな」

　それはもっと珍しい。コンビニおにぎりは知っているのに、ファストフードは知らないって言うの？

　一般的に、学生時代に網羅していておかしくない食べ物じゃないのかな。私の認識不足だろうか？

「では、ドライブ気分のまま、ドライブスルーしましょうか。ワクワクしますね」

「車を降りないで買い物できるんだな。どちらかといえば不安しかないが。こっちだ」

　そっと腕を掴まれて方向転換させられる。そこに白っぽいスポーツカータイプの車があった。

「あれ。いつもの車と違うんですね」

　いつもの車は黒だったような気がする。

「あれはどちらかというと社用車だな。これは俺個人の車」

「ああ。そうなんですか……」

　そうそう何台も車なんて持っていないでしょ。自慢でもなくさらっと嫌味なく言えちゃうところが、彼は〝御曹司〟なんだなーって認識する瞬間だよね。

　助手席のドアを開けてもらって座ると、嬉しそうな藤宮さんを見つけてしまった。

「嬉しそうですね」

「そうだな。俺はどうも誘うのが下手らしいから。デートに誘って、すんなり来てくれるのはとても嬉しい」

　そういうものなのかな。

　クスクス笑いながら私がシートベルトをつけると、藤宮さんは助手席のドアを閉め、ぐるりと回ってきてから運転席に乗り込んでくる。

「どちらかというと、諦めたって言い方が正解ですね」

「何をだ？」

　訝しむようにしている表情が見えて、小さく肩を竦めた。

「藤宮さんに何を言っても、好きに動くんだろうなぁとか。たまにどうしようってなっても、決定的に嫌なことをされているわけでもありませんし、別に邪険にするほど迷惑じゃないって気がつきました」

　それに認めたくはないし、藤宮さんに言うつもりもないけど、私自身、彼とのやり取りを楽しんでしまっている。

「それはいいのか悪いのか……わからないな。麻衣子はどこかいつも他人事のようにして流されているようにも感じるから」

　そうかもしれない。だって、頑張って対立するよりは、合わせていく方が何も考えなくていいし、衝突も少なくて済むでしょう？

　こういった考え方は、誰でもするものだと思うな。それとも、あまりする人はいないのかな。感情がないわけでもないけれど、私は他の女性の反応と何かが違うというのは、わかってきたのかもしれない。

　難しい顔をしながら考え始めると、藤宮さんはエンジンをかけた。

「今はそれでよしとしておこうかな。とりあえず麻衣子、ナビを頼む。どこのドライブスルーに行けばいいんだ？」

「私だって、この辺りのファストフード店がどこにあるのかは知りませんよー」

　言いながら、シートに身を預ける。

「ドライブスルーがなければ、看板を見つけ次第、その店に入って買っちゃいましょう。せっかくのドライブなんですし、テイクアウトして車内で食べるって、きっと楽しいですよ」

　邪気のない笑顔を向けると、胡散くさそうな視線を返された。

「何だろう。麻衣子が何か企たくらんでいるような気がするのは気のせいか？」

「人聞きの悪いことを言わないでください。善意はないのかもしれませんが、藤宮さんの人生初のファストフードの感想を知りたいだけですって」

「悪意がないだけ、マシだと思っておくかな」




　そうして車が動き出し、最初に見つけたファストフード店に突撃した。

　お互いに紙コップのコーヒーとフライドポテト、私は季節限定のオリジナルハンバーガーを、藤宮さんは肉厚ジューシーと銘打ったハンバーガーを頼んで、車に戻ると、ほんのちょっぴりだけ遠出する。

　以前は船上から通り過ぎた、七色のブリッジが見える駐車場の端に車を停止させた。たぶんここもデートスポットなんだろう。

　買ってきた紙袋を開けると、ポテトを揚げた油のにおいが車内に広がって、「においが充満しちゃいますね」と笑い合ってから食べ始めた。

「これはこれでうまいものだな」

「おお。まさかの美味しい発言ですか？　藤宮さん、かなり舌が肥えていそうなのに」

「俺は別に美食家じゃない。自分で作ったことはないが、だいたい何でも食べるぞ？」

　何でも食べられるってのは、とてもいいことだよね。

「藤宮さんは、何か嫌いな食べ物ってありますか？」

「そうだな、セロリは苦手だ。あの独特な苦みが、飲み込むのになかなか苦労する。もしかして、何か作ってくれるつもりになったのか？」

　ほのかに期待を込めた目を見ながら、思わず苦笑した。

「すこーし思ったんですが。藤宮さん、もしかして外堀から埋めようとしてません？」

　言った途端、露骨にならない程度に外されていく視線。それを見て目を細める。

「自覚はあるみたいですね」

「ノーコメントと言っておいた方がよさそうな気がするかな」

「それって、犯行声明と同等のコメントだと思います」

　真面目だと思っていた藤宮さんが、案外腹黒だったと気がついた夜だった。




　私が構う必要も義務もないはず。それでも藤宮さんとメールだったり電話だったりと、やり取りすることが増えた。

　父さんの退院の日は会社まで私を迎えに来て、実家まで送ってくれて……でも『今日は家族水入らずだろう？』と遠慮して帰ってしまった彼に、迎えに行って送ることが目的だったと後から聞いた。

　変な人だなと再認識すると同時に、ちゃんと常識は少なからずあって、優しい人なのかなと思い始めた、そんな数日後。

「いじらしいですねー、藤宮さん。せっせと主任の足になっているんですか」

　相変わらずランチに誘われて……というか強制的に三島さんに連れてこられ、ロコモコを食べながら頷く。

「見返りを求められることもなくて、良心が痛んできた」

「やー……。見返りは求めているんじゃないですか？　具体的ではなさそうですが、噂とか行動を聞く限り、藤宮さんって主任を好きなんじゃ？」

　パクパク食べながら言われて、スプーンを持っていた手を止めた。

「……告白はされてる」

「されてるんですか？　それは初耳ですよ！」

　そりゃそうだ。初めて誰かに言ったもの。

　クワッと口を開け、怒るように身を乗り出した三島さんに引きながら、無言で頷く。

「あのくらいの年齢の男性が、可愛らしく告白なんて珍しいですね」

　全然可愛らしくなかったと思う。どちらかというと堂々と言われた気がする。

「それなら、わかりやすく付き合ってしまえばいいじゃないですか」

「藤宮さん、今年三十二歳で、大企業の跡取り息子じゃない？　そろそろ結婚とか視野に入れているみたいだし、私と付き合っている暇はないと思う」

　ボソボソと言って、ランチを食べ始めると、三島さんがあんぐりと口を開けているのが見えた。

「結婚を視野に入れてるって、本人から聞いたんですか？」

「うん？　まぁ、将来的には結婚して、とか言っていた気がする」

「じゃあ、主任、あなたがその嫁候補なんじゃないですか！」

　どうしてそうなるの!?

　目を見開いて唖然とした私に、三島さんの目が据わる。

「主任。鈍感なのも大概にしておいてくださいね。主任から言うはずがないんですから、男の人から〝いつか結婚〟なんて話が出てくるんでしたら、絶対にそこまで考えてますって」

「考えてますって言われても。そもそも出会ってから、そんなに日も経ってないし、付き合ってもないのに？　それに確か、話を振ったのは私からだったから」

　そう。確かに藤宮さんからじゃなくて、私から〝結婚〟について聞いたんだと思う。

「主任からですか？」

　びっくりしている三島さんに、ランチを食べ終わり、水を飲んでから頷いた。

「うん。私の実家も工場をやっているんだよね。うちの跡取りは弟で、すでに子供もいるって。その流れで、藤宮さんも考えていますかって感じに」

　藤宮さんのお見合いを阻止したときの話だ。跡取りは大変ですねーって言っていたと思う。

「へぇ？　じゃ、主任自体も聞かれたんじゃないですか？」

「ああ。うん。昔は夢見てたなーって話して、否定したと……」

　あれ。そういえば私、ちゃんと藤宮さんに否定していたかな？　今は考えていないって言った記憶がないぞ。

　ただ単に、夢見ちゃっている系女子的に、ほわわんと語っただけの人間になっちゃうじゃないか！

　青ざめていいのか赤くなっていいのかわからなくて、両手で顔を隠したら、三島さんが素っ頓狂な声を上げた。

「どうしたんですか。何か思い出したんですか？」

「何でもない！　何でもないんだけど、いろいろと恥ずかしいこと考えちゃって！」

　興味津々だった三島さんに根気よく聞かれて、その〝いろいろ〟を暴露しているうちに、ものすごく呆れた顔をされてしまった。

「いいですか、主任。パーッと束にできるくらいのバラを用意できるはずの藤宮さんが、この間はバラを一輪だけ贈ってきたことを考えると、きっとプレゼントに意味を持たせようとする、メルヘ……ロマンティックな男性だと思います」

　今、一瞬メルヘンって言いかけたよね？

　ともかく、普段の藤宮さんの言動を考えると、ヘンテコリンとしか言いようがなくて、ちょっと納得いかないところもある。

　でも、ロマンティックなところがあるのは知っているから、とりあえず頷く。

「なので、プレゼントには気をつけないと。いいですかー？」

　そう言って教えてくれたのが、ネックレス系はいい意味では〝あなたに首ったけ〟。悪い意味だと〝束縛したい〟だったり。

「バースデープレゼントのペンダント以外は、そこまで深い意味ないと思うんだよね」

　祝賀会の準備だったり、気後れする私に対しての配慮だったりするんだし。まさかの洋服が〝脱がせたい〟とか、いきなり飛躍しすぎだ。

「わかりませんよー。主任が気づかないのをいいことに、藤宮さんが時計とか贈ってくるようなら大変です」

「ちなみに、その意味は？」

　おそるおそる聞いてみると、三島さんはニヤリと唇の端を上げる。

「あなたと同じときを過ごしたい、です。指輪の意味はわかっていますよね？」

「今後は気をつけるようにする」

　渋々頷いた私に、彼女はとても意味深な顔をした。

　絶対に気をつける。とりあえずは何ももらわない、を目標に掲げた。




　仕事が終わってスマホを見ると、タイミングよく藤宮さんから電話がかかってきた。

　それまでも藤宮さんと電話でのやり取りはしていたけど、ふと『そういえば』と思い出したように父さんの様子を聞かれたので、苦笑しながら「元気ですよ」と伝える。

　病院まで送ってくれたお礼もまだちゃんとしていなかったから「その節は……」と改めてお礼を言ったら、なぜか飲みに誘われた。




　こういうのがいけないんだとは思っても、礼儀知らずと思われたくない。待ち合わせをしたカフェに行くと、彼から可愛らしくラッピングされた赤いバラを渡される。

「バラが三本……」

　花の数は二輪じゃなくて三輪。いきなり数を飛ばしてきましたよ。

　花言葉を普通に教えようとした藤宮さんだ。きっとこの数にも意味があるはずだ。

　でもわからなーい！　まさか今この瞬間にネット検索するわけにもいかないよね。

　受け取ったままで固まった私に、藤宮さんはなぜか黒い笑みを浮かべる。

「麻衣子は気にしなくてもいいぞ？」

「私が気にしなくても、藤宮さんは何か意味を持って贈ってくださっていますよね？」

「俺が好きでしていることだから、深く考えない方がいい。知ってくれると嬉しくは思うだろうが」

　そう言って、飄ひょう々ひょうとした様子で席を立つ。

「じゃあ、行こう。麻衣子はバーに行ったことはあるか？」

「バーくらい、と言いたいところですが、ないですね」

　そもそも、外に飲みに行くことがほとんどない。会社での飲み会はいつも大衆的な居酒屋を使うから、当たり前な話でもあるよね。

「どんな感じのバーなんですか？　もしかして生ピアノ演奏とかあります？」

「あるところもあるが、ピアノ演奏だと、どちらかというとクラブだろうな」

　クラブは逆に、ＤＪとかがいて賑やかという想像しかつかないんですが。

「麻衣子は世慣れしているようで初う心ぶなところがあって可愛い」

　……ええ。私の世界は狭いですとも。

　朝起きて、いつも通りの電車で出勤、平素から代わり映えしない業務をこなし、たまに同僚に注意をして、同じ路線の電車に乗って帰宅する。

　夕飯は気力があれば近所のスーパーに寄って買い物をするか、たまにホカホカの弁当を買って帰るかくらいの差しかない。

　でも、それで初心なお嬢さんと思われても、何だか異を唱えたいところだよー？

　そんなことを考えつつ、カフェを出てから、ふたりで並んで歩いた。

「……そういえば、藤宮さんと会うのは久しぶりになるんですか？」

　何気なく呟くと、彼に不思議そうな顔をされる。

「麻衣子のお父さんの退院以来だから、四日くらいだが。顔を見ていないから寂しかった？」

　最後には楽しそうに微笑まれて、頬が熱くなった。

「な……っ！　そ、そんなことはないです！　何を言っているんですか！」

「それはこちらのセリフだろう」

　そうですね！　でも突っ込みは入れないでくださいよ！

「まぁいい。麻衣子は天邪鬼だから……」

　藤宮さんが言いかけて、何かに気がついたように立ち止まると、急に私の腕を掴んで引き寄せる。

「麻衣子、違う道を……」

「圭一さん！」

　涼やかな声が左手から聞こえて、綺麗な女の人が近づいてきた。

　その女性は腰まであるまっすぐな黒髪で、目がパッチリとした可愛らしい顔立ちをしている。

「お久しぶりです。私、ずっとお会いしたかったんですよ」

　彼女はにこやかに近づいてきたけれど、藤宮さんが私を背中に隠してしまうから見えなくなった。小さく舌打ちも聞こえたような気がする。

「僕は二度とお会いしたくなかったですが。お約束はお忘れですか？」

　背中を見上げるだけで表情は見えない。でも、藤宮さんのまとう雰囲気が一気に冷たくなったのはわかった。

　オロオロしていると、彼女の困ったような声音が聞こえてくる。

「そんな。どのようなお約束でした？　私、そんなに物覚えの悪い方ではないのですけれど。圭一さんと交わした約束であれば忘れないと思うのですが」

「どうも今日は偶然の様子ですから、見逃して差し上げますが……」

「ええ。偶然です。きっと私と圭一さんは運命の赤い糸で結ばれているんですよ。あのときにもそう申し上げましたでしょう？　覚えておられますか？」

　藤宮さんの声を遮るように、女性は楽しそうに言葉を繋げている。

　彼がチラッと私を振り返りかけて、それから彼女を見て大きく息を吸った。

「覚えていますよ。あなたの戯ざれ言ごとは。ただ、僕の記憶が正しければ、あなたが自らの行動で壊したのだと思っておりますが」

　足元から冷気が這はい上がってくるような低い声に、ゾクリとする。

　こんな怖い藤宮さんは知らない。

　そう思いながらも、どこか覚えがあるような気もする。

　身を竦めた瞬間、以前、藤宮さんが冷たい表情をしたときのことをハッキリと思い出した。

　あれは、もう五年も前のこと。

　いつの間にか俯いていた顔を思いきって上げると、視界の隅に驚いたような表情を浮かべ、慌てたようにこちらへ向かってくる男の人が見えた。

　一瞬だけ見て素通りしてしまったけど、でも見覚えがあるような気がして、改めて視線をその人の方に向け直して目を細める。

　その人と目が合って、そして息を止めた。

　見覚えはあるはずだ。あの頃の少年のような明るい表情はない、でも面影だけはそのままに大人になった、元カレ。

「奏斗……」

　ポツリと呟いた私の声に、藤宮さんは今度こそ私を振り向いて、それから後ろにいた奏斗に気がついた。

　何も考えられずに固まってしまった私の手を、藤宮さんが掴む。

「悪い。麻衣子」

　何が？

　ぼんやりとそう思った瞬間に、彼がいきなり走り出すからギョッとした。

「え、え？　ちょっと……!?」

　引っ張られるままに猛スピードで遠ざかっていく景色。

　藤宮さんは、逃げるが勝ちとでも思ったのだろうか？

　しばらく走って、繁華街の真ん中で立ち止まり、お互いに息を整えながら顔を見合わせる。

　怒ど涛とうのごとく、いろんなことがありすぎた。

　さっきの女性が、もしかして藤宮さんの元婚約者さん？　でも、その人がどうして今も奏斗と一緒にいたの？　まだふたりは付き合っているとか……？

　私の知らないことが多いような気がする。

　無言で見つめ合っていたら、藤宮さんは顔をしかめ、ジャケットの前を開けると指先でネクタイを緩めた。

「少し暑いな」

「きょ、今日は一日、気温が高いみたいですから。それに走りましたし」

　私も藤宮さんもカッチリとスーツのジャケットまで着込んでいるので、熱を感じるのは当然というか。だからといって、私も藤宮さんの真似をして、ブラウスのボタンを外すわけにはいかない。

「何か水分補給しないとですよね。飲みに行きますか」

「賛成だ。厄払いをしよう」

　……元婚約者との再会は、彼にとって〝厄払い〟の対象らしい。

「えーと。目的のバーはどの辺りなんですか？」

「もう少し歩くかな。本当なら車を使おうかという距離ではあったんだが」

　藤宮さんの言葉に小首を傾げて考える。予定していたバーは捨てがたいけど、歩くのも疲れる。喉が渇いた。座りたい、しかも早急に。

　たぶん日頃の運動不足がたたっているんだろうな。

　そう思って苦笑した先に見えたのは、どこにでもある、チェーン店の居酒屋の看板だった。




　新事実が発覚したのは、大衆居酒屋を珍しがっている藤宮さんをからかって飲んでいたときのこと。

　しばらく黙り込んでいた彼の、何の脈略もなくポツリともたらされた言葉でだった。

「あのとき、彼女は妊娠していたはずだが」

〝彼女〟というのは先ほどの〝彼女〟のことだろうと、すぐにわかった。

　せっかく何も考えないようにしていたのに、蒸し返さなくてもいいと思う。

　ムッとしてビールを飲み干すと、おかわりを注文して目を細めた。

「彼らの子供ですか？」

「……そうだね。当時、彼女が〝そういうこと〟をしていたのは、彼に限られていたようだから」

「ふうん？」

　我ながら声が低くなっている。不機嫌になっていく私に気づいているんだろうに、藤宮さんは店内の様子を見るように、そっぽを向きながら言葉を続ける。

「彼女は勘当されて彼と一緒になり、彼は地方に飛ばされたはずだ。そして念書で、二度と俺の前に姿を現さないことを約束させたんだがな」

「へぇえ？」

　届いたビールをゴクゴクと飲んで、おつまみのチヂミを食べてから、ビールジョッキを傾ける。

「あの。私にはもう関係ない話なので、あまり聞きたくないんですが」

　心がチクチクと痛くなる。さすがに聞いていられなくて、またビールを飲み干すと、ジョッキをテーブルに叩きつけるようにして置いた。

　ガゴンと何だか妙な音がしたけど、この際気にしない。

「関係なくはないだろう。麻衣子も当事者だ」

　決して視線を合わせないようにしている藤宮さんの、無表情の横顔を睨みつける。

　そうですよ。私も当事者。私は奏斗と彼女として付き合っていたはずなんです。

　ほとんどデートらしいデートもしていなかったし、普通に彼氏と彼女の〝お付き合い〟をしていたかと言われれば、少し違うのかもしれないって感じる。

　でも、当時の私は奏斗を好きだったから、きちんと付き合っているつもりだった。奏斗を信じて、好きだと思ったから……。

　すでに社会人で大人だった奏斗は、初めて男の人と付き合う初心者の私じゃ物足りなかったのかもしれない。きっとゆっくり待ってくれているんだろうと思って、彼のドライなところと軽いところに甘えていた私も悪いのかもしれない。

　本当に、初めて好きになった人だったのに。

「今さら、蒸し返さなくてもいいじゃないですか。忘れていたいのに」

　それは正直な本音だ。そう言った途端、藤宮さんが私を振り返る。

「俺もそう思っていた。だが、お前のは忘れたんじゃなくて、きっと蓋をしただけだろうと気づいた。それではダメだ」

　彼の視線は怖いくらいにまっすぐで、そして鋭い。

「なぜダメなんですか。ダメなんて言わないでくださ……」

　言った途端に、ポロリと頬を何かが伝う。

　実際、これじゃダメだってことは、私にもわかっている。

　ずっと、あったことをないことのように、見なかったように、気にしないようにして生きていた。心の奥底では傷ついているんだと知っていても、それに気づかないフリをして表面上だけ取り繕っていれば、表立っては何もないことにできた。何もなかったんだと、自分を騙だませば笑っていられた。

　きっと、どこかで感情がマヒしてしまっていたと思う。

　普段の自分が本当じゃないことも、見ないフリをしているだけじゃ何も終わらせられないことも、ちゃんと向き合って、終わらせてから先に進んでいかなくちゃいけないことも知っていた。

　でも、できないでいた。

　切り裂かれた傷口は、表面上だけは塞がっていたはずで、無視をするのは簡単だった。実際のその傷は治ってなんかいないから、ときにちょっとした弾みで開いて、だらだらと血を流す。

　直視するのは、とても痛くて苦しいから、いろんなものを重ねて、本当の感情を押し殺して生きてきた。

「泣かないって決めたのに……」

　後から後から溢あふれ出てくる感情は、涙になってどんどん流れていく。

「泣いてもいいことだと、俺は思う」

「でも、藤宮さん、泣くのは一度でいいって言ったじゃない……！」

　涙を手の甲で拭ふきながら睨みつけると、彼は一瞬驚いて、それから唇を噛みしめ、首をゆっくりと左右に振った。

「怒り狂っていた若造の言葉なんか、覚えていなくていい。溜め込んでいるだけじゃ、麻衣子は前に進めない」

　ジャケットのポケットから取り出したハンカチを差し出され、それを見て、まざまざと〝あの夜〟のことを思い出す。

　あのときもこうやって、真剣な表情で、藤宮さんはハンカチを貸してくれた。

「泣きたいときには泣いていい。一緒に前に進んでいこう。これからは、どんなことがあっても、俺が麻衣子を守るから」

　まっすぐな視線を受け止めて、黙ったまま、ゆっくりとハンカチを受け取った。

　……立ち止まったままではいられない。

　それは、生きていくことと同義な気がした。
















模範解答は見つからない













　頭が痛い。口の中が気持ち悪い。身体中がだるくて重い。そう思って目を開けた。

「……えーと？」

　ここはどこだろう？

　見覚えのない白い天井に、白い壁。ベッド以外にあるのは小さなサイドテーブルのみ。ゆっくりと首を巡らせると、ブラインドの隙間から明るい日差しが射し込んできている。

　思考がうまくついてこない。でも私の部屋じゃないってことはわかった。うちはカーテンだし。

　額に手を当てて考えてみても、状況がサッパリ読めない。

　確か昨日、藤宮さんに飲みに誘われて、会いたくもないのに奏斗に再会して、それから居酒屋に飲みに行って、大泣きして……。

　ということは、ここはもしかして！

　ガバッと起き上がった瞬間、痛烈な頭痛に襲われて、そのままベッドに突っ伏す。

　これはあれだ。噂に名高い二日酔いというものだ。最後の方は全然記憶がないから、きっとガラにもなく飲みすぎてしまったんだろう。

　痛む頭を抱えてじっとしていたら、ドアが開くような音がした。

「起きたか？」

　聞こえてきた声は、間違いなく藤宮さんの声。

　やっぱりここは藤宮さんのベッドルーム？　私ってば、藤宮さんの家に泊まっちゃったってことなのかな？

　とにかく身体を動かすだけで頭が痛いので、身動きしないでいたら、戸惑ったような気配がした。

「麻衣子……何をしているんだ？」

「すみません。頭が猛烈に痛いです」

　半泣きで答えて、動ける範囲で視線を上げる。

　今日は、ロングＴシャツにジーパンのみというラフな装いの藤宮さん。目が合うと、ひどく安心してホッとしたように見えた。

「なぜ、ベッドの上で土下座しているのかと思った」

「どちらかといえば、土下座したい気分ではあります」

　家主を差し置いてベッドを占領して寝ているとか、私、あり得ないんじゃない？

　それでも何とか起き上がって、しわになった服を伸ばしていると、神妙な顔をしている藤宮さんに気がついた。

「どうかしましたか？」

「昨日は何もしていないから安心しろ」

　視線を窓の方へ向けて呟く藤宮さんの言葉が、どういう……意味かすぐにわかって、頭痛も吹っ飛んだ。

「そ、そそそそうですね！　服着てるし！　それは大丈夫な気がしました！」

　意味不明な言葉を紡ぎながら、かなり空むなしい気持ちになってくる。

「えーと……女として、酔っぱらって連れ込まれるなんて、魅力に欠けますもんね。わかります。どうせ女らしくないから、私」

　両手をパタパタさせながら、どんどん支離滅裂なことを言い始めて、自分で言ったのにがっかりしてしまっていた。

　ううん。別に襲ってほしいわけじゃないんだ。そんなことになるのはとても困るけど、妙齢の女性としては、めちゃめちゃ複雑な気持ちになる。

　俯いて無言になったら、頭上から盛大な溜め息が聞こえた。

「それは麻衣子の認識不足だ」

　座り直して藤宮さんを見上げると、どこか怒ったような、拗ねたような難しい表情をしている。

「惚れた女が隣の部屋で寝ていて、手を出さない男は愚かだが、酔って前後不覚な女を抱く男は救いようがない」

　つまり藤宮さんは、愚かな紳士だったらしい。

　ポカンとしていると、藤宮さんは床に膝をついて目線を合わせてきた。

「さすがに麻衣子の初めてを、意識不明のまま強奪するわけにいかないだろう。それくらいは俺でも待てる」

　あ、あなたは真剣な顔で何を言っているのー！

　目をつぶって固まっていたら、藤宮さんの手が伸びてきて、ビクッと身を竦めた。

「……大丈夫だから」

　伸びてきた指先が軽く頬に触れ、乱れていたらしい髪を耳にかけられる。

「うん。やはり目がすごいことになってるな」

　なぜか微笑ましいもののように、慈愛に満ちた笑顔を向けられて瞬きする。

　そういえば、何だか目が開ききっていないような気が。

　大泣きしたせいで、目が腫れているのかもしれない。

「頭が痛い以外、何か不調はあるか？」

「いいえ、特には……」

「何か食べられるのなら食事をして、鎮痛剤を飲もう。シャワーを使うか？」

　その言葉を聞いて誘惑に駆られるけれど、そんなハードルが高いことは無理だ。

　いくらこんな醜態を晒しているとはいえ、男の人の部屋でのんきにシャワーを借りるほど図太くない。

　首を振ろうとして、頭痛が舞い戻ってきた。それに気がついたのか、藤宮さんは苦笑して立ち上がる。

「少し横になっていろ。今、タオルを用意するから」

「いいえ、大丈夫です。もう帰りますから」

「今はまだ送るつもりはないぞ。そんな目のままで電車に乗るつもりか？」

　どれだけ腫れているんだろうか。違和感があるっていうことは、相当パンパンになっているんだろう。

「でも、藤宮さんに悪いから」

　言いかけたら、片手を上げられた。

「途中から飲みすぎだとは気づいていたが、泣かせるつもりで飲ませていたのは俺だから、麻衣子が気にする必要はない」

　諭すように言われて、口を閉じる。

「それに、もう少しいてくれてもいいだろう？　自分の部屋にお前がいるのは、思っていた以上に気分がいい。とにかく麻衣子は横になって待っていろ」

　キリッとした顔で命令して、藤宮さんは部屋から出ていってしまう。

　どうしよう。ああなると、こっちの言い分なんか聞かないで話を進めていきそうだよね。藤宮さんは基本的に強引だし。

　そもそも、自分のものではなく、人のベッドの上なんて居心地……は、いい感じに低反発。寝心地もよさそうで、フニフニと押したら楽しい感じだ。

　いや、そうじゃなくって、男の人のベッドに横になるとか、無理だから！

　迷いに迷っていたら、ドアが開いて藤宮さんがタオルを片手に入ってきた。

　座り込んだままの私を見つけて、スッと目を細める。

「麻衣子。お前は俺に押し倒されてもいいのか？」

　あんぐりと口を開けたら、藤宮さんはじりじりと近づいてきた。

「無理です、無理！　自分で横になります。ならせていただきます！」

　痛む頭を押さえながら仰向けになると、ホカホカのタオルを目の上に置かれる。

「……あの？」

「目の腫れには、蒸しタオルと冷やしたタオルを交互に使うといいらしい。時間は三分だそうだ」

　藤宮さんにしては珍しい、妙に曖昧な言い回しだな。

「いいらしいんですか？」

「ネットで調べた。実際にやったことがないからわからない。でも効果はあるらしい」

　調べてくれた〝らしい〟。そう思ったら、何となくおかしくなって吹き出した。

「何かおかしなことを言ったか？」

　藤宮さんは、特におかしなことを言っているわけじゃない。

　ただ、私の目が腫れるだろうと予想して、一生懸命調べている藤宮さんを想像すると……何だか不思議。

「ありがとうございます」

　そう言うと、少しだけ身体が傾いた。

　何だろうと思って、ちょっとだけタオルを外して見てみると、藤宮さんが私の左側に腰かけている。

「礼をする必要はないな。ここまで腫れるとは思っていなかったが、予想はしていた。ゴシゴシと目をこすっていたからね」

　そんなつもりはなかったけど、はたから見るとそうなっていたのかな？

　タオルを目の上に戻して、ふうっと息を吐いた。

「二日酔いって、こんな感じになるんですね」

「なったことはないのか？」

　疑問たっぷりの声に小さく頷く。

「ないです。私は飲みにも出歩きませんでしたから。行くとすれば会社の飲み会くらい。実家では、よく工場のおじさんたちに交じって飲みましたが、こっちが酔う前に向こうが酔っぱらうから、結局、そこまで私自身は深酒をしたことがないんです」

　そしてますますガンガンしてきた頭に、小さく唸うなる。

「さっきまで気になりませんでしたけど、じっとしていても痛いものですね。今度から工場のおじさんたちが二日酔いに呻うめいていたら、優しくするようにします」

　せめて『自業自得でしょ！』と叫ばないようにしよう。固く決心したところで、小さく笑う声が聞こえた。

「少しは浮上したようだな。気分はどうだ？」

　優しい口調で言われた言葉に、私は無言で首を傾げる。

「泣いて、多少はスッキリしたか」

「……あ」

　昔のあれこれを、泣いて気分がスッキリしたかと聞いているのか。

　考えてみると、全くわだかまりがないわけじゃない。でも、本当に昔の出来事のように遠くに感じる。五年の月日は短いようで長い。

「涙にもいろいろとあるらしいが、多くは浄化作用があるんだそうだ。まぁ、感情の発露ではあるわけだよな」

　そうなんだ。でも、そうかも。何となくわかる。

「……あの女性が、藤宮さんの元婚約者さん？」

　思っていたことをすんなりと聞けて、自分でも驚いた。

　泣いてスッキリしたついでに、昔の思い出になってきているみたいだ。

「そう。驚いただろう？」

「運命の赤い糸で結ばれているって、言っていましたね」

「両家の親が同席し、弁護士が立ち会っている場でもそう言っていたよ」

　諦めに似た声音に、耳をすませる。

「他の男の子供を宿していながら、俺が運命の相手だと騒いでいた。彼女の思考の中では、接近禁止令も意味がなかったみたいだね」

　それから何かを考えるような間があって、今度は少しだけ冷たい声が聞こえてきた。

「今後は絶対に近づけないようにする。昨日は普通に近づいてくるから、驚いたけど。彼女は少し、自分の言っていることが正しいと思い込むようなところがあったかな」

　藤宮さんの指先だろう。さらりと私の頬に触れて、離れていく。

「……俺の母親もそうだった」

　そう呟いて、唐突にタオルを取り上げた。

　驚いて瞬きした私に、今度は冷たいタオルをのせる。

「子供に自分の時間が削られるのが嫌で、父が仕事人間で構ってくれないのが寂しくて、自分だけがつらいんだと嘆いて。結局は他の男と浮気して、家を出ていった」

　話がいきなりすぎて、右から左へスルーしそうになる。

　藤宮さんにはいつもびっくりさせられるけど、今回は超ちょう弩ど級きゅうにシリアスな話を突っ込んできましたね!?

　痛みも忘れてガバッと起き上がり、タオルを外して彼を見たら、自嘲するような表情を浮かべているから、何か言おうとして……。

　でも、何を言っていいのかわからなくなった。

「俺と彼女は〝婚約者〟だった。結婚していたのならともかく、まだ婚約の段階で弁護士を入れて念書を取るなんて過剰な行動は、きっとほとんどの人はしないだろう。だが、俺にとって浮気は許容の範疇を超えていた」

　静かに話す口調はとても穏やかで、表情も落ち着いて見える。

　だけど、ベッドの上に置かれた手は白くなるまで、とても強く握られていた。

「何歳のときに、お母さんは出ていかれたんですか？」

　想像でしかない。でも、藤宮さんのお母さんが彼を捨てて出ていったのは、きっと子供の頃のことだろう。

　だって〝子供に自分の時間が削られるのが嫌〟だったんだから。

　固く握りしめられた手にそっと触れると、ほんの微かに藤宮さんが身じろぎする。

「俺はたぶん、母親への復ふく讐しゅうもしたんだろう。そんなことにお前を巻き込んで……」

　いくつのときのことかは、話したくないんだろう。それだけ言って、後は言葉にならなかったみたいだ。

　言いたくないのなら、それはそれでいいのかもしれない。

　黙り込んだ彼を黙って見つめていたら、視線が外れて、彼はそっと下を向いた。

「それでも、俺は麻衣子が欲しい」

　ポツリと言われた言葉は、とてもぶっきらぼうで。でも、とんでもなく赤面もののセリフで。藤宮さんって本当に口下手で不器用だ。

　そもそも、何でこんなタイミングで、ものすごいカミングアウトするかなーと思う。恐らくは私の気持ちが少し浮上したからだろうか。

　うん。藤宮さん、いろいろと彼なりに考えて、考えた末にメインを何も言わないで行動しちゃうから、相手をしているこっちとしては困っちゃうことも多い。

　基本的にはとても優しい人。でも、気になることもあるんだ。

「私と藤宮さんが付き合ったとしても、ただの傷のなめ合いになりませんか？」

　私は五年前に、きっと藤宮さんはもっともっと昔に傷ついて、そこが今後も気になるんじゃないかって思う。

　過去は薄れていきながらも消えないものだし。気にして、すれ違っちゃうこともあるんじゃないのかな？

　だけど、藤宮さんはチラッと私を見て、困惑したような顔をした。

「俺がうじうじしていたら、麻衣子に蹴飛ばされそうだが」

「……ほう」

　この近距離で、よくそんなことを呟いたものだ。

　私だって相手を思いやる心とか、優しい心だって併せ持っているのに！

「それって、どういう意味ですかね？」

「麻衣子は引っかかりさえなくなれば、あっけらかんとしているからな。実際、お前の男嫌いは過去のことがネックだと思っているが、その他のことに関しては無頓着だ。麻衣子となら、とても楽しい家庭を築けると俺は思っている」

　空気にそぐわない晴れやかな笑顔とともに言われた言葉に、あんぐりと口を開ける。

　……素で言ってのけたよ。とても楽しい家庭が、とかって、普通の会話の延長みたいに言い放った。

　三島さんに懸念されていたけど、私を嫁候補として考えていたわけですか？　まさかそんなわけないと思っていたのに。

　でもそれっていろいろと、何て言えばいいのか、その前に問題が山積みでしょう。

「プロポーズもまだどころか、私たち、付き合ってもいないのに？」

「ご希望なら、外堀を埋めつくすが？」

　めちゃくちゃ真剣な表情をする藤宮さんに、本当にゴリゴリと外堀を埋められそうな気がして、違う意味でも頭痛がしてきた。

　無言で行動を起こすのは大問題。だからって、考えていることをそのまま言えばいいってものでもない。

「あのですね、私の外堀を埋めつくしても、あなたの方はどうなるんですか。私、祝賀会であなたのお父様に嫌われていると思うんですよね」

　それはそれは、どこの一般庶民だ的な扱いをされていたように思う。

　藤宮さんはそれを、冷たく鼻で笑うだけで退けた。

「あの人は気にしなくてもいい。最低限、祖父が存命中に麻衣子がプロポーズを受けてくれれば大丈夫だ。父は見合い結婚だが、祖父はあの時代でも恋愛結婚で、見合い結婚は反対派だから」

　あなたの家族はどうなっているんだ。

「な、なかなか複雑そうな家族ですね」

「うちは元華族だと言っただろう？　策略は得意中の得意だ」

　どことなく黒い笑みが見えて、背中をゾクリと何かが伝い落ちていく。だけど決して嫌なものではなくて、怖さ半分で藤宮さんに興味を持ってしまう私がいる。

　といっても、どうしよう。藤宮さん、かなりぶっ飛んでいる気がする。めちゃめちゃハイテンションすぎない？

　私、もしかして、とんでもない人に好かれているんじゃないかなって、今さらながら叫びたくなった。

　私、このノリには流されちゃいけないような気がする。

　本当に、本当の意味でどうしよう？　どうすればいい？

　答えなんて、見つかるはずはなかった。
















ふたりが選んだ結果













　暖かい風が気持ちいい季節。

　朝イチのミーティングが終わって、会議室からの帰り道。会社の廊下から見える緑の景色に立ち止まり、微笑みながら目を細める。

　どんどん昼が長くなっていくよね。

　そんなことを考えながらぼんやりしていたら、肩をポンと叩かれた。

「斎藤主任。今日はいつも以上に可愛らしいですね」

　どこかニヤニヤしている原部長を振り返り、とっておきの愛想笑いを貼りつける。

「原部長～？　私、セクハラで本社に訴えてもいいですか？」

「……それはやめてください」

　困ったような苦笑いを返されて、私も苦笑を返す。

　そりゃ可愛い格好だってしますよ。今日は藤宮さんに食事に誘われていますので。お出かけするときくらいはお洒落をするのが礼儀です。

　そう。私はＴＰＯをわきまえているだけ。口から出てくるのは冷たい言葉でも、見た目くらいは可愛げがあった方がいいもの。

　ほんの少しメイクも変えてみたんだけど、原部長、目ざといんじゃなかろうか。

「僕はこれから営業部に顔を出してから戻るので、何かあれば内線よろしく」

　頷いてから原部長と別れ、総務部に戻ると、三島さんがデスクから立ち上がった。

「斎藤主任。経理から、去年の総会のデータが欲しいって連絡入っているんですが、探しても共有ファイルにないんですよー」

「本当？　ああ、でも、本社のシステムに合わせて変えたときに、どこかに紛れちゃったのかもしれないね」

　持っていたファイルを置いてパソコンの前に座ると、共有ファイルをクリックしてデータ発掘作業に取りかかる。

「あったあった。三島さん、データ見つかったよー」

　上機嫌に笑いながら椅子ごとクルリと振り返ると、怪け訝げんそうな顔をしている皆の顔が見えて固まった。

「……ええと。どうかした？」

　首を傾げると、三島さんが誰かに押されて前に出てくる。

「今日の主任、ご機嫌で怖い、ですって」

「ご機嫌で怖いとは、どういう意味だね」

　貼りつけた笑顔のままで答えると、ビシッと指差された。

「だって主任、朝礼からずっと笑顔なんですもん！　いつも金曜のミーティングはだるいってブツブツブツブツ言うくせに、微笑みながら出かけるし、帰ってきてから文句も言わずにデータ見つけているし」

「仕事だもの、普通じゃないの？」

　まるで、データを見つけたらダメー、みたいなことを言われていない？

　真面目に仕事をしているのに、どうして文句をつけられないといけないんだ。

「クールビューティー斎藤は、どこに行ったんですか」

　何やら珍妙な異名をつけられているんですが。泣いてもいいですか？

「えーと……もう夏になるから？　気候もいい感じに初夏っぽいよねー」

　カラカラと笑いながら、去年のデータを勝手に経理課のメールに添付して送信する。

　たぶん、この時期にこのデータを欲しがるのはひとりしかいないから、わかりやすいんだよね。

　それから通常業務に戻ろうとしたら、なぜか怪訝な顔の皆が遠巻きに集まっているのが見えた。

「今は仕事中だからね。さっさと業務に戻りなさいよ？　あ。原部長は営業部に行っているから、何かあったら営業に内線してね」

　どこかやる気のなさそうな返事を聞いてから、微妙な空気に首を傾げる。

　この総務部の雰囲気、どうしたんだろう。何かあったなら把握しておきたい。

「ねぇ、三島さん。ミーティング中に何かあった？」

　三島さんなら、私に遠慮容赦なく何かあれば言ってくれるだろうと思って声をかけたら、彼女にも微妙な表情を返された。

「皆〝藤宮部長効果〟って呼んでます。五月病みたいなものですよ」

「何それ、怖い」

「まぁまぁ。とりあえず今は仕事中なので、ランチ奢ってくださいね」

　キラキラと期待の視線で見つめ返されて、肩を竦めた。




　そして昼休み。珍しく無言で三島さんを引っ張り出して、今朝のことを聞いた。

「はぁ？　私が朗らかだと、皆して藤宮さん効果とか呼んでるの？」

「そうみたいですよー。私も最近知ったんですが、どうも男性社員から言い始めたみたいですね」

　噂通の三島さんにしては珍しい。でも私も今日初めて知った。

「それってどんな効果？　五月病って言ってなかった？」

　真剣な私に対して、三島さんは少しだけ困ったような表情をしている。

「似てるじゃないですか。主任が最近優しいとか、物腰が柔らかくなったからって、それに適応できないで困ってるだけなんですし。いいじゃないですか、放っておけば」

　放っておいていいのかな。本当に五月病みたいなものなら、ちゃんとメンタルケアしていかなきゃいけない案件だよね。

　それにしても、その原因が私が朗らかなせいって、どんな病原菌扱いよ。

「初めは、先輩の男性社員が言い始めたみたいです。新入社員の当初から主任を見ている人たちからすると、驚きの変化なんじゃないですか？　それがたまたま総務部に蔓延はびこっているだけで」

　人差し指を立てながら、どこか得意そうな彼女に苦笑する。

「蔓延るって……悲しくなってくるから、病気扱いやめてくれる？」

「主任が嫁に行くんじゃないかって、主任狙いだった男どもが悲しんでいるだけですから気にしなくてもいいですよ。それの憂鬱状態が女性社員にも影響しているだけで」

　私狙いって、いまだにそんな猛も者さがいたのか。

　感心していると、三島さんがチラッと私の顔を窺ってきた。

「それで、嫁に行くんですか？」

　パスタを食べようとしていた手を止めて、無表情に三島さんを見る。

「嫁に行くも何も、私って、まだ返事もしてないんだよね」

「え？　どういうことですか、それ。まわりの皆は主任と藤宮さんが付き合ってるって思ってますよ？　だって結構な頻度で藤宮さん、主任のお迎えに来てますよね？」

　来ていますね。そしてかなりの頻度でふたりで遊びに行っているよね。

　しかも驚くことに、藤宮さんはうちの実家まで普通に遊びに来ちゃうような感じになっているよね。

　そして私は、工場のおっさんたちと飲み比べをして、一番の酒豪であるヤスさんに勝っちゃう人を久々に見たよね。

「うーん。放っておいたら、藤宮さん、どんどん外堀を埋めに来てるんだ」

　今の彼は有言実行を推奨しているらしい。

　先月の中頃に、なぜか藤宮さんのおじい様に会って食事もしたし、苦虫を噛みつぶすような顔をして同席していた彼のお父様からは、話の途中で実家の父を紹介してくれないかとか言われた。ちなみに、おばあ様はすでに他界しているらしい。

　その後はお土産までもらって『今後ともよろしく』なんてビジネスシーンみたいな握手を求められて、どう返していいのか困り果てたし。

「返事しないんですか、主任」

　パスタを口に入れて咀そ嚼しゃくしてから、にんまりと微笑む。

「今日ね、藤宮さんにご飯に誘われてるんだよね」

「見ればわかります。最初からわかっているときは、主任、ちゃんとお洒落をするようになりましたもんね。いつどこで覚えたのか、メイクも可愛らしくなりました」

　ナチュラルメイクは頑張ったよ。雑誌も買ったし、化粧品売り場のお姉さんにも相談しまくった。

　いつも適当に済ませてしまいがちな私の性格からすると、誰かのために〝何か〟をしようと思うなんて驚きの変化だ。

　でも、この変化はとてもいいことなんだと感じる。

「うん。ありがとう。それで、今日は藤宮さんの三十二歳の誕生日らしいのね」

　ほんのり遠回しに言いつつ、フォークに巻き巻きパスタを絡めていたら、三島さんの片方の眉がピクリと跳ね上がった。

　ゆっくりとランチを咀嚼し、しばらくしてから彼女はニヤリと笑う。

「バースデープレゼントは何にしたんですか？」

「ネクタイは恥ずかしいから、候補から外した。さすがに〝くびったけ〟は、キラキラしたピンクのハートが飛びそうで遠慮したの」

　三島さんは想像したようで、小さく吹き出した。

「主任からピンクのハートが飛び出したら、見ものです」

「私を見世物にしないで。それでね、藤宮さんのグレードを考えると恐縮しちゃうような代物だけど、カジュアルな服装なら似合うかなって、腕時計にしてみたの」

　宣言したプレゼントの内容に目を丸くされ、それでも気にしないでこぶしを握った。

「私だって、いつも驚かされてばかりはいないんだから」

「サプライズですね。逆プロポーズみたいな感じになっちゃいません？　でも、ある意味シンデレラストーリーじゃないですかー！」

　ワクワクしている三島さんに、不敵に笑って今度は指を振る。

「ガラスの靴なんて窮屈そうなもの、履かないから。それに、誰かに幸せにしてもらうんじゃなくて、普通にふたりで幸せになるつもり」

「あー……ノロケですか。勘弁してくださいよー」

　だるそうに言われながらも、お互いに顔を合わせると同時に吹き出した。

「あーもー、何だか私までワクワクしてきました。プレゼントしたときの藤宮さんの反応、教えてくださいね」

　そう言う三島さんに、ニッコリと微笑み、小首を傾げ……。

「広めるから絶対に嫌」

　その後は彼女の文句を、ランチが終わるまで聞き続けた。




　終業時間。残業は絶対にしない勢いで仕事を終わらせ、それでもいつも通りの時間に席を立つ。

「お疲れさまです」

　挨拶をすると、書類から顔を上げた原部長が楽しそうに微笑む。

「今日も迎えに来ているのかい？　圭一とデートだろう？」

　当然のようにプライベートなことを言う原部長に、少しだけイタズラ心が動いた。

「違うって申し上げたら、どうなるでしょう？」

「うちの親族から犯罪者は出したくないんだ」

　もうすでに近いものがある気がしないでもない。でも、受け入れている時点で問題にはならないだろう。

「そこは大丈夫だと思いますよ」

　冷静を装って笑いながら総務部を出ると、ドキドキして社員出入口へと向かう。

　サプライズをされるのは、藤宮さんのおかげで慣れてきたけど、自分がサプライズを仕掛ける側になるのは初めてだ。

　足早に廊下を歩き、途中で化粧室に寄ってメイクを軽く直す。

　いつも通りでいればいいの。いつも通りで。

　鏡を見ながら暗示をかけるように念じて、それから深呼吸する。

　よし。頑張ろう！

　そうやって表面上は穏やかに、すれ違う人たちと挨拶を交わしながら社員出入口まで来て、うちの役員秘書に困った顔をされている藤宮さんを見つけた。

　……あの人は、外で待っていてくださいと何度お願いしても、あそこまで入ってくるよね。たまにしか外で待っていてくれない。

「麻衣子」

　私を見つけて小さく手を振る藤宮さんに、肩を竦めた。

　まぁいいか。役員秘書も毎度のことで、困った顔はパフォーマンスの域になっていると噂で聞いたから、本気で困る事態になったときに対処しよう。

「お待たせしました。いつも言っていますが、車の中で待っていてくださいってお願いしていますよね？」

「麻衣子の姿を早く見たいから、無視してる」

　あのね。きっぱりと無視の宣言しないでくれないかな。

　溜め息をついて脱力する。

「とにかく、迷惑になりますから、早く行きましょう」

　でも、かえって普段と変わりなくて、落ち着いたかもしれない。

　藤宮さんの腕を掴むと、スタスタと会社を後にして駐車場へ向かった。

「今日は、社用車で来ているんですか？」

　キョロキョロと駐車場を見回しても、見慣れたうちの営業車しかない。首を傾げると、藤宮さんがふっと小さく笑った。

「いいや。タクシー使おうかと思って、末松には帰ってもらった」

「ああ、せっかくの誕生日に飲めないと、楽しくないですもんね」

「あまり麻衣子は飲むなよ？　お前はそんなに酒に強くない」

　流れるような自然な動作で、腕を掴んでいた手を取られて繋ぎ直される。

　藤宮さんって手を繋ぐことが多い。これって改めて考えてみると恥ずかしいよね。

　でも、きっと手を離してはくれないだろうから、タクシーが多い通りまでは、今日あった出来事などの他愛もない話をしながら並んで歩く。

　基本、彼は聞き役だ。目元を和やかに微笑ませ、頷きながら私を見つめてくれる。

　今日はそれも恥ずかしくなってしまって、視線を外したら、顎を指先で持たれて振り向かされた。

「どうかした？　何かあったか？」

「何もないです。空車があるかなーと思って道路を見ていただけ」

　ちょっとだけ困った顔をされて、でも見つけた通りすがりのタクシーに手を上げると、何でもない風を装って乗り込み、食事をする予定のホテルまで向かった。




　高層ホテルの四十階。モダンな雰囲気の店内に入ると、窓際の夜景が見えるソファ席に案内され、そこから見える景色を楽しむフリをしながら、冷や汗が流れてきた。

「……藤宮さん。ここって、有名なフレンチレストランですよね？」

「そうだね。確か三ツ星を獲っているんじゃないのかな。去年は祖父と来たんだ。今年もどうぞという手紙が来ていたし、頼み事もしやすいから選んだんだが」

　私の緊張した様子に気がついたみたいで、朗らかに微笑んでくる。

「社交の場じゃないんだ。マナーをうるさく言う人もいないよ。人のテーブルを見るのはそれこそマナー違反だからね。大丈夫」

　他人のテーブルを見るのはマナー違反か。

　そりゃそうだよね、人のことをジロジロ見るのは、非常に失礼なことだし。そう思ったら、このたくさんのカトラリーにも太た刀ち打うちできそう。

「緊張している麻衣子に、いいことを教えてあげようか？」

　そんなことをイタズラっぽく言うから、何だろうと思って顔を上げ、楽しそうな藤宮さんを眺める。

「マナーは大事だが、一番大事なのは美味しく食べてあげることだよ。店の人間なら美味しそうに食べてくれる客が嬉しい。後は騒いだり迷惑をかけたりしなければいいだけ。簡単だろ？」

　美味しく食べる……。

「それなら得意だと思います」

「麻衣子はいつも美味しそうに食べるから、見ているとこちらも楽しくなってくる」

　安心して笑い合うと、分厚いワインリストが持ってこられて、藤宮さんが好きなワインを選んでいる間に夜景を楽しみながら、プレゼントはいつ渡そうかと考える。

　最後の方でいいよね。たぶん。

　そうしているうちにコース料理が運ばれてきて、アミューズを食べながら、今回は彼の選んだワインで誕生日に乾杯。




　ゆっくりと味わいながら、目に鮮やかなオードブルやエビのテリーヌなどにも舌鼓を打つ。藤宮さんの出張先での面白ハプニングの話を聞いていたら、気がつけば自然とリラックスして食事を楽しめるようになっていた。

　そして可愛らしくて美味しいデザートを食べ終え、コーヒーが運ばれてきたときに、プレゼントの箱を藤宮さんに差し出す。

「お誕生日おめでとうございます」

「ありがとう……来てくれるだけで、俺には誕生日プレゼントになるんだが」

　そう言ってくれるのも嬉しい。でも、プレゼントしたいって思ったの。

「開けてもいいか？」

　包装紙のままの箱を眺めていた藤宮さんが、そう言って私を見たから頷いた。

　彼は丁寧に包装紙を開けると、箱の中身を見て黙り込む。

「……麻衣子？」

　静かな声に、ビクッとしてから真剣な顔をした。

　無表情に腕時計を見ている藤宮さん。気に入らなかったらどうしようとか、そんなことを考えていたけど、彼はそのまま低い声で言葉を続ける。

「俺は、プレゼントを深読みするのが好きなんだが」

　そうですね。こっちが知らなかろうと知っていようと、お構いなしに意味のあるプレゼントをあなたはくれますよね。

「これを深読みしても、問題はないか？」

「ないですね」

　挑むようにして言うと、鋭い視線が返ってきた。

「俺は、独占欲が強い。二度と離してやらないぞ？」

「望むところです。同じ時間を過ごしましょう」

　からかってみると、藤宮さんは一瞬キョトンとして、それから大きく息をついてソファに身を預けた。

　珍しく降参してくれたみたいだ。クスクス笑って見守っていると、藤宮さんはなぜか悔しそうに、つけていた腕時計を外して、プレゼントした方の腕時計をはめてくれるから目を見開いた。スーツ姿に、私の選んだ腕時計はカジュアルすぎて合わないんじゃないかなって思ったけど、でも、すぐにつけてくれる気持ちが嬉しい。

　そしてそれをしばらく見つめていたと思ったら、急に立ち上がった。

「麻衣子。出ようか」

　あまりに唐突でびっくりする私の手を取り、立ち上がらせてくれる。

　そのまま手を繋いで歩き始めると、ウェイターさんから何かを受け取って店を出た。

「あ、あの、藤宮さん？　急にどうしました？　私、何かやらかしちゃいました？」

　オロオロとする私に、無表情の藤宮さん。どことなく不機嫌そうじゃない？

　でも何も言ってくれないまま、やってきたエレベーターに乗せられる。

　ちょっと待って。私はいったい何をやっちゃったんだろう。失敗した？　いったい何を？

　ぐるぐると頭を回転させてもわからない。

　そのうち、エレベーターが目的の階に到着して、手を引かれるままに降りてから混乱する。

　ここ、ホテルの客室のフロアだ。

　そのまま奥まで歩き続け、藤宮さんは豪華そうなドアの前に立ち止まると、カードキーを使ってそれを開ける。

　その瞬間に香る花のにおい。

　スイートルームらしき部屋に入ると、見えたのは至るところに飾られた赤いバラ。

　ぼんやりとしていたら部屋に招き入れられ、中央に来て手を離された。

　藤宮さんはそのまま部屋の奥まで進み、テーブルの上にあった、一番大きなバラの花束を持ち上げる。

「まさか麻衣子に先を越されるとは思ってなかった」

　そのバラの花束を睨むようにしながら、藤宮さんはひとりごとみたいに呟いた。

「え。私？　先を越すとか、わからない……」

「三百六十五本」

　さんびゃくろくじゅうごほん？

　その数字に何の意味があるのかはわからなくて、瞬きを繰り返していたら、彼は花束を持っていない方の手を、部屋を示すように広げていく。

　その行動と意味を理解すると、呆然として藤宮さんを眺めた。

　藤宮さんの視線が、花束から離れて私に戻ってくる。

　微かに困ったような照れ笑いをしてから、彼は小さく息を吐いた。

「全部のバラの数を合わせたらね。だから、麻衣子に先を越されてしまった」

　藤宮さんが何度かバラを贈ってくれたから、私も本数の意味を調べたことがある。

　バラの花が一輪は、『ひと目惚れ』か『あなただけ』。

　次にバラの花が三輪は、『愛しています』か『告白』。

　バラの花が三百六十五本は、『毎日恋しい』……だったはず。

「そして、これは百八本」

　花束を渡されて、大きな花束を両手で抱えた。

　ずっしりとした重みを感じながら、ゆっくりと瞬きをする。

「百八本なの？」

　おずおずと声に出してみると、藤宮さんは優しく微笑んでから頷いた。

「そう……麻衣子。俺と結婚してほしい」

　百八本のバラは、『プロポーズ』。

　そう気づいた瞬間、そんなつもりはないのにポロポロと涙がこぼれてきて、慌ててバラの花束で顔を隠した。

　驚いたような藤宮さんの声が聞こえてくる。

　でも、私の声は言葉にならない。落ち着こうと思って深呼吸をして、濃厚なバラの香りを吸い込んでから、ゆっくりと藤宮さんを見上げた。

「怒ったのかと思った」

「俺が？　いや、怒ってない。悔しかったが……」

　そう言いつつ、自分の行動を振り返ったのか、少しだけバツの悪そうな顔をする。

「ごめん。自分の行動が麻衣子にどう思われるのか、考えてなかった」

「ずっと何も返事していなかったから、嫌われたのかと思って、びっくりしたの」

　そして安心した途端、泣いてしまうなんて情けない話だ。

　数回瞬きして涙を追いはらうと、黙って見つめ合う。

　しばらくすると、ゆっくり藤宮さんが近づいてきて、私から花束を取り上げた。

　どうするんだろう？

　不思議に思っていたら、元のテーブルにそっと花束を置いて、私の前に戻ってくる。

「麻衣子は俺が好き？」

　好き……だと思う。

　藤宮さんは私を裏切ったりしない。心の奥底でそう信じている。だから、嫌われるのがとても怖い。こんな感情は、奏斗のときにはなかった。

「好きです」

　思いは言葉となって、考えていた以上に簡単に、スルリと飛び出してきた。そして言ってしまってから、真剣な表情のままでいる藤宮さんに心臓がドキドキしてくる。

　彼はじっとこちらを見つめたまま、ジャケットの内ポケットから何か取り出すと、私の右手を持ち上げ、時間をかけながら指にはめていく。

「俺は嫉妬深いし、束縛もすると思う」

「ひどかったらケンカになるかもしれません。私、気が強い方なので」

　お互いに、きっと欠点も多い。藤宮さんがなぜこんな私を選ぶのかはわからない。でも、好きという気持ちは本当。

　薬指を見てみると、ピタリとはめられたのは銀白色に光るリング。小さくて綺麗な石がつけられていて、デザインはとてもシンプルだ。

　その指輪に藤宮さんはキスを落とし、それから私を腕の中に閉じ込めるように抱きしめてくる。

　微かに花のにおいがした。彼の体温がとても心地よくて、目を閉じかける。

「……本当は、すぐに返事がもらえるとは思っていなかったんだ」

　囁くような声は、どこか緊張しているようにも聞こえた。

「だから、今日はそのまま帰してあげるつもりだったんだが」

　つもりだったんだが？

　強く抱きしめられて目を見開く。か細い吐息が、肺からひゅうっと漏れていった。

「麻衣子のすべてが欲しい。俺のものになってくれないか？」

　低められた言葉の意味が、じわりと脳内に刻み込まれていく。

　目の前のジャケットをギュッと掴んで顔を上げると、彼の視線と私の視線が絡み合った。無表情は藤宮さんの標準装備。でも、よく見ると彼の目の中に感情が現れる。

　藤宮さんの視線はいつもまっすぐ。じっとただひたすらに私を見ている黒い瞳が、ふっと和らいだ。

「怖いなら……」

　そう言って離れようとするから、追うように寄り添うと、彼の手が私を試すように背中を下りていく。

　欲しいものはないはずの彼。でも、私のことを『欲しい』と言った。

「途中で、やめてあげられない」

　囁かれたその言葉にただ頷いて、目をつぶると唇が重なった。

　最初は軽く、触れ合わせるように。それから次第に角度を変えて深められていく。

　キスをしながら抱き上げられて、向かった先は寝室だった。カーテンが開いているのか、月明かりが見える。

　初めてのことは誰だって怖い。柔らかいベッドに横たえられ、ゆっくりと衣服を剥ぎ取られると、少しだけ震えている自分に気がついて、抱きしめられてホッとする。辿る指先の温もりはとても優しくて、泣きそうになる。

　心臓の音がうるさい。そして徐々に高められていく熱に戸惑い、不安になってきた。

「麻衣子」

　小さく名前を呼ばれ、揺るぎない視線に覗き込まれて安あん堵どする。次第に頭の中はぐちゃぐちゃになって、思考なんて代物はいつの間にか霧散して消えていった。

「……あっ、んぅ」

　繋がった痛みに顔をしかめると、いたわるように頬を撫でていく彼の手の感触がくすぐったい。

「息をして、麻衣子」

　いつの間にか止めていた息を吐き出して、手を伸ばすと抱きしめられた。

「怖いなら、掴まれ」

　目蓋を開けると、熱を孕はらんだ彼の瞳に射抜かれた。

　怖いくらいに真剣で、それ以上に色香を含んだ視線に、心まで絡め取られそうになる。逃げるように顔を逸らしかけ、それを許されずに捕まって、またキスを交わした。

　この気持ちは何だろう。胸が苦しい。息を吸うのもままならない。悲しいなんて思っていないのに、次々に涙がこぼれて落ちていく。

「ああ……っ！」

　押し寄せてくる波にさらわれながら、必死に縋すがりついた背中に爪痕を残した。




　そして翌朝。本当であれば、単なる暖かい土曜日。

　でも、明るい日差しを敵のように感じ始めた頃、藤宮さんが苦笑した。

「麻衣子。寝ていてもいいぞ」

　明るい日差しと敵対しながらも、うつらうつらしていたらしい。

　ハッとしたときには、すでに持っていたスプーンを取り上げられている。

「ごめんなさい。でも、これ食べたら帰るんですよね？」

　泊まったホテルの一室で、朝食を食べたら帰ろうと言われ、軽いものなら食べられるだろうと判断してスープセットを頼んだ。

　朝食ではなく、すでに昼ご飯に近いのかもしれないけれど、クラムチャウダーとロールパンという簡単そうなメニューながら、そもそもが高級ホテルのルームサービス。味は抜群のはずなのに、寝不足の舌にはいまいちわからない。

　少しだけ心配そうにしていた藤宮さんに、頑張って平気な顔を取り繕いながら食べていたはずなのに……。

　睡魔と戦っていたのを藤宮さんに見破られた。

「いいよ。無理しないでも。名な残ごり惜しいが、麻衣子を家まで送ればいいだけだから」

　苦笑しながら藤宮さんが食べているのは、サンドイッチセットだ。

「帰るなら、一緒に帰ります」

「もちろん置いて帰るつもりはないから、安心して休んでいい。麻衣子の寝不足の原因は俺なんだから」

　言われて、ボッと顔を赤らめた。

　晴れて恋人……をすっ飛ばして、いきなり婚約者となったふたりの関係。左手に輝くリングを見つめながら、淹いれてもらったコーヒーをすする。

「なんなら、もう一泊するか？」

　知り合いの伝手で、バラの花束のセッティングなどというお願いも聞いてもらったと言っていた藤宮さん。

　だけど、ここは高級ホテルのスイートルーム。ベッドはキングサイズだったし、ソファのふかふか具合も格別。

　ふたりで入っても余裕のありそうな、大きいジャグジーつきのお風呂と、小さいながらもバーカウンターまであるホテルの一室で、連泊なんてとんでもない。

「それは絶対にダメです」

「麻衣子なら、そう言うと思った。気にしなくてもいいのに」

　本当は、ほんのちょっとだけ誘惑に駆られていても、それとこれとは別。

　あくびを噛み殺しつつ、またコーヒーを飲んで溜め息をついた。

「藤宮さんって、私のこと、よくわかってますよね」

「それはよく見ているからね。全く気にしていなかったみたいだが、麻衣子のことを狙っている輩やからもいて、俺は気が気じゃなかった」

「気づいていない段階で、アプローチもされていないと思うんですが」

　昨日の夜、いろいろ……とした後に、何となく世間話をした。やっぱり私が一方的に話をして、藤宮さんはほとんど頷いていただけなんだけど。

　その中でも藤宮さんが『それは譲れない』と白熱した話は、迎えに来るのに、わざわざ会社の社員出入口に入って待っているってことだった。

　理由を聞いたら、どうもうちの社員の中に、私のことを気に入っている男性社員がいるらしくて、牽制するために必要だと断固拒否された。

　その辺りの情報は三島さんも言っていたから、そんな猛者がうちの会社にいるってことは認識した。ステルス機能が強すぎて伝わってこないのは仕方がないよね。

「こんな指輪してたら、それだけで牽制になると思います」

　毎回、本社の重役を応接間に通そうとして、表向きとはいえ悪戦苦闘している役員秘書の苦労も考えてあげようよ。

「指輪をしていても、気にしないやつはいる」

　憮ぶ然ぜんとして言い募る藤宮さんに、クルリと目を回した。

「大丈夫ですって。そもそも、私は会社で恋愛しようなんて考えたこともないし。会社の男性社員は藤宮さんじゃないんですから、今さらあなた以外と恋愛するつもりも、私にはさらさらないんです」

　そんなことをボソボソと呟いて眠い目をこすっていたら、目を丸くしている藤宮さんと目が合った。

「……どうかしました？」

　何だか顔を赤くして、嬉しそうに口元を隠しちゃっている。

　不思議に思っていたのが顔に出たのか、なぜか困ったように左右に首を振られた。

「素直なのも考えものだな。麻衣子はたまに爆弾発言をする」

「そんな物騒なものはしたことないです」

　唇を尖らせながら文句を言おうと思って……やめた。考えがまとまらない。

　コーヒーを飲んだのに、少しぬるめのホットだったからか、身体がじんわりとポカポカして余計に眠くなってくる。

「その前に、藤宮さんの金銭感覚のおかしさをどうにかしなきゃ……」

　クスッと小さく笑われて、頭を撫でられた。

「本当に眠そうだね。出るときに起こしてあげるから、いろいろ気にしないで眠っていていいよ」

　反論を言いかけて、とうとう睡魔に負けてソファにポテンと横になる。

「二十五歳はもう過ぎてしまって無理だが、子供ふたりと一戸建てのために、俺も少し貯蓄を考えるから」

　藤宮さんの呟きが聞こえてきたような気がする。

　でも、何だかふわふわ、とてもいい気持ちで私は夢の世界へと落ちていった。

　目が覚めたら、好きな人が隣にいてくれる。その幸福に微笑みながら。
















番外編　武士と赤ちゃん













　両家の顔合わせは、騙し討ちのような感じで行われた。

　……というか、なぜか圭一さんのお父様が幾度となく『斎藤さんのお父さんに会わせてくれないだろうか』と催促してくるから、『両家揃っての食事会にしてしまおう』と圭一さんが画策して、会わせてみたら結果としてそうなった。

　気がついたときには、もう挨拶するしかない状況になっていて、悔しそうにしていた藤宮社長。うちの父さん相手に機械の新開発の話をいきなり始めるから、母さんたちはポカンとしていた。

　どうも圭一さんのお父様は、工場の技術に一目置いていてくれたみたい。圭一さんいわく、『俺の父は、うまそうな人参をぶら下げれば、過程はどうあれ利害でイチコロだ』とのこと。

　そんな黒い発言は、ちょっと心の片隅に追いやってしまおうと思う。

　圭一さんや藤宮社長の思惑はともかく、うちの父さんとは気が合ったようで、たまに外に飲みに行くような仲になったらしい。

　倒れたばかりなのに考えなさい、と釘くぎを刺してあるから、ほろ酔い程度で帰宅しているみたいで、母さんとしては特に文句は出ていない。

　うん。親戚付き合いが円滑なのは、とてもいいことだよね。




　私の実家に呼ばれて集まることも増えていた。そんなある休日の昼下がりのこと。

　キッチンを手伝いながら何気なく居間を覗くと、そこにいたはずの和志と父さんがいなくなっていた。

　そして、圭一さんとハイハイを始めたばかりの甥っ子とがふたりきりにされて、ただただ黙って見つめ合っている。

　無表情武士の圭一さんに、年端も行かないりゅうちゃん、泣いちゃうんじゃないの？と助けに入ろうとしたら、圭一さんが、小さなりゅうちゃんにそっと手を差し伸べる。

「よくここまで来たな。小さい身体で大変だったろう」

　彼の慈愛に満ちた視線と言葉に、瞬きしながら首を傾げた。

「赤ん坊は、見ていて飽きないと聞いたことがある。本当のようだな」

「あー」

　りゅうちゃんは手を伸ばし、差し出された圭一さんの手を掴んでご機嫌ににじり寄る。何とニコニコしながら圭一さんの顔を一生懸命見つめて「あー」とか「うー」とか言っていた。

「うん。正直に言うと、君の言っていることは僕には理解不可能だ。ただ、君が仲よくしようとしてくれているのはわかる」

　無表情の圭一さんは頷いて、ぎゅうぎゅうに握られた手を上下に揺らす。

「君の父親の姉と結婚する。義理の伯お父じとして、仲よくしてくれると嬉しい」

　そこまで言ったとき、私の後ろから覗いていた母さんと美夜ちゃんが、同時に「可愛い～！」とか呟いたけどね。

　よく考えてみろ。これは注意して見ないと、無表情ないい大人と、言葉もままならない赤ん坊のやり取りなんだよ!?

　真面目に何やってんだ、という言葉が浮かびつつ、見てはいけないものを見てしまった気もして、一瞬パニックになった。でも、これって爆笑案件なのかな？

　考え込んでいたら、今度は食事会のときから仏頂面をしていた和志が居間に戻ってきて、怒ったような顔で圭一さんの前に立った。

「どこぞの会社の坊っちゃんか何か知らねーが、いきなりやってきて突然ねーちゃんと結婚なんて、俺は認めねぇ！　男なら俺と勝負しろ！」

　大きな声にりゅうちゃんがびっくりして、私はあまりのことに両手で顔を隠す。

　何を言っているんだ、この弟は。和志だって一応は、父さんの会社の二代目で坊っちゃんだし、姉弟の結婚話なんて突然で当たり前じゃないの？

　そもそも、自分の息子をあやしてくれている……んだと思うけど、その人に勝負を仕掛けるって、馬鹿じゃないのか。

　威嚇している和志と圭一さんの間に、慌てて割り込んだ。

「姉ちゃん、どけよ！」

　苛立つ和志に、ストップだと片手を上げる。

「意味不明だけど、姉思いの弟だということはわかったから。とりあえず、ちびっこもいるんだし……」

　落ち着きなさいと言いかけて、睨まれた。

「これは男の勝負だ！　姉ちゃんは黙ってろ！」

　怒鳴られて、スッと冷静になる。

「そうかそうか。それなら姉ちゃんは婚約者として、割り込んででも止めないとね。圭一さんに挑みたいなら、姉ちゃんを倒してからお行き」

　姉弟揃って似たようなファイティングポーズを取って対たい峙じしたら、後ろから肩を叩かれて振り向いた。

　普通にりゅうちゃんを抱き上げている圭一さんが、困ったように苦笑していて。

「麻衣子。守ってくれるのは嬉しいんだが、複雑な気分になる。和志君は男の勝負を持ちかけてきているのに、受けないのは失礼だろう」

　何と圭一さんが受けて立った。

「ダメですよ。こう見えて和志って、私と昔からやり合ってるからケンカ慣れしてますし、昔はヤンチャもしてたんですから」

「大丈夫。俺は空手と合気道と柔道の黒帯だから」

　さらっと何気ない言葉に〝ん？〟となっている間に、りゅうちゃんを渡された。

　キョロキョロしているりゅうちゃんを慌ててあやしていると、父さんがひょっこりと顔を出す。

　圭一さんは私の前に立ち、「居間でやり合うのはいいとは思えない」と、和志を庭先に誘導してから姿勢を正して一礼する。

　そしてすぐに、投げ飛ばされた和志の悲鳴と父さんの爆笑が響いた。

　それはそれは見事な投げ技で、ちょっと惚れ直しちゃったのはここだけの話。

　でも母さんは、下敷きにされてバッキバキになった生垣を見て厳しい表情になる。

　その表情のままふたりを呼びつけると、縁側に正座させてこんこんと説教したのはご愛敬だろう。

「何をやってるんですか！　もうふたりともいい大人でしょう!?」

「まぁなぁ、母さん。ふたりとも男の子だから」

　宥めに入った父さんに振り向くと、母さんは眉を吊り上げる。

「そうね。そう言っているあなたも〝男の子〟ね！　あなたもここに座りなさい！」

「えええ？　俺は関係ないだろぉ？」

「いいから、あなたたちは庭を掃除しなさい！」

　バラバラになった生垣の枝を拾う三人を見ながら、母さんはプリプリとキッチンに戻っていき、私と美夜ちゃんは顔を見合わせると同時に吹き出した。

　母さんはとにかく強い。
















特別書き下ろし番外編　裸足のお姫様













　藤宮圭一さんは不思議な人だ。

　人の好みはさまざまだけど、まず間違いなく見た目は一級品。姿勢正しく黙っていれば無表情の武士。真面目な表情は崩さないのがデフォルトという彼。仕事をしているときにはマシーンと呼ばれているらしい。

　男らしくまっすぐで凛り々りしい眉。くっきりした二重の目は感情がないように見えて、ちゃんとよく見れば面白がったり、しっかりふて腐れたりしている。

　最近、とても表情豊かになったんじゃないのかなって思う。たまに冗談を言ってからかうと、楽しそうな笑い声を上げることもある。

　ただ、ほとんどの場合、私がからかわれて笑われているのが問題だ。

　そんな彼と結婚して、もう半年。初めの頃は、圭一さんのお姫様扱いに恥ずかしがってたどたどしかった生活も、一緒に住んでいるうちに慣れてきた。

　住みやすいと評判の区に引っ越してきたのは先月のこと。タワーマンションのひと部屋が私たちの新居。

　一階には管理人じゃなく、二十四時間体制のコンシェルジュがいて、このマンションに入るには生体認証システムの登録が必要。

　圭一さんは例の元婚約者さんを警戒しているらしい。私も一度しか会ったことがないけど『大丈夫かな、この女性……』ってなったのは、冷静になってからのこと。

　それでも『セキュリティのしっかりしている物件じゃないと安心できない。麻衣子に何かあったらどうする』と言われて、呆れ返ったのは普通のことだと思う。

　室内は、夜景も見られちゃう広々としたリビングにダイニングキッチンが併設。寝室とは別に、仕事をする専用の書斎もあって、ウォークインクローゼットは当たり前。

　何と客間までもあって『贅ぜい沢たくだよね』と思っているのは今も変わらない。

　広いお風呂の湯船にジャグジーがついていたのには、さすがに半笑い。格差社会を見せられて倒れそうになったのに、圭一さんに『この広さだと一緒に入れるな』と言われ、やたらと爽やかな笑顔に見つめられて立ち直った。

　気を強く持たないと絶対に連れ込まれる！　それは断固拒否しなくては！

　てか、お風呂に一緒に入ろうとか、は、恥ずかしいじゃない！

　ともかく、お風呂はまだ一緒に入ったことはない。すこーしだけしょんぼりされても、ハードルが高いんだよ！

　それに実はこの物件、圭一さんが勝手に決めちゃって、内心は『どうして勝手に決めちゃうの！』ってプリプリしていたし。

　でも、いざ住んでみると、立地的に私の会社と彼の会社のちょうど中間くらいにあって、通勤にも買い物にも便利だし、環境もいい。

　私のことも考えてくれていたんだって思うと、嬉しくて、怒る気になれなかった。

　私も惚れた弱みというか、圭一さんには甘い。

　しかも平日は通いのお手伝いさんが掃除をしてくれるから、共働きの新婚夫婦は大助かりで、今日みたいな休日ものんびりできる。

　もう、至れり尽くせりというか、尽くされまくっているというか！

　三島さんには『やっぱりシンデレラストーリーですよね。私にも王子様が現れないかなー』なんて半笑いでからかわれる始末だよ。

　家具に関しては、『家具は最低限しか選ばなかったから、麻衣子の好きに買っていいよ』と言ってくれている。

　でも最近、困ったような顔をしながら、座り心地のいいふたりがけのソファを自ら購入してきた圭一さん。リビングで仕事をすることが増えた。

『麻衣子の顔を見ていたいから』なんて言われて、にやければいいのか、どうすればいいのかわからなくて、とりあえず仕事をしている圭一さんの隣にちょこんと座って本を読むことが増えている。

　ちなみにキッチンは私の城になりつつあった。




　身体にかかる重みに目が覚めると、圭一さんの腕が私の上にあって、軽く抱きしめられていた。

　いつも朝は圭一さんの方が早いのに、珍しい。

　ゆったりとした笑みを浮かべながら、ぎゅうぎゅうに抱きしめられて、目が覚めて真っ赤になっているところを『おはよう』と言われて起きるのが私の日常になってきていたりする。

　いつまでそんな甘い空気が続くのかわからない。でも、いつまでも続けられそうで、なおかつ私が慣れる日は来ないだろうな。

　ぼんやりと考えながら圭一さんを眺める。

　もしかすると、結婚してから圭一さんの寝顔を見るのはこれが初めてかも。眠っていても美形は美形だよね。滅多にあることじゃないから、堪能させてもらっちゃおう。眠っていると、ちょっとだけ幼く見える。

　可愛いとか思ってしまったら怒られるかな……と、しばらくニマニマ眺めてからハッとした。

　幸せボケしている。今日は朝ご飯を頑張るつもりでいたのに。

　そっとベッドから起き上がると、静かに寝室を出て身支度を整える。それからキッチンに向かって冷蔵庫から食材を取り出し、朝ご飯を作るために手を洗いながら、出てきたあくびを噛み殺す。

　最近、仕事をしている昼間もだるくなったり、眠くてたまらなくなったりするときがある。疲れているのか、ただ単に生活のリズムに慣れて緊張感から解放され、気が抜けてきたのか……。

　カチャリと寝室のドアが開いたから、顔を上げた。

「おはよう。圭一さん、今日はゆっくりだね」

　ぼんやりと起きてきた圭一さんに、キッチンから声をかけると、目をこすりながら「おはよう」と返ってきた。

　ちょっと寝癖がついているのが可愛い。圭一さん、お疲れモードだなぁ。

　つい昨日、藤宮重工の定例会議があって、その準備に圭一さんの残業はかなり増えていた。徹夜になるかもしれないってメールをくれていたこと、数回。でも、いつも二十二時には帰ってきていたから、相当頑張っていたんだと思う。

　今回の定例会議にはグループ会社の全部が参加することになっていて、うちの藤エンジニアリングも出席した。なぜか原部長と私が。

　たぶん、藤宮と縁戚である原部長が適任だと判断したんだろうけど、どうして総務部の主任ってだけの私が行くことになったのかは、いまだに謎。嫁だからかな。

　とりあえず、原部長の秘書でーす、みたいな顔をして出席した。

　うちも中堅の会社だけど、やっぱり大企業は違うよねー。集まるお歴々に圧倒されていた私と違って、圭一さんは落ち着いて進行役を務めているように見えた。

　でも昨日の夜、少しミスをしたんだと告白してから、タブレット片手にひとり反省会を繰り広げていたから、もしかしたらよく眠れなかったのかもしれない。

　フラフラと洗面所に消えていった彼を見送ると、「よし！」と気合いを入れて朝ご飯作りに戻った。

　いつもの朝食は、用意している暇もないからパンが主食。休日である今日は和食にしようと思って、昨日から準備していた。

　半年経ちましたっていっても、まだ新婚だもの。新妻としては気合いを入れないと。最初が肝心なんですよ！って、三島さんも教えてくれた。

　そうしてでき上がった朝食を食卓に並べていたら、スッキリと目が覚めたらしい圭一さんがリビングに戻ってくる。

「おはよう。今朝は和食？」

　シャワーを浴びたみたいだけど、ちゃんとＴシャツにジーンズなところが圭一さんらしいよね。うちの実家の男どもなら、風呂上がりにはタオルを首からぶら下げて、トランクス一枚でだらっとしているところだ。

「うん。休日くらいは和食にしようかなって。簡単なものだけになるかもだけど、時間はあるんだし、作れると思って」

　それに、少しくらいは妻らしいことをしてあげたいなって思ったし。

　今日のメニューはほうれん草のおひたしに、ひじきの煮物、焼き魚、手を抜いて卵焼きではなく目玉焼きになっちゃったのは笑って流してほしい。それから大根の味み噌そ汁しる。これに炊き立てご飯なら、朝食としては鉄板じゃない？

「これに納豆もつけようと思ったのに、仕入れるのを忘れちゃって。だから、お漬物でもいい？」

　ご飯をよそいながら声をかけると、腰に手が伸びてきてギュッと抱きしめられた。

「け、けけけ、圭一さん？」

　びっくりして声が裏返ったよ？

　だけど、圭一さんは無言でぎゅうぎゅう抱きしめてくる。

「どうかした？　何かあった？」

　まさか怖い夢でも見たんだろうか？　でも、大の大人が怖い夢を見たからってこんな反応はしないよね。

「手作りの味噌汁に白米……何年ぶりだろう」

　白米に感動された？　ああ。嬉しかったんだ。

「平日は難しいよ？　でも、これからは夕飯に和食も作るようにするね」

　私は料理は食べられればそれでいいってくらいの人。地味に和食より洋食の方が作るのが簡単だから、どうしても比率は洋食に傾きがちってだけ。

　こんなに喜んでくれるなら、少しくらい大変でも作るよ！

　逆に、そんなにも味噌汁と白米に飢えていたのを知らなくてごめんなさいって感じだよ！

「ありがとう。そうしてくれると嬉しい」

　圭一さんは感動が過ぎていったのか、落ち着いた声になっている。そして私の頭のてっぺんに軽くキスをしてから離れると、持っていた茶ちゃ碗わんを運んでくれた。

「ありがとう。じゃ、冷めないうちに食べようか」

　恥ずかしくて赤くなるけれど、これもいつものことだと割り切る。準備万端で用意が整うと、それぞれ席に着いて「いただきます」と言ってから食べ始めた。

「あんまり期待しないでねー？　私は料理家でも凝り性でもないんだから。懐石料理フルコースみたいなのは無理」

「外で食べるものと、家庭料理は違って当たり前だろう」

　ちょっと恥ずかしいのか、視線があらぬ方を向きながら圭一さんは呟く。

　もしかして〝家庭料理〟に感動したのかな。

　そうだよね……圭一さんの家はなかなか複雑だったみたいだし、普通の家庭料理には縁がなかったのかもしれないなぁ。

「そういえば麻衣子、定例会議のときに若い男と話していなかったか？」

「若い男？　誰それ」

　キョトンとすると、拗ねたような視線と目が合った。

「俺の方が聞いているんだが。お前のいた場所が遠くて誰かは見えなかった」

　藤宮重工のお歴々は、ほとんどおじさんばっかりだったと思う。あ、でも確か。

「ええと、東とう海かい興業の社長秘書の方かな？　若い人はその人くらい……」

「お前、田た代しろと会ったのか？」

　なぜか目を丸くしている圭一さんに、首を傾げて瞬きを返す。

「田代、田代……ああ、そんな名前だったかも。知り合い？」

　この様子からすると、知り合いだろうな。イケメンだったという印象しか覚えていないけど、年代的に圭一さんと同い年くらいの人かなぁって思ったし、藤宮重工グループの中でも、東海興業っていったら業績が優秀なことで有名な会社だし。

「いつの間に帰国していたんだ、あいつは」

　どこか冷え冷えとした表情と〝あいつ〟という言葉にポカンとする。

「何、圭一さんのお友達だった？　じゃあ、失敗しちゃったかも、私、普通の会社員ですーって感じで当たり障りなく対応しちゃった。お友達ならお友達って言ってくれないと。でも、結婚式には来てなかったよね？」

　ほとんどねじ込むような形で、式場の空いているスケジュールを押さえて私たちは結婚式を挙げた。

　もちろん藤宮重工の社長令息の結婚式が、こっそりひっそりとできるはずもなく。藤宮重工関係のいろんな会社の社長さんが来たり、交友関係はやっぱりセレブだから、中には雑誌なんかで見たことのあるような有名な人もいたり。

　緊張してカチンコチンの岩みたいになった私を見て、圭一さんはブライダルプランナーさんに相談もなくサプライズを仕掛けてきて、私は笑ったけど、プランナーさんは青ざめていた。

　いまだに三島さんにからかわれるのが困るけど、数年も経てば、きっと楽しかった思い出話になるんだろう。そう思いつつ目の前の圭一さんを見つめる。

　びっくり箱みたいな結婚式。招待客は何度も確認して、足を運んでくださった方にはお礼状も出した。私が手配したから名前もしっかり記憶している。

　圭一さんは記憶を辿るように考え込み、味噌汁を飲んでから頷いた。

「確か、田代は海外にいたはずだから招待していない。結婚したことも教えていないな。友人より、腐れ縁に近いんじゃないか」

「腐れ縁？」

「末松と一緒で、高校のときからの知り合いだ」

　それを人は友人と呼ぶんじゃないかな。そんなことより、秘書の末松さんとそんな縁だったなんて初めて知ったかも。

「しかし、普通の会社員ですーって感じで当たり障りなく対応したのか。それならそれでいいのか……？」

　困惑気味の呟きに、目玉焼きを食べながら首を傾げる。

「めちゃめちゃビジネスライクに対応した。まずかった？」

「いいや、まずくない。逆によくやった。今後あいつを見かけても近寄るな」

　真剣な表情になった圭一さん。私が眉を寄せて無言になると、彼はコホンと咳払いしてそっぽを向いた。

「最近はおとなしくしているようだが、昔から女癖が悪いんだよ。仕事はできるやつだから、見て見ぬフリをされることも多いが……何やっているんだ、本当に」

　それは圭一さんのセリフじゃないよ。『何やっているんだ』って、それはいつもの私のセリフじゃないか。

　ブツブツ言っている圭一さんに小さく吹き出す。

　それってあれだよね。ジェラシーとか嫉妬とか、そういうことだよね？

「私、愛されちゃってるなー」

　軽口みたいにしてからかうと、ムッとした視線が返ってくる。

「当たり前だ」

　あ、当たり前なのか。そんなことを真顔で言われると、めちゃめちゃ照れるよ！

　慌てて話を逸らそうとして、真顔を貼りつけると片手を振った。

「とにかく、うちの藤エンジニアリングと東海興業なんて接点もないし、もう会うこともないでしょ。そんなことより定例会議、お疲れさま。今日は家でのんびりしちゃいましょう」

「いいのか？　家でのんびりしていると、麻衣子を構いたくなるんだが」

　圭一さんはそう言って、一見すると爽やかな微笑みをゆっくり浮かべる。このわざとらしい笑顔はかなり曲くせ者ものだ。

　眉を上げると、よからぬことを考えている証拠に、爽やかな笑顔からニヤリとした悪そうな微苦笑にシフトする。

　それから、スルリと指先で頬を優しく撫でられた。

　やだもー！　絶対に朝に似合わない、清々しくないことを考えている！

「た、たまにはデートをしましょうか。私、新しい食器が欲しいかも」

　顔を真っ赤にしてそう告げると、圭一さんは声を上げて笑い始めた。




「圭一さんと一緒に出かけるのは、久しぶりじゃないかなー」

　白い皿の値段を見ながら呟くと、圭一さんは私の傍かたわらに立ちながら、考えるように天井を見上げた。

　ちなみに、お出かけするときには、彼の手は私の腰か背中にあるのが通常運転。邪険にしても気にされないから、照れながらも受け入れることにしている。

「そうかもしれないな。付き合い始めると同時に式場探しに奔走したし、株主総会もあって仕事に追われていたから。だが、大丈夫なときには、会社まで迎えに行っているじゃないか」

「そういうのとは違うの。終業時間に、何の連絡もなく社員出入口で待ち伏せされて一緒に帰るのは、デートとは言わないから」

　相変わらず、会社にお迎えに来てくれるときには社員出入口にいてびっくりする。最近では役員秘書も慣れたもので、出てこなくなった。

　でも、うちの社員出入口に座り心地がよさそうなソファベンチが置かれたのは、何か計り知れない譲歩があったのだと三島さんに推測されている。

　そして私は妻として、これは本社重役のパワハラになるのか真剣に悩んで、原部長に大爆笑されている。

「……待ち伏せを推奨したお友達は誰なのよ。原部長も呆れ始めているんだから」

「うん。まぁ。田代だよな」

　しれっと返された言葉に、目を丸くして振り返る。

「田代さん!?　東海興業の秘書の？　腐れ縁とか言っている!?」

「女癖が悪いということは、逆に俺よりも女性に詳しいということだから」

　それはそうかもしれない。でも、いろんな意味で絶対にダメなことだからね！

　それにしてもイケメンだーと思ったのは確かなのに、あまり印象に残っていない。私って、よく顔を合わせる人以外はその他大勢って感じだから。

「身長は圭一さんよりちょっと小さくて、人当たりがよさそうな……」

　私の呟きが聞こえたらしい、隣にいた圭一さんにムッとされ、髪の毛を軽く引っ張られた。

「田代のことは思い出さなくてもいい。麻衣子は俺のことを考えていればいいんだ」

　本当に感情表現が豊かになったよね。言っていることは小さな子供のわがままみたいに可愛らしいのに。

　こんなことを言われたり、されたりしちゃうと、私でもキュンとしてしまう。

「ところで麻衣子。どうして皿？　たくさんあると思うんだが」

「洋食に合うような食器と、和食に合う食器は違うの。まあるいお皿に、サンマの塩焼き一匹とか置きたくないもの」

　大きな丸皿に尾頭つきのサンマがちょんとのっている姿を想像すると、何というか……出オチというか、悲しい気分になってしまう。

　最近流は行やりの盛りつけを頑張ろうとしても、そんなセンスは私にはないので、古くから日本の焼き魚を彩っていたであろう和食器に頑張ってもらおうと思っている。

　どうせなら、見た目から美味しく召し上がってもらいたいものね。

　それを想像したのか、圭一さんは納得したように頷いてくれた。

「そうか。じゃあコーヒーカップだけでなく、紅茶の茶器も揃えないとな」

「それは待って。確かに圭一さんはコーヒーで、私は紅茶派だけど、それとこれとは別。紅茶のティーセットって、思いのほか高いんだから」

「……気にしなくてもいいだろう」

　静かに窺うような視線に、ぶんぶんと首を横に振る。

「圭一さんが言うと、とてつもなく気になる！　あなたが選んだら、とんでもない逸品を選んできそうで怖いんだから」

　英国王室ご用よう達たしの茶葉はともかく、食器は勘弁してもらいたいよ！

　だいたい紅茶派っていっても、ティーパックでお手軽に淹れるような人間だし、最近は柑かん橘きつ系けいの甘いジュースにハマっているからマグカップで充分！

　静かに睨み合っていたら、「あれ？　斎藤さん？」と声をかけられて振り返った。

「ああ、やっぱり斎藤さんだ。こんなところでどうなさったんですか？」

　人懐っこい笑みを浮かべながらイケメンが近づいてくる。どこかで見たことがある気がしても、全然思い出せない。

　イケメンは目の前に立つと私をニコニコと見下ろして、それから何気なく隣にいる圭一さんに視線を移し、なぜかギョッとした。

「え。藤宮？」

　そう言った彼に、ポンと手を打つ。思い出しましたよ！

「東海興業の田代さ――」

　言いかけたら、グイッと圭一さんに腕を引かれて、彼の背後に隠された。

「ちょっと。圭一さん？」

「訂正する。藤宮麻衣子だ。俺の〝妻〟に何の用だ」

　低い低い声は絶対零度を保っていて、ポカンとする私の視線の先に、田代さんの真ん丸に見開いた目が見えた。

　珍しい。圭一さんが自らケンカを売った。




　とりあえず、あんな店先でケンカはまずいので、近場のカフェに圭一さんと田代さんを連行する。

　そしてコーヒーふたつとレモネードを頼み終えたところで、田代さんは驚きつつもお祝いの言葉をくださった。

「噂には聞いていたが、おめでとう。藤宮は本当に結婚したんだな。普通のＯＬさんを嫁にもらうとは思っていなかったが、まさか嫁を守るために手負いの熊みたいになるなんて、そっちの方が思ってもみなかったよ」

　そうです。普通のＯＬが御曹司と結婚しました。そう考えると、三島さんいわく本当にシンデレラみたいな気分になってくるけど。

　どこか感心したように言われ、いたたまれなくて身を縮める。田代さんは笑顔が素敵なイケメンだった。

　定例会議では特に目立つわけでもなく、物腰柔らかく静かな微笑みを浮かべていたような気がした。今は悪ガキみたいに笑っている。

　そうね……一応、公の場とプライベートで表情を分けるのが普通だよね。

　私の隣に座っている夫は、まさしくプライベートそのもので、めっちゃくちゃ無表情なのに、唸り声を上げそうなくらい不機嫌にしている。

「どうして田代に〝斎藤〟の姓を名乗っているんだ」

　ブツブツ言っている言葉が不機嫌の原因らしい。

「ごめんなさい。でもね、斎藤から藤宮になりましたーって、なかなか覚えてもらえなくて、会社では通り名的に〝斎藤〟を名乗っているだけなの」

　私みたいに、結婚後も寿退社しないって女性がうちの会社では珍しい。結婚当初、内線電話に出るときには『藤宮です』って名乗っていたんだけど、普通に『斎藤主任をお願いします』って返される身にもなって？

　事務系の皆は結婚式に出席してくれたからともかく、技術部や開発部の人たちはほとんどスルーの我関せずだったせいで、私の名前の浸透力は、ほぼなかったんだ。

　総務部に連絡があるたびに、『実は結婚しまして』と説明する気恥ずかしさ。それとも、ここは恥ずかしげもなく、幸せオーラ満載で説明すべきだったのかな。

「社内報にも記載されていただろう。グループ会社でも社内報は渡しているはずだ」

　そうそう。結婚は個人的なことなのに、なぜか大々的に社内報にも記載されたね。

「技術開発チームが読むもんですか。あのチームに書類提出の期日を守らせるのに、どれだけ苦労してると思ってるの。ひどいときには渡したその日にシュレッダーしちゃう人もいるんだからね！」

　そんなときには私は烈火のごとく怒るから、怖がられたりもして泣けてくる。

　チラッと目が合うと、お互い同時に難しい顔をした、その途端に目の前の田代さんが笑い声を上げる。

「ああ、はいはい。仲がいいんだね、藤宮がすっごく甘えてる」

「……え？」

　とんでもない言葉が飛び出してきたよ？

　驚いて、田代さんと圭一さんを交互に見ていたら、圭一さんには視線をそっと外された。表情は相変わらずの無表情。でも見逃さなかった、少しだけ焦ったような視線。

　何か後ろめたいことや困ったことがあると、圭一さんは視線を外す。

　でも、申し訳ないのですが、田代さんの言うように〝甘えている〟ようには見えない。でも、今年三十二歳にもなった男の人の行動にも見えない。でも、これが甘えているっていうことなら、圭一さんは甘え方まで不器用なの？

　不服申し立てをしている私の表情を何だと思ったのか、田代さんがそっぽを向いたままの圭一さんを指差した。

「大の男が恥ずかしげもなく拗ねてるのは、相手に甘えてる証拠じゃない？」

「ああ、そう言われると……そうかもしれませんね。田代さんって、男の人もお詳しいようで」

　そう言った瞬間に、田代さんの表情が空白になった。それから何か言いたそうに横目で圭一さんを見たけど、ちょうどコーヒーとレモネードが届いて口を閉ざす。

　店員さんが離れていくと、ギュッと眉間にしわが寄った。

「藤宮。お前、嫁に俺のこと何て言って伝えたんだよ」

　それに対して、圭一さんが相変わらずの無の表情で頷く。

「女癖の悪い男だと」

　とてつもなく淡々とした答えの圭一さんに、田代さんは呆れた顔をした。

「ひでぇ。ってか、そういうことは嫁に言うもんじゃないだろう。それに、俺は来春そういうのからは〝卒業する〟よ」

〝そういうの〟とは、圭一さんいわく〝女癖の悪さ〟なんだろうか。

　涼しい表情でふたりのやり取りを黙って眺める。

「お前が？」

　よほど驚いたのか、今度は圭一さんの表情がぽっかりと抜け落ちてしまっている。そんな彼を、田代さんは意地の悪い笑顔で眺めた。

「俺もお前も、そろそろ社会的にも家庭を持っていい頃だからな。それに、やっと俺の手の中に堕ちてきてくれたんだ。みすみす手放すのは馬鹿だろ」

　それから田代さんは、自分の婚約者がいかに可愛いのかを語り始め、無表情がデフォルトの圭一さんの呆れ顔を存分に引き出してくれた。




「ああ。迎えに来てくれたみたいだ」

　田代さんはスマホを見ながらそう言って、伝票を持つとスッと立ち上がる。

「じゃあな。藤宮。今度ゆっくり祝ってやるから、連絡したら出ろよ」

「お前に祝われると、ゾッとすることの方が多いんだが」

　圭一さんの嫌そうな表情に、悪びれない笑顔が返される。

「俺も学生時代の悪ノリはやらねぇよ。じゃあね、斎藤……じゃなくて麻衣子さん。今度、俺の未来の嫁さんにも会ってやって。一度は見たことあるかもしれないが」

　ジュースとコーヒーを奢られて、お礼を言ってから店先で別れると、田代さんは小走りに走っていく。その先に、白っぽいワンピースを身につけた女の人が見えた。

　田代さんの婚約者の女性かな。

　遠目で表情までは見えないけど、彼女は振り返り、田代さんと何か話をしてから、私たちの方を向いて会え釈しゃくしてきたから同じように返す。

　そして仲よく並んで離れていくふたりを見送った。

「田代さん。よくしゃべる人でしたねぇ」

「そうだな。俺の知り合いは、どちらかというとおしゃべりなやつが多い……」

　あなたは無口になることも多いから、バランスが取れているんじゃないのかな。

「田代さんと仲がいいんですね」

　微笑みながらそう言うと、圭一さんはまだふたりが去っていった方を眺めている。

　悪口みたいなことを言っていたけど、圭一さんは公に見せている仕事人間の藤宮部長ではなくて、素の圭一さんそのもので、とてもリラックスして見えた。

「女癖は悪かったが、悪いやつでもないから。次々と恋人を変えてはいたが、二股はしない主義だったしな。それに、どうせ会ってしまったし、一応覚えておいてもいいだろう。東海興業の跡取りだから」

「ええ!?　そうなんですか？　あああ、だから社長秘書？」

「まぁ、間近で社長のやり方を学べる位置ではあるな。それにしても……」

　圭一さんの声が、どこか驚きに満ちているように感じて見上げると、表情までも心の底から驚いたように見える。

「どうかしたの？」

「今の女性、見たか？」

「見ましたよー？　清楚な感じのお嬢さんって感じ。田代さんの婚約者の方かな？」

「松代商事の社長令嬢だったろう？」

　松代商事。どこかで聞いたことがあるような……思い出した途端に悲鳴のように叫び声を上げた。

「まさかのラスボス!?」

　藤宮重工、創業八十年の祝賀会。お見合いになりそうなのを未然にぶち壊すために、見た目クレオパトラ風のメイクに、派手派手アクセサリー、そして妖艶な黒いドレスを身につけて挑んだお嬢様。

「うわー。……もっと近くで見ればよかった。あれだよね、意中の人がいるって言ってた？」

　思わず興奮して、田代さんたちが去っていった方角を、圭一さんとキョロキョロと探してしまう。

「だろうな。もしかして……田代のことだったんだろうか？」

　当人からハッキリと聞いたわけじゃないので憶測でしかない。でも、さっき田代さんは婚約者のことをべた褒めしていた。そんな人が、婚約者以外の別の女の人と出歩くことはさすがにしないでしょ？

「いろんなことがあって眩暈がしてきそう」

　言っているそばから本当に立ち眩くらみがしてきて、バランスを崩しそうになり、圭一さんの腕を掴む。

「麻衣子!?」

　驚いた圭一さんが、崩れ落ちそうな私の腰を支えて、それから抱きしめてくれた。

「ごめ……。何だろ、急に」

「いいから話すな。顔色が真っ青だ。病院に行くぞ」

「それ、大げさ……」

　苦笑とともに呟くまでが精いっぱい。次の瞬間には目の前が真っ暗になった。




　気を失っていたのは一瞬だけなのに、圭一さんは病院に行くと言って譲らないから、仕方なく商業施設からほど近いクリニックにやってきた。

　いろいろと検査をしてから、しばらくして診察室に呼ばれると、白髪交じりの女医さんが難しい表情でカルテらしきものを確認している。そして眼め鏡がねの奥から、座っている私と圭一さんを交互にジロジロと見てきた。

「夫婦でいいのよね？　最近、よく眠れていますか？」

　何だろう。私、何か病気なのかな。不安になりながら胸を押さえる。

「え。はい。よく眠れてると……思います。でも、昼間からとても眠くて、もしかすると睡眠不足なのかもしれません」

「うんうん」

　そう言って眼鏡を下げると、もう一度手元の書類を確認して、真面目な表情で椅子ごと私に向き直った。

「私は専門じゃないけれど、恐らく妊娠でしょうね。よければ紹介状書いておくから、産婦人科を受診して診断してもらいなさい」

「は……」

　妊娠？　産婦人科？　耳を素通りしていった単語にあんぐりと口を開けていると、背後から肩に手を置かれ、その手を辿って顔を上げると、圭一さんも目を丸くしてぼんやりしていた。

「妊娠初期にはホルモンのバランスが乱れて貧血になる女性もいるの。後は眠くなる人も多いわ。嘔おう吐と感かんはないのね？　もしそういった症状が出たら、無理にとは言わないけれど、食べられるときに食べなさい。もしかして倦けん怠たい感かんはある？」

　あくまでもキビキビ口調の女医さんに、瞬きを返しながら頷いた。

「は、はい。たまにそう思うことは。結婚して生活環境が変わったから、そのせいかなって……」

　女医さんは眼鏡をかけ直し、ニッコリと微笑むと、目元に笑いじわが刻まれた。

「おめでとう。ほぼ間違いないとは思うわ。元気な赤ちゃんを産んでくださいね」

　続いた言葉に、ようやくじわじわと妊娠と産婦人科の言葉の意味を理解する。

　理解したと同時に、肩にあった圭一さんの手を掴み、満面の笑みを浮かべながら、ぐるんと彼を振り返った。

「圭一さん。赤ちゃん！　私、赤ちゃん産むんだって！　赤ちゃ……！」

「落ち着け麻衣子。興奮しない方が、たぶんいい」

「だって妊娠……！」

　圭一さんから手を離すと、お腹にそっと手を重ね合わせる。

　ここに、赤ちゃんがいる。圭一さんと私の、赤ちゃん。

　ぼんやりとしていたら、圭一さんに抱き上げられて診察室を出た。

　それから待合室の椅子に座らされ、目の前に圭一さんがしゃがみ込んで、視線を合わせてくる。

　いつもの無表情。でも、目元は優しく微笑んでくれている。

「……圭一さん。私と圭一さんの赤ちゃん、いるんだって。どうしよう」

　はにかみながら告げると、圭一さんは首を傾げた。

「どうしよう？」

「どうしよう。私、すごく嬉しい。前は、こんな風に、こんなに幸せになるなんて思い描くこともなかったし、幸せになれるなんて思ってなかったのに」

　子供は欲しいけど、夫はいらない。そう言っていたのは、はるか昔のことのように感じる。

　見つめ合っていると、圭一さんはふっと口元をほころばせた。

「そうかな。俺はお前となら、幸せでとても楽しい家庭を築けると確信していたが」

　言いながら、私の手の上に圭一さんの大きな手が重なった。

　手の温かさがほんのりと伝わってきて、思わず微笑んでしまう。

　お腹はまだ平らだけど、ここに私と圭一さんの赤ちゃんがいるらしい。それはとても不思議で、とても嬉しくて、すごく幸せで……。

「まずは一戸建てを探さないとな」

　その言葉にキョトンとしてしまうと、圭一さんはそんな私に構わずにひとりで頷いている。

「引っ越しは子供が生まれて、落ち着いてからになるだろうな。セキュリティを考えると今のマンションも捨てがたいが、子供がふたりになると手狭だし。いっそ土地を買って建ててしまおうか」

　待て。いったい何を言っている。突然おかしなことを言い始めていない？

　目を丸くして固まっている私を眺め、圭一さんは不思議そうにした。

「子供ふたりに一戸建てが夢だろう？」

「え？　ええええ？　それまだ覚えていたの!?　それは昔の、単なる夢の話であって。そ、それに、先月引っ越したばかり」

「夢は叶かなえてこそだと思うぞ？」

　何を当然のように言っているんだ、あなたは!!

「ちょ……！」

　言いかけたそのときに「藤宮さん」と名前を呼ばれて。

「はい！」

　思わずふたり同時に返事をして、それから顔を見合わせると、お互いに吹き出した。

「麻衣子はそこに座っていろ」

　きっぱりとそう命令してから、圭一さんは受付の方に歩いていく。

　圭一さんは、私が何を言っても、やっぱり好きに動くんだろうなぁ。たまに困ったなってなっても、私はそれが嬉しいんだからどうしようもない。

　一戸建ての家に、子供がふたり。そして圭一さんと私がいて、楽しく幸せに暮らせるなら、それはとても素敵なこと。

　圭一さんと私の子。いったいどんな子に育つんだろう。

　女の子なら、私みたいな気が強い子になってしまうと苦労しそう。男の子なら圭一さんに似るんだろうか。

　まぁ、でも、どちらに似ていたって構わない。

　ガラスの靴なんていらないよね。自分らしく、裸足のままでものびのびと、マイペースに歩いていければいい。

　とても幸せな未来のことを思い描きながら、お腹にまた手を当てて、ゆっくりと微笑んだ。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、こんばんは、はじめまして。佳月弥生と申します。

　このたびは『次期社長の溺愛が凄すぎます！』を手に取ってくださって、ありがとうございます。




　今回は全編が全部明るいお話ではないような気がします。

　それはきっと、ヒロインである斎藤麻衣子の初めての恋人の浮気と、相手役である藤宮圭一の婚約者の浮気が原因で物語が始まるから。そんな感じなので、私は実は最初、書籍化のお話が来るなんて本気で思っていませんでした。びっくりです。




　本来であれば出会うはずのないふたりが出会い、数年経って再会して、そこから始まる、本文中の言葉を引用するのなら〝プライベートでがっつり絡んで、ちょっと複雑〟な、ふたりの物語。

　……のはずなのですが、まず、ヒロインが少しおかしい。幼い頃から可愛がってくれている父親の会社の従業員さんたちを〝おっさん〟呼ばわりする。社会人経験も数年を経て、表面上だけは取り繕うのが上手になっても、どこか失礼な（笑）女性。

　そしてヒーローも、いつも通りおかしい。イケメンの御曹司で少し強引なわがままさもありつつ、でも、無表情の武士とか言われる始末の男性。

　なぜでしょう。たぶんちょっぴり面白い物語になっている気がします。

　でも、それもふたりの形なので、それはそれでいいかと思っています。人間、見せている部分だけがすべてではないと個人的に思っています。多角多面、いろんな清濁併せ呑んで人間ですよね……なんて。とにかく皆様が楽しんでくだされば、私にとっては幸いです。




　いつもお世話になっている担当の三好さん、矢郷さん。素敵なイラストを描いてくださった日野塔子先生。そして読んでくださった皆様に感謝を込めて、本当にありがとうございます。

　どうか、皆様が幸せでありますように。





佳か月げつ弥や生よい


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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次期社長の溺愛が凄すぎます！
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